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1. はじめに

2次元グラフプロットツールACRPlotToolを機能拡張し、 Ver.2としてリリースしました。

今回拡張した主な機能は、カラー化、グラフの重ね描き、グラフ中へのラベル付与です。

前バージョン同様種々のシミュレーションや実験から得られる数値データを、簡易なフォーマットで指定す

るだけで2次元グラフにプロットできます。またカラー化・グラフの重ね描きにより、複数のデータ系列をひと

つのグラフ上で比較できるようになりました。グラフは、 X-windowへ表示またはPS(PostScript),EPSファイ

ルヘ出力されますので、データの視覚化やドキュメント化にご活用ください。

なお、本ツールに関わる著作権その他すべての権利は、株式会社エイ・ティ・アール環境適応通信研究所が

保持しています。

ACR PLOT TOOL 
(C) C叩 }f'ight1998 

AlR Adaptive Conmuniratioos Research Looo嘱:u-ies

Al Rights Resen.ed 
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使用法

2.1. データファイルフォーマット

ACRPlotToolのデータファイルは、以下のフォーマットで記丞されたASCIIファイルです。

なお、グラフ定義部の［線種］および［グラフ定義オプション］＜参照： 2.4線種とグラフ定義オプション＞は

省略できます。

• 1行め

2行め

3行め

グ
ラ
フ
｛
品
盤
部

・・・ (G行分）

3+G行め

…(C行分）

~ 

3+G+C行め

... (R行分）

グラフタイトル

グラフ定義数 (G) データ行数 (R) データ列数 (C)

第1グラフのx軸データ列 y軸データ列 ［線種］ ［グラフ定義オプション．．．］

第2グラフのx軸データ列 y軸データ列 ［線種］ ［グラフ定義オプション．．．］

第Gグラフのx軸データ列

第1列データのタイトル

第2列データのタイトル
．．． 

第c列データのタイトル

第1列データ 1

第1列データ 2
... 

第1列データ R

y軸データ列

第2列データ 1

第2列データ 2
．．．．． 

第2列データ R

［線種］

第3列データ 1

第3列データ 2
...... 

第3列データ R

［グラフ定義オプション．．．］

第c列データ 1

第c列データ 2

第c列データ R

（注1)空行は無視されます。

（注2) 「！」で始まる行は、コメント行となります。

（注3) 「袈簑＠」で始まる行が実データ部にあると、それ以降のデータは無視されます。

例：
sample graph 
6 502 6 
1 3 0 
2 3 1 
1 4 1 
1 6 1 
2 3 0 
1 5 0 
si.mulati.on ti.me 
generated packets 
rruted packets 
lost packets 
average packet del匈

average cal 1 del匈

100 .0 547 362 339 67 
200 .0 598 544 499 100 
300 .0 434 521 545 92 
400 .0 468 437 494 91 
500.0 375 433 385 92 
600 .0 387 421 458 75 
700 .0 504 439 441 77 
800 .0 486 500 478 1妬
............... ．．． 

66 
94 
98 
94 
80 
80 
81 
104 

9’ 



2.2. 実行

% plot -data data.1 

この実行により、新しいウィンドウが開き次のようなグラフが表示されます。

開いたウィンドウは、 （そのウィンドウにキーボードフォーカスがある状態で＝マウスカーソルをウィンドウ

内に入れて）キーボードから'q'を入力すれば閉じられます。

sample graph 
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゜ ゜
。~ ! 
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50 :." 
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晶 ゜
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゜
・1 2 3 4 ふ・:,imulation time geoe,ated匹ckets ,imulationtrn, 

また、コマンドラインオプション-psでファイ）げiを指定すると、グラフをPoo tScrip t(PS)ファイルに出力でき

ます。 PSファイルは、以下のようにコマンドlprを用いてPS対応プリンタヘ出力することができます。

% plot -data data.1 -ps data. ps 

% lpr -Ppri.nter _nane data. ps 
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2.3. 実行時コマンドラインオプション

コマンド実行時に以下のオプションが使用できます。

● -cbta <ファイル名＞

読み込むデータファイル名を指定します。無指定の場合、既定値としてfort.99という名前のファ

イルが読み込まれます。

● -ps <ファイル名＞

出力する Pce tScrip t(PS)ファイ）L4rを指定します。指定した場合、グラフはウィンドウ表示されま

せん。

● -eps <ファイル名＞

出力するEPSファイル名を指定します。指定した場合、グラフはウィンドウ表示されません。

EPSファイルは、 EPS形式に対応したアプリケーションソフトウェアで図として読み込むことが

できます。

● -landscape 

疇きでウィンドウ表示またはPSまたはEPSファイル出力されます（既定伽。

● -portrai. t 

縦置きでウィンドウ表示またはPSまたはEPSファイル出力されます。

• -aspectrati.o批率＞

グラフの縦横比を実数で指定します。 1の場合、グラフが正方になります。

● -cbtrati.o <l七率＞

プロットする点の拡大館小率を指定します。グラフ定義オプション dotsi.ze の値とこの—cbtrati.o

の比率との積がプロットする点の大きさとなります。

● -head <ファイル名＞

グラフ定義部分のみのファイルを指定します。オプション—data と同時に指定した場合、 -data で

指定したデータファイルのグラフ定義部分は無視されます。

● -oody <ファイル名＞

実データ部分のみのファイルを指定します。オプション-headと合わせて使用します。

4
 



2.4. 線種とグラフ定義オプション

データファイル中のグラフ定義部で以下の線種を指定できます。既定値は、 0 悼描）です。

線種 内容

゜
"占" 

1 実線

2 点線

3 1点鎖線

4 長点線

5 長 1」点鎖線

データファイル中のグラフ定義部で以下のグラフ定義オプションを使用できます。

オプション名 1短縮形 内容 例 既定値

I 
色番号またはRGB値(#RRGGBB)でグラフの色を指定 dot co lo芦 1dot color 1dc 

゜I 
0:black, 1:red, Z:blue, 3:green, 4:pinl{, 5:violet, 6:yellow, dotcolo芦詑0ffffI 

I 
?:orange, 8:brown, 9:spring-green I 

dotsi.ze 1 ds 点の大きさ（線の太さ）を指定 dotsi.ze=3 1 I 
I 

直前のグラフヘの重ね描きを指定dupli.cate Id dupli.cate=l 
I 
I 

ラベル用のデータ列を指定＜参照： 2.5ラベルデータ列＞label 11 label母
I 

label直stmceI I ld ラベル文字列の中心と点との距離を指定 labeldi.stance=S 

゜1由elsi.ze 11s ラベル文字列の大きさを指定 labelsi.ze=16 10 I 

グラフ定義オプションは、空白文字で区切り、複数指定できます。同ーオプションが、複数回指定された場合

は、最後の指定が有効となります。

例1: 
label=3 dotsi.ze=Z dotcolo芦 1dupli.cate=l 

例2: 億辞宿形を使用）

l=3 dS=Z dc=l d=l 

5
 



2.5. ラベルデータ列

プロット点にラベル文字列を付けることができます。実データ列の並びにラベル文字列のデータ列を用意し、

グラフ定義オプション label与l番号で指定します。また、数値データと区別するため、データ列タイト）澤闘に

は「@label」と記述します。

例：
sa11ple graph 
6 502 7 

1 3 0 label=? 
Z 3 1 
1 4 1 
1 6 1 
Z 3 0 
1 5 0 
S加ulati.ontime 

generated pockets 
rruted packets 

lost packets 
average packet del匈

average call delay 
@label 

100.0 547 362 339 67 66 mi.n 

200.0 598 544 4劣 100 94 ＠〇
300.0 434 521 545 92 98 max 

400.0 468 437 494 91 94 ＠〇
500.0 375 433 385 92 80 ＠〇
600.0 387 421 458 75 80 ＠〇

700.0 504 439 441 77 81 ＠〇
8牧 .0 486 500 478 1妬 104- ＠〇

ラベルデータ列には、以下の予約語を使用できます。

予翠吾 内容

＠〇 ラベ）頃馬し

@x 点のx軸の値をラベルとする

@y 点のy軸の値をラベルとする

@e00L応 EL ラベルLABELの表示位置を指定する

へ359LABEL ＠に続く 3桁の数字は角度、既定値吟3

ラベルの表示位置は、次の手順で決定します＜参照： 2.4. 線種とグラフ定義オプション＞。

l. ラベルを付ける点Aからグラフ定義オプションのlabeldistance分X軸の正方向に離れた点Bを求める

2. 点Aを中心として指定角度分だけ点Bを回転（左回りにプラス回転）させた点Cを求める

3. 点Cがラベル文字列の中心点となるようラベルを表示する

6
 



2.6. 稼働環境

HP-UX 10.xおよびSlIDOS4.1.xでの稼働は確認済みです。ウィンドウ表示では、 X-window(X11R6)環境を前

提としています。なお、 X-window環境があれば、他のプラットフォームでも稼働する可能性があります。

7
 



2.7. ファイル構成

本プロットツールは、以下のファイルで構成されています。

REA印E

プロットツール使用方法のドキュメント

bi.n/ 

実行ファイルのディレクトリ

plot_ゎ
HP用の実行ファイル

plot_sun 

SUN用の実行ファイル

sanple/ 

サンプルデータのディレクトリ

src/ 

ソースプログラムのディレクトリ

Irmkefi le 

X環境上のMakefile作成パラメータファイル

plot.c 

プロッドソールのメインモジュール

draw. c 

ウィンドウ表示/P⑮ tScript出力のモジュール

graph.c 

グラフ表示の汎用モジュール

pri.rrt.c 

P⑮ tSa: 叩t出力の汎用モジュール

read. c 

データファイル読み込みモジュール

plot.h 

プロットツールヘッダファイル

graph .h 

グラフ表示ヘッダファイル

tools/ 

プロットツール関連ソールディレクトリ

8
 



2.8. 実行ファイ）切冴乍成

以下の手順により、各プラットフォーム用の実行ファイルを作成することができます。

1 各ターゲットマシンヘログインして、各プラットフォームの環境に合わせたMakefileを作成します。

% xrrl<mf 

2. オブジェクトファイルをクリアします。

% make cleon 

3. コンパイルして実行ファイルを作成します。

% make 

，
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routing simulation by SARA 
12 502 14 
l 2 l 
1 3 0 
1 4 1 
2 3 1 
1 6 1 
1 7 0 
1 8 1 
1 9 0 
1 10 1 
2 3 0 
1 12 1 
1 13 0 
simulation time 
generated packets 
routed packets 
routed packets 
lost packets(O) 
lost packets{ll 
average packet delay 
average packet delay 
routed calls(O) 
routed calls(l) 
lost calls(O) 
lost calls(l) 
average call delay(□) 
average call delay(!) 

0.0 

゜゜゜゜゜
0 .0 0 0 67 66 

゜゜
0 .0 0.0 

0 0 1500 1500 1500 

゜
10 2000.0 2000.0 67 66 

゜
100 200.0 200 .0 

100. 0 547 362 339 

゜゜
19.34 18.83 67 66 

゜゜
20.48 20.58 

200.0 598 544 499 

゜゜
25. 27 36.48 100 94 

゜゜
28.91 40.05 

300.0 434 521 545 

゜゜
37. 72 49.24 92 98 

゜゜
40 .96 49.73 

400.0 468 437 494 

゜゜
38 43 39.42 91 94 

゜゜
46 .94 44.42 

500 .0 375 433 385 

゜゜
43 51 40.74 92 80 

゜゜
52.06 44.73 

600 .0 387 421 458 

゜゜
33 15 43 99 75 80 

゜゜
39.90 53.65 

700 .0 504 439 441 

゜゜
25.91 27.31 77 Bl a 

゜
31.82 35.25 

800 0 486 500 478 

゜゜
24.82 25.01 106 104 

゜゜
27.15 26. 64 

900 0 368 417 442 

゜゜
24.56 26.36 74 80 

゜゜
27 .27 28.50 

1000 0 323 333 323 

゜゜
16.08 16 .25 71 69 

゜゜
19. 25 17. 43 

1100.0 438 408 405 

゜゜
21. 79 23.06 70 65 

゜゜
24 .36 22.40 

1200. 0 374 385 399 

゜゜
22.55 27.03 71 76 

゜゜
26. 46 33.07 

1300.0 452 437 401 

゜゜
25.91 24.60 68 67 

゜゜
30.85 27 .02 

1400.0 368 382 383 

゜゜
24.24 36 .13 74 70 

゜゜
27.04 36 .13 

1500.0 377 366 387 

゜゜
25.75 26.80 75 78 

゜゜
26. 57 30.12 

1600.0 492 420 410 

゜゜
23. 44 27.08 61 58 

゜゜
29.94 31.68 

1700.0 402 499 454 

゜゜
38.95 48.35 79 77 

゜゜
41.49 51.53 

1800.0 394 401 434 

゜゜
24 .38 40 .34 82 81 

゜゜
25 .95 39 .62 

1900.0 404 384 387 

゜゜
23.06 27.10 64 67 

゜゜
25 .32 30 .84 

5400. 0 718 635 592 

゜゜
58 .53 66 .17 99 90 

゜゜
67. 64 68 .14 

5500. 0 764 642 567 

゜゜
58. 76 62. 65 101 104 

゜゜
68 .67 68 .89 

5600. 0 714 715 683 

゜゜
78.02 88 .54 115 98 

゜゜
88.97 77 .68 

5700. a 712 683 625 

゜゜
78.45 93 .96 137 109 

゜゜
92 .28 93.66 

saoo. a 595 666 565 

゜゜
79 .42 119 .42 115 105 

゜゜
86. 24 105 .17 

5900.0 780 730 621 

゜゜
86 .52 111. 42 137 108 

゜゜
104 .12 110 .33 

6000. 0 624 693 644 

゜゜
72.92 136. 87 148 116 

゜゜
92 .06 154. 64 

6100.0 724 743 716 

゜゜
68. 94 138.79 130 127 

゜゜
76.46 167.45 

6200. 0 682 730 665 

゜゜
66. 37 137. 64 147 128 

゜゜
80. 24 167. 47 

6300. 0 822 575 643 

゜゜
66. 47 160 .27 118 119 

゜゜
81.21 179. 86 

6400. 0 848 759 609 

゜゜
71. 68 140. 96 161 136 

゜゜
86 33 175. 94 

6500. 0 758 642 654 

゜゜
98. 70 157. 46 90 125 

゜゜
118. 80 217. 06 

6600. 0 864 752 668 

゜゜
116 .15 176. 88 141 107 

゜゜
135. 71 206.30 

6700. 0 863 842 697 

゜゜
121. 95 168. 22 170 129 

゜゜
142. 21 180. 30 

6800 0 959 752 666 

゜゜
126. 60 198.00 142 118 

゜゜
162 .12 264. 87 

6900. 0 962 732 760 

゜゜
132. 47 216. 02 148 130 

゜゜
141. 03 223. 57 

7000. 0 796 731 735 

゜゜
153. 43 270 .16 138 135 

゜゜
173.38 287. 73 

7100. 0 1127 767 716 

゜゜
160. 50 245. 45 125 137 

゜゜
181. 91 290. 66 

7200. 0 1071 821 681 

゜゜
172. 89 237. 50 155 121 

゜゜
213. 61 300. 92 

7300.0 1137 785 747 

゜゜
179. 35 221.13 140 107 

゜゜
207 52 270. 29 

7400. 0 1073 779 672 

゜゜
208. 22 281. 57 152 111 

゜゜
243. 77 330. 39 

7500. 0 1227 807 706 

゜゜
228.35 351. 60 145 129 

゜゜
261. 03 399.63 

7600.0 1232 643 672 

゜゜
259. 54 342. 50 126 144 

゜゜
287. 03 411. 55 

7700.0 1053 778 606 

゜゜
300.51 345 .19 126 94 

゜゜
308.37 386.41 

7800.0 1165 661 626 

゜゜
325.05 426. 86 114 103 

゜゜
368 .11 462 .15 

7900. 0 1060 769 661 

゜゜
363. 71 475.10 121 116 

゜゜
414. 06 520 19 

8000. 0 1028 744 683 

゜゜
394.60 454. 29 129 109 

゜゜
428 .10 485 .12 

8100.0 1041 704 717 

゜゜
431. 84 550.61 124 127 

゜゜
471. 74 593. 09 

8200. 0 1053 695 731 

゜゜
442. 67 536. 78 107 123 

゜゜
526.55 559. 31 

8300. 0 833 800 741 

゜゜
504. 68 592. 53 136 127 

゜゜
475. 85 699. 96 

8400. 0 892 864 684 

゜゜
527. 95 672. 64 138 140 

゜゜
607. BO 667.76 

8500.0 1130 700 722 

゜゜
537.36 647 .12 119 109 

゜゜
582. 98 763. 45 

8600. 0 950 799 637 

゜゜
608. 65 722. 87 156 102 

゜゜
628. 84 861. 09 

8700. 0 1003 699 649 

゜゜
582. 39 676.21 153 120 

゜゜
677.79 753. 43 

8800. 0 974 838 657 

゜゜
587. 62 703 .27 121 105 

゜゜
698 .17 848. 49 

8900. 0 788 834 740 a 

゜
619 .40 763.73 154 151 

゜゜
673. 04 860.36 

9000. 0 830 752 752 

゜゜
633.49 763. 89 146 140 

゜゜
718. 07 757.34 

9100. 0 806 828 688 

゜゜
683. 92 868. 63 131 119 

゜゜
763.73 985. 99 

9200. 0 763 847 779 

゜゜
707. 09 803. 68 136 119 

゜゜
807. 88 993 .11 

9300. 0 748 827 718 

゜゜
768.57 830. 53 168 125 

゜゜
84 7. 55 975. 47 

9400. 0 785 804 587 

゜゜
789 .14 1007. 86 132 99 

゜゜
858.84 1080.34 

9soo. o 855 903 632 

゜゜
814. 91 923. 91 174 102 

゜゜
946. 44 998. 03 

9600. 0 599 757 694 

゜゜
791. 39 94 7. 3 5 141 101 

゜゜
934.45 1052.41 

9700. 0 631 910 737 

゜゜
843. 63 1023. 37 164 129 

゜゜
964.21 1191.25 

9800. 0 622 734 658 

゜゜
792.24 1076.56 145 118 

゜゜
871.32 1179.80 

9900. 0 538 799 700 

゜゜
791. 46 1093. 95 129 107 

゜゜
909.03 1170.98 

10000. o 593 813 660 

゜゜
801. 55 1167. 62 140 104 

゜゜
927. 08 1345. 99 

10100.0 469 934 602 

゜゜
791. 74 1271. 92 144 97 

゜゜
902. 71 1321. 49 

10200. 0 482 724 557 

゜゜
924. 59 1233. 91 159 83 

゜゜
976.51 1388.73 

2000.0 403 415 425 

゜゜
21.42 27. 71 77 77 

゜゜
24 .72 28 .19 lOJOO. 0 549 767 630 

゜゜
813. 01 1168. 51 160 113 

゜゜
941.67 1478.94 

2100.0 336 338 299 

゜゜
19. 31 30.47 66 59 

゜゜
21.22 29.17 10400. 0 549 738 684 

゜゜
855 .19 1279. 68 154 142 

゜
0 1024. 72 1515. 59 

2200 0 501 441 478 

゜゜
19. 02 28 .44 71 77 

゜゜
25.07 36.16 10500. 0 443 849 767 

゜゜
757.75 1239.05 122 131 

゜゜
886. 24 1595. 07 

2300.0 466 439 429 

゜゜
34.67 39.18 72 72 

゜゜
35.20 34.41 10600.0 578 917 699 

゜゜
790.22 1272.33 154 124 

゜゜
836. 97 1485 .10 

2400.0 480 450 465 

゜゜
39. 77 44.14 78 78 

゜゜
45. 55 48.16 10700.0 463 790 631 

゜
1 857. 49 13 59. 03 177 111 

゜゜
956.93 1431.99 

2500.0 292 420 443 

゜
a 41. 23 39. 06 86 96 

゜゜
44.94 43.54 10800.0 424 635 6]] 

゜゜
77 8 .19 1453. 43 125 110 

゜゜
874. 95 1647. 48 

2600.0 331 338 326 -1 2 a 16. 35 13 .17 73 69 

゜゜
16. 89 13. 77 10900. 0 385 754 629 

゜
1 725.49 1296.58 136 120 

゜
1 796.27 1515.63 

2700.0 418 370 384 

゜゜
20.08 20.64 62 62 

゜゜
22.55 22 .31 11000.0 471 679 597 

゜゜
746.23 1317.43 130 112 

゜゜
798. 26 1590. 42 

2800.0 346 390 357 

゜゜
24.48 24 .38 69 67 

゜゜
26 .59 21.84 11100. o 461 793 765 

゜゜
623.03 1261.38 145 128 

゜゜
872. 73 1484 .11 

2900.0 447 361 370 

゜゜
20. 38 22.68 57 60 

゜゜
20.69 26.13 11200.0 481 716 708 

゜゜
588.09 1458.81 150 137 

゜゜
766.61 1663.30 

3 000. 0 278 386 373 

゜゜
31. 98 38.28 82 74 

゜゜
34.42 41.09 11300.0 377 775 739 

゜゜
599. 51 1340. 64 148 121 

゜゜
794. 73 1601. 61 

3100. 0 401 352 360 

゜゜
18. 78 22.20 54 58 

゜゜
20.73 24.90 11400. o 343 770 619 

゜゜
605.83 1477.31 134 131 

゜゜
691. 49 1655. 01 

3200. 0 361 411 425 

゜゜
24.38 26 .65 75 78 

゜゜
25.86 27 .37 11500. 0 382 748 676 

゜゜
500. 89 1464 .11 144 119 

゜゜
644.78 1717.54 

3 3 00. 0 390 366 367 

゜゜
19 .34 19.77 66 66 

゜゜
23.98 22.85 11600. 0 449 681 626 

゜゜
315.74 1359.33 159 114 

゜゜
456. 07 1824. 62 

3400 0 394 410 420 

゜゜
21.23 21.04 82 82 

゜゜
26.93 25 .24 11700.0 375 616 694 

゜゜
207. 78 1481. 62 127 129 

゜゜
276.30 1676.26 

3500 0 325 350 341 

゜゜
15.49 13. 98 76 75 

゜゜
17.23 15. 75 11800. 0 379 595 607 

゜゜
110. 45 1542. 25 116 134 

゜゜
111.36 1750.48 

3600.0 346 285 294 

゜゜
14 .12 13. 09 56 59 

゜゜
16 .24 14 .66 11900.0 338 466 559 

゜゜
78.11 1583 .63 106 118 

゜゜
104.28 1789.39 

3700.0 501 408 394 

゜゜
24.11 21.21 70 69 

゜゜
30.14 24.00 12000. 0 421 444 582 

゜゜
40. 65 1559. 91 73 126 

゜゜
48.33 1751.07 

3800.0 427 459 432 

゜゜
35.70 34.37 95 84 

゜゜
38.88 33.83 12100.0 405 408 665 -9 

゜
22. 69 1543. 46 84 137 0 .08 0 29.47 1697.27 

3900.0 318 424 439 

゜゜
23.70 37.49 77 84 

゜゜
26.46 38.00 12200.0 349 388 620 

゜゜
22.50 1422.40 71 146 

゜゜
24.43 1765.33 

4000.0 379 379 384 

゜゜
15.49 18.61 73 72 

゜゜
16. 75 19 .10 12300. 0 383 352 608 

゜゜
14.81 1400.14 71 142 

゜゜
18.24 1584.45 

4100.0 494 332 384 

゜゜
21. 64 18. 63 56 65 

゜゜
23.21 23 .39 12400. 0 374 365 602 

゜゜
17.91 1211.89 65 109 

゜゜
19. 27 1544. 79 

4200. 0 559 552 478 

゜゜
28 .22 29. 79 98 84 

゜゜
34.74 31.87 12500. 0 360 381 577 

゜゜
27. 18 1149 .18 65 119 

゜゜
24.24 1735.14 

43 00. 0 343 420 472 

゜゜
34.81 37.21 75 89 

゜゜
35.41 38. 64 12600.0 421 436 594 

゜゜
23.36 1200.58 79 114 

゜゜
27.12 1585.35 

4400 0 440 462 392 

゜゜
34.14 33.84 88 79 

゜゜
35.55 33.29 12700.0 418 362 539 

゜゜
22.14 1255.48 59 108 

゜゜
22.98 1599.56 

4500 0 501 430 455 

゜゜
23 .91 33.60 87 87 a 

゜
29.91 35. 81 12800.0 341 349 583 

゜゜
22.21 1204.27 68 109 

゜゜
26.22 153).57 

4600.0 378 479 507 

゜゜
26 13 29.86 96 99 

゜゜
32.45 35.36 12900. 0 525 468 622 

゜゜
25.74 1070.19 68 118 

゜゜
29.77 1357.95 

4700.0 392 390 391 

゜゜
21.12 24.47 70 72 

゜゜
21.44 24.99 13000. 0 358 432 595 

゜゜
26. 99 1245. 66 84 136 

゜゜
31.66 1419.91 

4800. 0 478 466 447 

゜゜
22.57 23. 77 97 89 

゜゜
28.81 25 .28 13100. 0 428 386 529 

゜゜
18. 80 898.99 62 91 

゜゜
22.51 1336.76 

4900. 0 545 478 491 

゜゜
21. 74 23.35 89 99 

゜゜
24.84 27.51 13200.0 411 439 614 

゜゜
24.81 998. 40 80 122 

゜
1 27.35 1320.31 

5000.0 689 526 537 10 

゜
32.88 34.59 81 83 

゜゜
41. 48 40 .19 13300.0 279 364 613 

゜゜
17 .21 942.45 74 135 

゜゜
21.42 1276.87 

5100 0 559 614 656 

゜゜
49.34 47.98 111 107 

゜゜
61. 94 52 .22 13400.0 497 332 567 

゜゜
15 .98 982. 02 49 101 

゜゜
17. 43 1146. 59 

5200.0 746 584 53 6 

゜゜
51.06 42.28 115 107 

゜゜
58. 73 51.36 13500.0 408 458 580 

゜゜
26 .51 807. 06 89 108 

゜゜
28.09 1144.19 

5300.0 507 589 555 

゜゜
55.61 51.12 90 98 

゜゜
55.68 53 .77 13600. 0 488 489 596 

゜゜
25.35 657. 25 85 115 

゜゜
27. 78 990. 02 



13700.0 443 445 596 

゜゜
28 .18 677. 80 85 102 

゜゜
32.88 872. 46 

13 800 0 526 435 595 

゜゜
23.46 573.30 72 116 

゜゜
27.89 849.54 

13900.0 466 477 520 

゜゜
42.28 523.03 70 100 

゜゜
49.31 695. 65 

14000.0 538 512 526 

゜゜
39.99 579.90 78 96 

゜゜
47 .80 958.22 

14100. 0 452 472 586 

゜゜
49.32 614.60 76 116 

゜゜
53. 96 831. 51 

14200.0 460 570 529 

゜゜
44.94 43 5. 3 8 88 101 

゜゜
54.24 531.37 

14300.0 395 434 625 

゜゜
24. 47 502 .15 81 116 

゜゜
30 .34 666. 90 

14400.0 466 409 525 

゜゜
22 53 394.63 76 100 

゜゜
23 .71 549 .11 

14500. 0 489 518 506 

゜゜
25.26 253.49 100 79 

゜゜
31. 86 329.29 

14600 0 588 476 497 

゜゜
23.12 417.85 86 96 

゜゜
26.46 509. 98 

14700.0 527 492 545 

゜゜
37 .31 361. 88 89 89 

゜゜
40.70 354. 43 

14800.0 570 570 647 

゜゜
40.94 264.14 99 113 

゜゜
53.28 298.00 

14900.0 451 555 519 

゜゜
48.25 336.41 113 118 

゜゜
53. 53 439.09 

15000. 0 466 457 501 

゜゜
32 30 402.63 92 86 

゜゜
33.21 467. 78 

15100.0 513 472 585 

゜゜
32.90 333.61 91 122 

゜゜
36.25 341.27 

15200. 0 644 565 526 

゜゜
35.50 243.22 107 94 

゜゜
39.85 222.43 

15300.0 530 616 703 

゜゜
39.36 216. 74 109 121 

゜゜
49.20 242. 64 

15400.0 689 575 577 

゜゜
37.48 196. 99 104 111 A 

゜
42 .37 233.68 

15500.0 575 553 554 

゜゜
49.28 227.85 98 88 

゜゜
49. 73 286.08 

15600.0 676 612 619 

゜゜
53. 05 176. 86 91 120 

゜゜
53.78 205.06 

15700. 0 780 654 672 

゜゜
63 .27 193.47 129 107 

゜゜
82 .12 180.49 

15800.0 811 619 603 

゜゜
68.53 191. 62 113 123 

゜゜
77.64 182.30 

15900.0 679 752 658 

゜゜
86 .42 199.56 131 107 

゜゜
103. 56 217. 85 

16000. 0 789 719 669 

゜゜
83. 94 215.50 144 117 

゜゜
99. 83 229. 03 

16100. 0 694 612 593 

゜゜
85.61 244.35 99 121 

゜゜
85.28 317. 97 

16200.0 799 739 663 

゜゜
94. 74 247.12 114 121 

゜゜
114 .02 319. 46 

16300.0 936 657 657 

゜゜
121. 57 215. 62 120 104 

゜゜
131.61 230. 91 

16400.0 868 699 695 

゜゜
112. 98 225. 84 123 121 

゜゜
148. 01 222.06 

16500. 0 1102 699 592 

゜゜
146.87 289.31 121 99 

゜゜
17 4 .15 271. 79 

16600.0 847 701 773 

゜゜
150.85 269.77 119 144 

゜゜
154 .14 309.18 

16700 0 995 632 669 

゜゜
193.49 3 53. 63 114 119 

゜゜
245.25 358.16 

16800.0 976 757 774 

゜゜
186.48 369.36 102 104 

゜゜
230.00 421.92 

16900.0 920 758 680 

゜゜
229. 72 312.03 139 125 

゜゜
303 .15 388 .13 

17000.0 1080 755 769 

゜゜
231. 90 339.94 114 142 

゜゜
237.41 409.50 

17100.0 1061 728 612 

゜゜
276. 52 373.05 126 120 

゜゜
308.68 379.10 

l 7200. 0 1132 699 626 

゜゜
307.79 3 4 6. 62 138 108 

゜゜
350.58 349.06 

17300.0 1364 742 646 

゜
a 329.86 3 63. 69 uo 117 

゜゜
351.26 433. 96 

17400.0 1118 709 539 

゜゜
331.06 452. 87 128 101 

゜゜
374.41 455. 72 

17500 0 997 711 678 

゜゜
367.68 412 .27 101 107 

゜゜
412. 94 483. 3 6 

17600.0 1051 714 661 

゜
40 409.01 482.55 115 120 

゜
4 463. 84 594.33 

17700.0 1196 823 660 

゜
35 409. 79 503.68 145 130 

゜゜
499. 76 544. 3 0 

17800.0 1078 709 784 

゜
13 461.30 570.38 130 120 

゜゜
491. 54 578. 20 

17900.0 994 666 740 

゜
13 500.65 590.54 129 109 

゜゜
625. 68 722 .13 

18000. 0 1222 767 663 

゜
59 512. 7 8 472 95 116 118 

゜
2 611. 56 537.35 

18100. 0 1112 714 697 

゜
66 563. 92 593.51 113 106 

゜
3 645.10 618.93 

18200 0 1081 788 606 

゜
95 528. 71 646.15 111 117 

゜
4 632.66 685. 91 

18300上 0 1037 761 700 

゜
117 628. 73 705.73 114 124 

゜
8 630. 45 707. 32 

18400 0 1122 780 650 

゜
30 63 5 .12 644.26 144 116 

゜゜
712. 83 686. 62 

18500.0 918 792 680 

゜
25 644.57 674.95 128 117 

゜
1 713 .29 712. 97 

18600.0 903 733 749 

゜
88 746 69 787.94 103 108 

゜
3 794. 97 863. 24 

18700.0 904 814 723 

゜
91 705 .16 800.78 101 98 

゜
4 824. 54 938.65 

18800.0 705 820 749 

゜
62 720. 92 793.54 i28 104 

゜
4 869.20 806. 07 

18900. 0 739 790 741 

゜
18 816. 29 843.88 146 115 

゜
1 966.06 900.86 

19000 0 702 737 744 

゜
42 832. 93 946,75 134 133 

゜
10 959 19 962. 04 

19100 0 662 722 617 

゜
88 859.31 1040.00 126 94 

゜
5 1013. 73 1051. 30 

19200.0 679・728 624 

゜
75 861. 29 1110. 33 111 119 

゜
9 1070. 06 1157. 79 

19300.0 690 908 693 

゜
39 834.39 988. 84 149 93 

゜
5 1043 .68 1097 .37 

19400.0 716 897 678 

゜
20 875.29 941.04 160 131 

゜
4 1038 .21 1041.18 

19500.0 676 855 753 

゜
28 991.76 1146.59 140 136 

゜
6 1082.38 1146.00 

19600.0 571 855 650 

゜
107 1027. 89 1220 .16 155 113 

゜
10 1048.89 1126.26 

19700. 0 669 820 684 

゜
48 987,79 1257.57 153 116 

゜
12 1182.21 1364.85 

19800.0 651 831 777 

゜
61 1087 28 1225.32 151 112 

゜
7 1174.93 1151.76 

19900.0 508 BOB 691 

゜
0 1049.94 1271.36 177 125 

゜
4 1160. 67 123 9. 00 

20000.0 481 843 561 

゜
16 1048.49 1474.14 153 102 

゜
11 1299_20 1518-59 

20100.0 609 840 733 

゜
49 1018.74 1177.42 161 141 

゜
8 1_276.69 1448.32 

20200.0 425 853 657 

゜
47 1001.89 1363.05 166 120 

゜
15 1199.08 1408.41 

20300 0 594 933 629 

゜
0 1050 .10 1443. 91 194 121 

゜
11 1286.06 1587.21 

20400 0 583 905 662 

゜
77 949.84 1233.20 182 127 a 14 1214.85 1337.49 

20500 0 449 772 659 

゜
43 965.08 1396.49 156 118 

゜
11 1223.21 1483.77 

20600.0 521 765 744 

゜
6 910.19 1300.12 171 124 

゜
10 1169.02 1443.56 

20700.0 433 763 598 

゜
29 918.94 1499.40 165 103 

゜
17 1219.33 1408.80 

20800.0 411 796 554 

゜
14 945. 03 1501. 37 160 97 

゜
18 1154. 80 1597. 62 

20900.D 407 716 581 

゜
7 965. 71 1637. 82 163 124 

゜
12 1238.99 1755.59 

21000.0 312 746 641 

゜
13 847.00 1663.22 172 107 

゜
14 1133. 27 1922 .15 

21100. 0 418 802 587 

゜
33 770.36 1529.73 168 88 

゜
16 1008.29 1563.34 

21200.0 418 697 583 

゜゜
728.98 1644.46 142 125 

゜
15 987. 58 1853. 44 

21300.0 438 652 631 

゜
1 753.54 1649.34 147 110 

゜
11 983. 75 1504. 09 

21400.0 382 653 565 

゜
24 627.65 1433.30 120 101 

゜
17 788,76 1517.40 

21500.0 438 629 587 

゜
72 532.24 1459.50 125 95 

゜
14 751. 07 1493. 73 

21600.0 350 706 645 

゜
38 487.40 1530.00 145 124 

゜
15 718.13 1719.88 

21700 0 387 634 689 

゜
22 467.63 1639.55 120 144 

゜
18 752.30 1818.13 

21800.D 406 711 630 

゜
12 462.63 1400.90 154 96 

゜
， 686.21 1683.12 

21900.0 444 660 558 

゜
15 306.42 1385.81 134 90 

゜
14 503.33 2007.10 

22000. 0 392 667 660 

゜゜
165.35 1386.23 142 121 

゜
18 267 49 1593.61 

22100. 0 325 514 659 

゜゜
94.59 1409.78 106 112 

゜
6 141.35 1716.51 

22200.0 345 435 659 

゜゜
33.27 1264.65 72 126 

゜
， 40.05 1491.44 

22300.0 403 347 548 

゜゜
21.57 1359.66 59 99 

゜
， 22. 91 1695. 96 

22400.0 349 367 590 

゜゜
19. 83 13 99 32 66 119 

゜
13 24.06 1705.72 

22500.0 339 341 550 

゜゜
17.28 1221.08 67 106 

゜
7 19.40 1419.31 

22600. 0 367 365 576 

゜゜
17. 70 1099. 57 70 119 

゜
10 16.68 1622.44 

22700. 0 392 348 546 

゜゜
20.64 1271.85 65 112 

゜
7 24.74 1575.93 

22800. 0 373 364 597 

゜゜
27.16 1258.66 63 123 

゜
， 28.19 1539.35 

22900.0 272 316 494 

゜゜
22.64 1206.50 70 94 

゜
12 23. 93 1503. 97 

23000.0 429 342 515 

゜゜
23 .52 1134 .12 60 102 

゜
8 27.24 1478.75 

23100. 0 310 409 517 

゜゜
23.53 923. 72 82 110 

゜
8 23.74 1151.96 

23200. 0 518 433 588 

゜゜
26 .80 792 .14 62 107 

゜
5 28.61 1186.77 

23300.0 340 451 508 

゜゜
30 00 813. 40 90 91 

゜
4 34.51 1076.17 

23400.0 377 365 535 

゜゜
16.75 1033.44 73 112 

゜
， 19.06 1064.52 

23500.0 448 386 580 

゜゜
15.29 747.02 78 114 

゜
8 17 .99 782. 34 

23600.0 405 416 552 

゜゜
21.60 697. 84 73 103 

゜゜
23.16 814. 77 

23700.0 385 426 580 

゜゜
24 .13 676. 09 74 90 

゜
1 27.96 789. 67 

23800.0 355 357 431 

゜゜
17.22 653. 47 72 92 

゜
1 20.61 965.19 

23900.0 438 372 516 

゜゜
16 .64 654.95 70 106 

゜
2 18 .47 566. 39 

24000. 0 464 460 469 

゜゜
25 .35 583. 59 80 89 

゜
5 29.01 800. 64 

24100.0 347 407 517 

゜゜
25.24 630. 63 74 99 

゜
5 27.86 730 63 

24200. 0 539 422 519 

゜゜
19. 39 483. 97 70 102 

゜
4 25.09 619. 02 

24300. 0 568 529 586 

゜゜
33.78 421.32 77 92 

゜
3 39 .17 458 .13 

24400.0 501 498 557 

゜゜
40. 99 433. 88 97 96 

゜
2 47.71 416. 91 

24500. 0 463 466 493 

゜゜
41.48 367. 99 89 92 

゜
1 48.61 460.20 

24600. 0 439 472 489 

゜゜
48 .04 440 .11 86 98 

゜゜
58.32 511.12 

24700 0 634 549 539 

゜゜
33.60 3 67. 67 100 87 

゜゜
44.42 418. 99 

24800. 0 492 575 590 

゜゜
42.97 361.13 75 120 

゜゜
40 .57 545.53 

24900. 0 602 503 587 

゜゜
40 82 325. 29 105 111 

゜
1 49.91 416.06 

25000.0 640 598 551 

゜゜
39 .04 296 .11 101 100 

゜゜
47 .25 402. 94 

25100.0 472 531 590 

゜゜
46. 33 272 .15 98 109 

゜゜
56. 94 354. 81 

25200.0 474 577 658 

゜゜
47. 46 23 8. 55 110 120 

゜゜
57. 60 345. 48 

25300.0 602 461 512 

゜゜
33.01 228. 89 69 81 

゜゜
36.06 241. 79 

25400. 0 726 637 676 

゜゜
49.92 207. 07 98 104 

゜
Q 61.90 294. 69 

25500.0 645 630 581 

゜゜
57.55 200. 96 98 98 

゜゜
70.20 252. 84 

2s600. o 813 630 611 

゜゜
54 .65 186. 40 123 90 

゜゜
72.23 143. 32 

25700. 0 635 549 600 

゜゜
80 .12 242. 41 102 106 

゜゜
82,92 230. 71 

25800. 0 814 570 662 

゜゜
98. 43 189. 89 85 105 

゜゜
95 .29 246. 85 

25900.0 760 656 682 

゜゜
107. 71 194. 22 117 119 

゜゜
134.97 247. 72 

26000. 0 840 723 702 

゜゜
121.30 183. 50 128 107 

゜゜
136.11 202. 47 

26100. 0 861 724 593 

゜゜
133. 46 207. 67 104 95 

゜゜
149. 44 254.82 

26200.0 976 757 599 

゜゜
148. 34 237.46 133 93 

゜゜
178. 33 319. 53 

26300.0 827 780 638 

゜゜
156. 80 241. 89 126 119 

゜゜
174.44 280.20 

26400.0 842 778 606 

゜゜
184. 72 281. 49 138 101 

゜゜
210. 62 248 .16 

26500. 0 842 741 632 

゜゜
175. 82 320.22 153 117 

゜゜
195.29 385.68 

26600. 0 734 819 693 

゜゜
186.05 318.52 135 106 

゜゜
213 .15 399. 51 

26700,0 984 780 624 

゜
a 209.25 345.88 130 115 

゜゜
230.23 389.71 

26800. 0 840 832 732 

゜゜
207. 42 337.65 175 123 

゜゜
244. 25 427. 38 

26900. 0 1164 767 762 

゜゜
196. 08 354.20 136 124 

゜゜
236.64 421. 00 

27000.0 885 777 720 

゜゜
211. 08 366 .11 139 139 

゜゜
245 36 377. 70 

27100.0 933 758 682 

゜゜
232.16 413. 40 144 131 

゜゜
260. 80 458.17 

27200. 0 969 714 684 

゜゜
240.88 451. 42 126 117 

゜゜
265.50 476.47 

27300.0 1116 734 688 

゜゜
259.70 397. 77 138 127 

゜゜
301. 87 424.82 

27400. 0 1048 787 674 

゜゜
287. 3 5 444. 54 142 121 

゜゜
343.23 556. 68 

27500.0 1300 697 568 

゜゜
284. 06 461. 54 122 111 

゜゜
327.97 446. 79 

27600.0 1091 709 590 

゜
Q 317. 58 486. 05 125 99 

゜゜
349. 63 623.12 

27700.0 1117 768 678 

゜゜
357.59 472 .17 133 113 

゜゜
362.37 524 .11 

27800. 0 963 784 595 

゜
23 372. 05 576. 22 113 139 

゜゜
381.95 654. 3 8 

27900. 0 1114 687 637 

゜
22 397. 63 511. 46 108 104 

゜
2 401. 84 656. 28 

28000. 0 1043 873 720 

゜
3 408.18 572 .10 137 111 

゜゜
471.76 601. 68 

28100. 0 1128 799 696 

゜
40 451. 82 565. 49 136 106 

゜
2 487. 77 589. 42 

28200.0 979 725 708 

゜
26 491.10 546. 08 124 110 

゜
2 556 .11 681. 80 

28300 .0 1063 820 715 

゜
76 512. 81 670. 59 114 107 

゜
5 558.54 645.38 

28400. 0 1103 692 692 

゜
61 552 .18 718. 67 100 93 

゜
1 617.18 804. 66 

28500.0 1002 735 677 

゜
32 602. 09 783. 89 120 100 

゜
1 703.43 811.05 

28600.0 819 863 702 

゜
44 585.26 823 .18 131 128 

゜
4 638.15 798.58 

28700. 0 9?4 729 687 

゜
6 637.47 737.94 142 120 

゜゜
734.78 786. 26 

28800. 0 838 783 690 

゜
66 630 .18 876 .10 133 117 

゜
2 735.35 982. 08 

28900. 0 830 830 655 

゜
20 708 .16 817 .10 132 llO 

゜゜
754. 22 921. 31 

29000. 0 858 766 684 

゜
23 717. 54 957. 49 151 111 

゜
3 866 .11 969. 53 

29100.0 762 785 687 

゜゜
700. 37 898 .11 151 129 

゜
1 784. 81 1004. 78 

29200. 0 639 776 600 

゜
72 760. 52 939.65 133 90 

゜
11 927 .19 1104. 48 

29300,0 803 811 655 

゜
69 774.93 1085.26 146 111 

゜
6 840. 42 1012. 67 

29400.0 800 715 588 

゜
126 770.25 1231.62 123 94 

゜
13 885. 23 1165. 23 

29500. 0 718 857 728 

゜
66 745. 95 987. 52 145 104 

゜
6 906. 01 1112 .16 

29600. 0 759 809 625 

゜
111 804. 64 1101. 50 163 102 

゜
， 989.24 1236.98 

29700. 0 586 871 699 

゜
78 809. 63 1005. 04 153 110 

゜
8 981.36 1134.55 

29800.0 464 829 654 

゜
36 932.53 1188.12 148 112 

゜
9 1023. 64 1117. 52 

29900.0 621 811 753 

゜
16 915. 61 1103. 91 144 106 

゜
8 1055.48 1287.74 

30000. 0 595 787 679 

゜
8 883. 07 1193. 70 141 121 

゜
4 1036.37 1414.02 

30100. 0 608 841 550 

゜゜
905.57 1334.28 139 116 

゜
3 1071. 23 1556. 44 

30200.0 469 794 740 

゜
56 955. 56 1373. 65 152 133 

゜
14 1100. 79 1627. 94 
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30300 0 588 743 645 

゜
62 928.98 1437 42 146 112 

゜
10 1144. 61 1414. 40 

30400 0 472 845 711 

゜
26 957 92 1295 53 147 111 

゜
10 1160.80 1338.77 

30500 0 490 767 635 

゜
18 950 20 1621. 71 149 88 

゜
9 1131.40 1622.44 

30600 0 419 830 690 

゜
11 1009 82 1526.06 176 109 

゜
10 1143. 09 1779 00 

30700 0 580 775 709 

゜゜
817 38 1396.80 136 129 

゜
8 1081. 78 1675. 56 

30800 0 410 793 673 

゜
1 869 65 1490. 72 162 113 

゜
19 1111.11 1625. 67 

30900 0 549 801 657 

゜
43 818 98 1400 29 164 121 

゜
12 1098.31 1838 20 

31000 0 508 793 695 

゜゜
825 99 1498.91 143 128 

゜
8 998. 46 1783 .42 

31100 0 525 745 631 

゜
， 792.34 1422.55 157 105 

゜
7 960.19 1602.56 

31200 0 498 760 717 

゜゜
717.23 1659.88 139 124 

゜
12 970.24 1904.19 

31300 0 350 811 704 

゜゜
697.52 1492 10 179 111 

゜
13 903.59 1794.25 

31400 0 451 783 667 

゜゜
620.61 1605.41 168 120 

゜
17 798.09 1874.66 

31500 0 379 728 599 

゜゜
530.71 1561.64 120 105 

゜
14 725 60 1648. 51 

31600 0 415 732 597 

゜゜
463 02 1726,80 150 126 

゜
16 563 37 1804.38 

31700 0 492 650 566 

゜゜
396.24 1615 92 127 103 

゜
11 503 .21 1612 .83 

31800 0 307 645 613 

゜゜
306.03 1688 58 130 98 

゜
3 385.52 1793.35 

31900,0 438 599 625 

゜゜
262 76 1506 22 113 98 

゜
14 307.21 1717.05 

32000 0 371 638 584 

゜゜
175 27 1473.91 145 93 

゜
12 219.61 1750.65 

32100 0 366 536 620 

゜゜
77.78 1477.89 88 112 

゜
13 88.71 1927.95 

32200 0 477 509 581 

゜゜
32,56 1370 22 92 88 

゜
8 43.88 1869 30 

32300 0 276 354 613 

゜゜
20.54 1519.30 69 110 

゜
10 21.91 1778.20 

32400 0 396 358 636 

゜゜
17.02 1459.38 76 123 

゜
， 18.63 1814.22 

32500 0 418 343 594 

゜゜
15.50 1742.01 55 103 

゜
12 19.40 1935.42 

32600 0 409 412 590 

゜゜
26.90 1592.39 66 121 

゜
12 31.98 1744.55 

32700 0 423 445 596 

゜゜
31.79 1450.55 78 114 

゜
8 38 39 1895.17 

32800.0 308 387 522 

゜゜
24.59 1603.30 82 110 

゜
13 27 .46 1802 .56 

32900 0 373 298 532 

゜゜
16.98 1466.12 53 109 

゜
5 17 .73 1660.58 

33000 0 386 425 585 

゜゜
34.46 1342.79 60 116 

゜
5 38.14 1973.88 

33100. 0 299 301 521 

゜゜
24.29 1674.79 64 104 

゜
8 28.70 1896.19 

33200.0 474 457 619 

゜゜
22.58 1117.33 61 104 

゜
6 26.18 1753.62 

33300,0 313 372 611 

゜゜
23.61 1274.06 65 113 

゜
4 28.01 1617.12 

33400.0 299 276 478 

゜゜
13.78 1382.56 54 117 

゜
4 14.28 1501.06 

33500.0 451 378 540 

゜゜
16.76 1379.52 61 91 

゜
l 19.78 1648.15 

33600.0 425 400 599 

゜゜
24.42 1036.96 68 93 

゜
5 26.56 1363.97 

33700.0 480 481 605 

゜゜
33 83 943.25 75 97 

゜
1 35.71 1369.38 

33800.0 477 516 624 

゜゜
29 67 1011. 87 97 121 

゜
3 32.48 1528.42 

33900.0 390 371 603 

゜゜
24.38 1062.29 75 120 

゜
2 23.58 1367.73 

34000.0 375 427 633 

゜゜
28 15 885.90 79 120 

゜
3 30.81 1370.77 

34100 0 443 350 540 

゜゜
18 23 824 50 60 105 

゜゜
22.26 1071.10 

34200.0 378 396 532 

゜゜
30.03 908.51 68 117 

゜
1 30.96 1216.16 

34300.0 435 460 473 

゜゜
35.55 707.98 71 82 

゜
1 38.21 1081.70 

34400.0 428 445 489 

゜゜
33 86 802.09 88 108 

゜゜
38.49 1187.01 

34500.0 396 446 527 

゜゜
27.82 698. 24 93 105 

゜゜
33.81 1154.04 

34600 0 438 382 543 

゜゜
21.17 564.65 66 112 

゜゜
23.42 905.67 

34700 0 513 447 543 

゜゜
26 84 588.97 79 108 

゜゜
31. 82 776 06 

34800 0 534 563 564 

゜゜
30.72 437. 92 93 112 

゜゜
34 40 758.29 

34900.0 497 529 598 

゜゜
32.67 451.17 109 122 

゜゜
36 11 520.55 

35000.0 503 482 552 

゜゜
31.12 412.43 83 102 

゜゜
38.36 508.25 

35100.0 532 483 617 

゜゜
28.46 360.68 98 120 

゜゜
34.32 433.05 

35200.0 668 578 622 

゜゜
37 33 306.84 111 116 D 

゜
41 89 381.19 

35300.0 607 556 625 

゜゜
48. 03 252.23 95 119 

゜゜
51. 66 322.67 

35400.0 584 536 555 

゜゜
61. 86 379.51 97 110 

゜゜
72 .15 519 .11 

35500.0 593 646 526 

゜゜
53.56 256.37 112 108 

゜゜
68. 78 330.12 

35600.0 705 553 569 

゜゜
60.98 306.50 95 97 

゜゜
64. 63 233.77 

35700.0 694 675 717 

゜゜
65.80 273.46 123 114 

゜゜
76 .12 396.91 

35800.0 785 609 570 

゜゜
74.49 289. 22 113 103 

゜゜
98. 23 382.40 

35900.0 589 696 649 

゜゜
84.74 248.46 130 124 

゜゜
98.68 295.01 

36000.0 836 711 665 

゜゜
81. 91 232.75 146 114 

゜゜
100 .13 210.93 

36100 0 1029 637 667 

゜゜
95.62 265.96 106 119 

゜゜
118. 77 382.56 

36200.0 902 571 567 

゜゜
116.54 272.37 109 109 

゜
a 142. 01 327 .10 

36300,0 852 649 604 

゜゜
126.65 300.12 85 121 

゜゜
132.36 349.05 

36400.0 1016 767 657 

゜゜
168. 78 287.86 126 112 

゜゜
174 .14 390.24 

36500 0 836 660 638 

゜゜
188 64 315.20 121 137 

゜゜
193.69 358.75 

36600 0 841 695 649 

゜゜
203.19 388.06 129 133 

゜゜
222. 67 4 52. 58 

]6700 0 827 682 617 

゜゜
205 12 310 60 123 108 

゜゜
202 40 330. 86 

36800 0 942 715 713 

゜゜
233.68 325 25 130 122 

゜゜
248 47 331. 90 

36900 0 903 741 665 

゜゜
260 95 392 .21 139 126 

゜゜
261.74 3 60. 62 

37000 0 936 724 721 

゜
78 262 17 420. 32 134 133 

゜
4 291. 09 414. 28 

37100.0 1073 730 714 

゜゜
311.43 384.55 130 133 

゜゜
348.41 404. 54 

37200.0 1033 680 640 

゜゜
321.65 398.00 137 126 

゜゜
327.33 437.09 

37300.0 1074 733 672 

゜
95 3 51. 92 478.25 110 89 

゜
4 393.67 465.19 

37400 0 1048 756 630 

゜
17 378 02 498. 63 131 132 

゜゜
409.80 460.05 

37500 0 1062 707 642 

゜
24 4 02. 2 9 492.38 112 112 

゜
1 436.87 514. 83 

37600 0 967 678 692 

゜
22 415,38 493.55 109 123 

゜
2 459. 26 507.98 

37700 0 1046 700 568 

゜
39 421 90 517. 63 127 99 

゜
4 468. 70 477.46 

37800 0 1088 768 682 

゜
49 422.55 533.48 129 105 

゜
4 479.58 667. 73 

37900 0 1145 756 650 

゜
20 502. 92 564.35 139 123 

゜
4 578.99 540. 57 

38000 0 930 812 624 

゜
67 516.JO 602. 29 128 112 

゜
4 628 27 664.88 

38100 0 967 923 674 

゜
74 519 69 635.55 161 119 

゜
5 585.28 586. 53 

38200 0 1083 723 721 

゜
43 565 08 723. 43 123 133 

゜
4 575.98 711.93 

38300 0 916 901 754 

゜
26 573.32 709.58 156 127 

゜
2 670 .11 681 04 

38400,0 825 760 756 

゜
27 567 05 658.84 138 102 

゜
3 688 43 728.22 

38500.0 878 708 664 

゜
127 621. 85 703 44 141 126 
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# of graphs, 24 
25 12 11 
1 1 O dotcolor=#l05523 dotsize=6 label=ll labelsize=2 labeldistance=2 
1 2 1 dotcolor=2 dotsize=2 label=O labelsize=2 labeldistance=20 
1 4 2 dotcolor=8 dotsize=S labeldistance=20 
1 6 3 dotcolor=4 dotsize=4 label=O labelsize=2 labeldistance=20 
1 8 4 dotcolor=l dotsize=2 label=8 labelsize=2 labeldistance=20 
1 9 5 dotcolor=9 dotsize=3 label=ll labelsize=2 labeldistance=lO 
1 1 O dotcolor=#l05523 dotsize=6 label=ll labelsize=2 labeldistance=2 
1 2 1 dotcolor=2 dotsize=3 label=O labelsize=2 labeldistance=20 
1 4 2 dotcolor=B dotsize=S label=ll labelsize=2 labeldistance=20 
1 6 3 dotcolor=4 dotsize=4 label=O labelsize=2 labeldisヒance=20
1 8 4 dotcolor=l dotsize=2 label=B labelsize=2 labeldistance=20 
1 9 5 dotcolor=9 dotsize=3 label=ll labelsize=2 labeldisヒance=lO
1 1 O dotcolor=#l05523 dotsize=6 label=ll labelsize=2 labeldistance=2 
1 2 1 dotcolor=2 dotsize=4 label=O labelsize=2 labeldistance=20 
1 4 2 dotcolor=8 dotsize=S label=ll labelsize=2 labeldistance=20 
1 6 3 dotcolor=4 dotsize=4 label=O labelsize=2 labeldistance=20 
l 8 4 dotcolor=l dotsize=3 
l 4 0 duplicate=l dotcolor=2 dotsize=3 
l 9 5 dotcolor=9 dotsize=3 
1 1 O dotcolor=#l05523 dotsize=6 label=ll labelsize=2 labeldistance=30 
1 2 1 dotcolor=2 dotsize=S label=O labelsize=2 labeldistance=20 
1 4 2 dotcolor=B dotsize=S label=ll labelsize=2 labeldistance=20 
1 6 3 dotcolor=4 dotsize=4 label=O labelsize=2 labeldistance=20 
1 8 4 dotcolor=l dotsize=3 label=B labelsize=2 labeldistance=20 
1 9 5 dotcolor=9 dotsize=3 label=ll labelsize=2 labeldistance=lO 
simulation time 
generated packets 
@label 
column4 
@label 
column6 
@label 
columns 
column9 
@label 
@label 



a.a 

゜゜゜゜
0.0 0.0 67 66 0 .0 @270genten 

1000.0 323 333 323 

゜
16.08 16. 25 71 69 17.43 @000ヒest

3200 0 361 411 425 

゜
24.38 26.65 75 78 27 .37 @045testl 

5400 0 718 635 592 

゜
58.53 66 17 99 90 68 14 @090test2 

7600 0 1232 643 672 

゜
259 54 342.50 126 144 411.55 @135test3 

9800 0 622 734 658 

゜
792.24 1076.56 145 118 1179.80 @180 tes t4 

12000.D 421 444 582 

゜
40.65 1559 91 73 126 1751.07 @225test5 

14200.D 460 570 529 

゜
44 94 43 5. 3 8 88 101 531.37 @270test6 

16400.0 868 699 695 

゜
112.98 225. 84 123 121 222.06 @315test7 

18600.0 903 733 749 88 746 69 787.94 103 108 863.24 ABC 

20800.0 453 829 687 

゜
585.95 1270.46 199 129 1349.17 ＠〇

23900 0 480 443 465 

゜
25.62 377.39 68 79 616 .31 @y 



A2プログラムソースリスト



／＊ 

* ACR PLOT TOOL Version 1.0 
* {c) Copyright 1997 

ATR Adaptive Communications Research Laboratories 
All Rights Reserved 

＊／ 

／＊ 

* plot.c ープロットコマンド
＊／ 

ii include <Xll/Xlib. h> 
#include <Xll/Xutil.h> 
iiinclude <stdio. h> 

ilinclude "plot.h" 
廿include "graph.h" 

void main(int argc, char **argv) 
｛ 

char filename[BUFSIZ+l]; 
char *ps filename; 
int paperOrientation; 
float aspectRatio; 
float dotSize; 

/* PSファイル名＊／

／＊紙の力1句＊／

／＊ 粘翡:Ill:・ヒ ＊／ 

I* .<.'!. のブこきさ ＊／ 

lnt l; 

Display *display; 
Window mainWin; 
int screen; 
XSizeHints wmHint; 
int isDone; 
XEvent event, 
KeySym keySym; 
int key; 
char keyBuf[lO]; 

GC gc; 

DATA *data; 

float dotratio; 
char headerfname[BUFSIZ+l]; 
char bodyfname[BUFSIZ+l]; 
int mode; 

／＊コマンドライン切数の収得＊／

strcpy(filename, DEFAULT_FILEN認 E);
psfilename = NULL; 

／＊ヘッダーファイル名＊（

／＊ヘッダーファイル名＊／

/* POSTSCRIPT//¥ブJモード＊／

paperOrientation = DEFAULT_PAPER_ORIENTATION; 
aspectRatio = -1; 
dotSize = l; 
dotratio = l; 
strcpy(headerfname, "") ; 
strcpy(bodyfname, "") ; 

/*fprintf(stderr、"%s". filename);*/ 
for (i = 1; i < argc; i++) { 

if (!strcmp(argv[i]. "-data")) ( 
sヒrcpy(filename, argv[++i]); 

｝ 
else if (!sヒrcmp(argv[i]、..-ps")) ( 

mode= PS_ONLY_MODE; 
psfilename = argv[++i]; 

｝ 
else if (!strcmp(argv[i]、 "-eps")) ( 

mode= EPS_ONLY_MODE; 
psfilename = argv[++i]; 

else if (!strcrnp(argv[i], "-landscape")) ( 
paperOrientation = PAPER_LANDSCAPE; 

｝ 
else if (!strcrnp(argv[i], "-portrait")) { 

paperOrientation = PAPER_PORTRAIT; 
｝ 
else if (!strcrnp(argv[i]、"-aspecヒratio")) { 

sscanf(argv[++i], "%g", &aspectRatio); 
｝ 
else if I !strcrnp(argv[i], "-dotratio")) { 

sscanf(argv[++i], "%g", &dotratio); 
｝ 

else if I !strcrnp(argv[i], "-head")){ 
strcpy(headerfnarne, argv[++i]); 

｝ 
else if (!strcrnp(argv[i]、 "-body")){ 

strcpy(bodyfnarne、argv[-日+i]);
｝ 
else if (!strcrnp(argv[i], "-help")) { 

usage(); 
exit(O); 

｝ 
else { 

fprintf(stderr, "Unknown option 、もs'.¥n¥n"、 argv[i]);
usage(); 
exit(l); 

／＊データの読み込み＊／

if ((data= ReadDataFile(filenarne, headerfname, bodyfnarne)) == NULL) 
exit(l); 

data->aspectRatio = aspectRatio; 
data->orientation = paperOrientation; 
data->dotratio = dotratio; 
if (psfilename) 

data->mode = mode; 

／＊ディスプレイ接続＊／

if (data->mode == X_DRAW_MODE) ( 
display= XOpenDisplay(""I; 
screen = Defaul tScreen I display) ; 
data->display~display; 

／＊ウィンドウの生成＊／

CreatePlotWindows(data); 

if (data->mode~~PS_ONLY_MODE [ [ data->mode~~EPS ONLY MODE 
SetPlotWindowSize(data); 
DrawGraph(data); 
PrintGraph(psfilename、data);
exit(O); 

isDone = O; 
while (isDone == 0) { 

XNextEvent(display、 &event);
switch (event.type) { 
case Expose: 

if (event.xexpose.count == 0) { 
#ifdef DEBUG 

#endif 
fprintf(stderr, "OK Expose¥n"); 

RedrawGraph(data, event.xexpose.window); 
） 
break; 

case KeyPress: 

）（ 



key = XLookupString ((XKeyEvent*) &event, 
keyBuf, 10, (KeySym*)&key, NULL); 

江 (key== 1 && keyBuf[O] =='q') { 
isDone = 1; 

｝ 
else if (key == 1 && keyBuf[O] =='p') { 

if (data->mode == PS_ONLY_MODE) 
PrintGraph("tmp.ps", data); 

if (data->mode == EPS_ONLY_MODE) 
Pr int Graph ("tmp. eps"、 data);

｝ 
break; 

case ConfigureNotify. 
if (event.xconfigure.window == data->rnainWinid) { 

#ifdef DEBUG 
fprintf(stderr, "OK ConfigureNoヒify(main) ¥n"); 

#endif 
／＊ウィンドウの大きさの再設定＊／

data->mainWinWidth = event.xconfigure.width; 
data->mainWinHeight = event.xconfigure.height; 
SetPloヒWindowSize(data);
DrawGraph(data); 
if (psfilename) { 

PrintGraph(psfilename, data); 
1sDone = l・ 

break, 

case DestroyNotify: 
#ifdef DEBUG 

print£I "OK Destroy¥n"); 
lrendif 

XDestroyWindow(data->display、data->mainWinid);
XCloseDisplay(data→ display); 
break; 

XDestroyWindow(data->display、data->mainWinid};
XCloseDisplay (data->display} ; 

exit(O}; 

1nt usage (I 
（ 

fprintf{stderr、
fprintf (stderr, 
fprinヒf(stderr、
fprintf(stderr、
fprintf(stderr、
fprintf(stderr, 
fprintf(stderr, 
fprintf(stderr, 
fprintf(stderr, 
fprintf(stderr, 

"¥nUsage: plot [options ... ]¥n"); 
-data <file> data filename. default is'fort.99'.¥n"); 
-head <file> header filename. ¥n"); 
-body <file> body filename. setup with -header options.¥n"); 
-ps <file> output PS filename. ¥n"); 
-eps <file> output EPS filename.¥n"); 
-landscape landscape. ¥n" I; 
-portrait portrait.¥n"); 
-aspectratio aspect ratio.¥n"); 
-dotratio dot size ratio. default is 1. ¥n") ; 

2
 



／＊ 

* ACR PLOT TOOL Version 1.0 

＊／ 

Version 2.0 
(cl Copyright 1997、1998
ATR Adaptive Communications Research Laboratories 
All Rights Reserved 

／＊ 

* draw. c - J,'/i面 l匁委
＊／ 

#include <Xll/X. h> 
i,include <Xll/Xlib.h> 
#include <Xll/Xutil.h> 

#include "graph.h" 
#include "plot.h" 

／＊廿define DEBUG* I 
／＊グラフハンドル配列＊／

int gGraphNo[MAX_GRAPH_COUNT]; 

int DrawGraph(DATA *data) 
（ 

int l; 
int colx, coly; 
float ratio; 
float size; 
float dotratio; 
int collabel; 
int j、col;
Number * 1 fp; / *ラペルデータがデータダリの時のポインタ＊／

char *lcp; /*ラペルデータがラペルダリのII炉のボインタ＊／

if (data->mode == PS_ONLY_MODE 11 data→ mode== EPS_ONLY_MODE) 
GrSetPSOnlyMode(); 

／＊グラフの初JUJ化 ＊ ／

Grlnit (); 

for (i = O; i < data->nGraphs; i++) { 
colx = data->colX[i]; 
coly = data→ colY[i]; 
collabel = data->colLabel[i]; 
lfp = NULL; 
lcp = NULL; 

／ ＊ グ ラ フ の オ ー プ ン＊／

gGraphNo[i] = GrOpen(data、i);

／＊抽1ih[ウィンドウのサイズの，設定＊／

GrSetWindowSize(gGraphNo[i]、
data->winWidth[i], data->winHeight[i]); 

／＊ グ ラ フ の プ ロ ッ ト＊／

／＊ラペルデータヘの ポ イ ン タ を 詣 定 す る ＊ ／

if(collabel > 0){ 

｝ 

if(data->colHeader[collabel-1] [OJ !='@') { 
lfp = data->table + (collabel-l)*data->nRows, 

) else{ 
col= 0, 
for(j = O; j < collabel; j++) { 

if(data->colHeader[j] [OJ =='@') col++; 
） 
lcp = data->table label+ (col-l)*data->nRows*MAX LABELDATA LEN; 

／＊デークヘのボインクを渡す＊／

／＊ 

／＊ 

GrPlot(gGraphNo[i]、
data->table + (colx-l)*data->nRows、
data->nValidRows, 
data→ table + (coly-1) *data→ nRows、
data→ nValidRows、
lfp, 
lcp); 

／＊グラフのプロパティの談定＊／

ratio= data->aspecヒRatio;
dotratio = data->dotratio; 
size= data→ dotSize[i]*dotratio; 
GrSet (gGraphNo [ i] , 

GR_MAX_EXP, 3、
GR_XLABEL, data->colHeader[colx-1]、
GR_YLABEL, data->colHeader[coly-1], 
GR_BOX, True、
GR_LINE_STYLE, 

(data->lineType[i] == 0?  GR_LINE_STYLE_DOT: 
(data→ lineType[i] == 1?  GR_LINE_STYLE_LINE: 
(data->lineType[i] == 2?  GR_LINE_STYLE_DASH: 
(data→ lineType[i] == 3 ? GR_LINE_STYLE_DOTTEDLINE: 
(data->lineType[i] == 4?  GR_LINE_STYLE_DASH_LONG: 
(data->lineType[i] == 5?  GR_LINE_STYLE_DOTTEDLINE_LONG: 

GR_LINE_STYLE_LINE)))))) , 
GR_DOT_SIZE, &size, 
GR_DECORATION_COLOR, " " , 
GR_GRAPH_TYPE、GR_TYPE_XY,
GR_ASPECT_RATIO, &ratio, 
GR_DUPLICATE, data->duplicate[i]、
GR_DOTCOLOR, data->dot_color[i], 
GR_DOTLABEL_SIZE, data→ ,dotlabel_fontsize[i], 
GR_DOTLABEL_DIST、data->dotlabel_dist[i]、
NULL); 

if (data→ mode == X_DRAW_MODE) 
GrDraw(gGraphNo[i]);*/ 

／＊タイトルウィンドウの描両＊／

if (data->mode == X_DRAW_MODE) 
grDrawTitleCenter(gGraphNo[OJ, data->titleWinid, data->title); 

if (data->mode == PS_ONLY_MODE I I data->mode == EPS_ONLY_MODE) 
GrResetPSOnlyMode(); 

return(O); 

＊グラフウィンドウ O)百描画

＊／ 

int RedrawGraph(DATA *data, Window targetWin) 
｛ 

inti; 

／ ＊ タ ー ゲ ッ トのウィンドウのみを描訓する＊／

for (i = O;i < data->nGraphs;i++) [ 
if (GrGetWindow(gGraphNo[i]) == targetWin) ( 

GrDraw(gGraphNo[i]); 
GrDrawLabel(gGraphNo[i]); 
return(O); 

／＊タイトルウィンドウの描画＊／

grDrawTitleCenter(gGraphNo[O], data->titleWinid, data->title); 

return(O); 

int PrintGraph(char *filename、DATA *data) 



inti; 
FILE *fp; 
float x, y、width, height; 
float paperWidth, paperHeight; 
float topMargin、bottomMargin, leftMargin、rightMargin;
float scaleFont; 
float Bwidth, Bheight; 

I* PS/1¥JJファイ）レり）オーフミン＊／

if ((fp = fopen If i lename、"W")) == NULL) { 
fprintf (stderr, "Cannot open file'%s'. ¥n", filename); 
return(-1); 

／ ＊各ページパラメータの，悛牢 IA4,byinch) */ 
paperWidヒh = 8.5; 
paperHeight: = 11.7; 
ヒopMargin = 0.4; 
bot:t:ornMargin = 0.4; 
left:Margin = 0.7; 
righヒMargin = 0.4; 
scaleFonヒ = 0.75; /*フォントの全体的なスケーリング＊／

／＊ヘッダ出力＊／

if (data->mode == PS_DNLY_MDDE) { 
fprintf(fp, "発屯!PS-Adobe-1. 0¥n"); 

｝ 
else ( 

fprintf (fp、 "%%!PS-Adobe-3.0 EPSF-3.0¥n"); 

Bwidth = (paperWidth * 72.0)/* + 1.0*/; 
Bheight = (paperHeight * 72.0)/* + 1.0*/; 

fprintf(fp, "射もも全BoundingBox: 5 5 もd 告d ¥n", (int)Bwidth、 (int)Bheight); 
） 

fprintf(fp, "屯も店も DocumentFonts: Helvetica¥n"); 
fprintf (fp、 "もももも Title: もs¥n"、data->title); 
fprintf (fp、.., も％％も Creator: ¥n") ; 
fprintf (fp、 "告も宅令 CreationDate: ¥n"); 
fprintf(fp, "も％もを For: ¥n"); 
fprintf(fp, "もももも Page: l¥n"); 
fprintf(fp、 "Iinch { 7 2 mul) def ¥n") ; 
fprintf(fp、 "/TopMargin もg inch def¥n", topMargin); 
fprintf (fp、 "/BottomMargin もg inch def¥n"、bottomMargin);
fprintf (fp、 "/LeftMargin もg inch def¥n", leftMargin); 
fprintf (fp, "/RightMargin もg inch def¥n"、 rightMargin);
£print f (fp, "/PaperWidth もg inch de f¥n", paperWidth) ; 
fprintf (fp, "/PaperHeight もg inch def¥n", paperHeight); 
fprintf (fp, "/TopLeftPos { LeftMargin PaperHeight TopMargin sub J def¥n"); 
fprintf(fp, "¥n"); 
£print£(fp, "もも define font information¥n"); 
fprintf (fp, "/TheFontName /Helvetica def¥n"); 
fprintf (fp、"/TheFontSize 12 def¥n"); 
£print£(fp, "/TheLineWidth 1 def 
£print£(fp, "/TheScaleX 1 def 
fprintf(fp, "/TheScaleY 1 def 
fprintf (fp、 "/TheScaleFont 0.9 def 
fprintf(fp, "¥n"); 
fprintf (fp, "も念 define procedures¥n"); 
fprintf (fp、 "/dotl {¥n"); 
／＊ドット出ノJll.'j• に 平径を詣定できるようにパラメータ (r)を追加した。 ＊／ 

fprintf (fp、"訊 calledas: x y r dotl ¥n"); 
fprintf (fp, "/r exch def¥n"); 
fprintf (fp、 "TheScaleYmul /y exch def ¥n"); 
fprintf (fp、 "TheScaleXmul /x exch def¥n"); 
I* J行定さオ Lた．＇・',:o)大き さ の1/4を設定＊／
／＊ ドット /1¥}J 11.¥cに平径を4旨'.,.e'できるようにノゞラメータ {r)を追加した。 ＊／ 

£print£(fp、 "xyr  O 360 arc fill¥n"); 
£print£(fp、") def¥n"); 

%% linewidth scaling factor¥n"); 
%% x-axis scaling factor¥n") ; 
％も y-axis scaling factor¥n") ; 
%% font scaling factor¥n", scaleFont); 

fprintf(fp、"¥n");
fprintf(fp、"/line { ¥n"); 
fprintf (fp, "%% called as: xl yl x2 y2 line¥n"); 
fprintf (fp, "TheScaleY mul /y2 exch def¥n"); 
fprintf(fp, "TheScaleX mul /x2 exch def¥n"); 
fprintf(fp, "TheScaleY mul /yl exch def¥n"); 
fprintf (fp、"TheScaleXmul /xl exch def¥n"); 
fprintf(fp、 "xlyl moveto¥n"); 
fprintf(fp, "x2 y2 lineto¥n"); 
fprintf(fp, "stroke¥n"); 
fprintf(fp, ") def¥n"); 
fprintf (fp, "¥n"); 
fprintf (fp, "/rectangle { ¥n"); 
fprintf (fp、" 訊 calledas: xl yl x2 y2 rectangle¥n"); 
fprintf (fp, "TheScaleY mul /y2 exch def¥n"); 
fprintf(fp, "TheScaleXmul /x2 exchdef¥n"); 
fprintf(fp, "TheScaleY mul /yl exch def¥n"); 
fprintf (fp, "TheScaleX mul /xl exch def¥n"); 
fprintf(fp、"xiyl moveヒo¥n");
fprintf(fp, "xl y2 lineto¥n"); 
fprintf (fp, "x2 y2 lineto¥n"); 
fprintf (fp, "x2 yl lineto¥n"); 
fprintf(fp, "closepath¥n"); 
fprintf(fp, "stroke¥n"); 
fprintf(fp, "} def¥n"); 
fprintf (fp, "¥n"); 
／＊クリップ領域を設定する (JJ,在はクリッピングしない） ＊／ 

/* fprintf(fp, "/setRectClip { ¥n"); */ 
/* fprintf(fp、"%%called as: x y widthy height rectClip¥n"); */ 
/* fprintf(fp、"TheScaleYmul /height exch def¥n"); */ 
I* fprintf (fp, "TheScaleX mul /width exch def¥n") ; * / 
/* fprintf(fp, "TheScaleY mul /y exch def¥n"); */ 
/* fprintf(fp, "TheScaleX mul /x exch def¥n"); */ 
/* fprintf(fp, "x 0.5 add y 0.5 add width 1 sub height 1 sub rectclip¥n"); */ 
/* fprintf(fp, "} def¥n"); */ 
/* fprintf(fp, "¥n"); */ 

／＊線分を出 力する場合の!Jfl始詣定マクロ＊／

fprintf(fp、"/setStartLine { ¥n"); 
fprintf(fp, "%% called as: xl yl setStartLine¥n"); 
fprintf(fp、"TheScaleYmul /yl exch def¥n"); 
fprintf(fp, "TheScaleX mul /xl exch def¥n"); 
／＊綜介の接続タイプをsetlinejoinにてJ旨定 (O:miter,l:round、2:bevel) */ 
fprintf(fp, " 0 setlinejoin¥n"); 
／＊甜j砂rの固9描O)キャップタイプをsetlinecapにてJ旨定

(O:buヒt,1:rount,2:projectingsqure) */ 
fprintf(fp, " 0 setlinecap¥n"); 
fprintf(fp, "xl yl moveto¥n"); 
fprintf I fp、"J def¥n"): 
fprinヒf(fp、 "¥n"):

／ ＊ 糸 泉 分 ｝ の出カボイントを詣定するマクロ＊／

fprintf (fp, "/setLineTo { ¥n"} ; 
fprintf(fp、"'蒻 calledas: xl yl setLineTo¥n"); 
fprintf(fp, "TheScaleY rnul /yl exch def¥n"); 
fprintf(fp, "TheScaleX rnul /xl exch def¥n"}; 
fprintf(fp, "xl yl lineto¥n"}; 
fprintf(fp, "} def¥n"}; 
fprintf(fp, "¥n"}; 

／＊綜分の終了を詣定するマクロ＊／

fprintf(fp, "/setEndLine (¥n"}; 
fprintf(fp, "訊 calledas: setEndLine¥n"}; 
fprintf (fp、"stroke¥n"};
fprintf(fp, "} def¥n"); 
fprintf (fp、 "¥n"I; 

／＊テキスト出カオフセット詣定対応版＊／

fprintf(fp, "/setText {¥n"); 
fprintf(fp, "%% called as: text x y xoffset yoffset setText¥n"); 

2
 



fprintf(fp、"/yoffset exch def¥n" I; 
fprint f (fp、 "/xoffset exch def¥n" I; 
fprintf (fp, "TheScaleY mul /y exch def¥n" I; 
fprintf (fp, "TheScaleX mul /x exch def¥n" J; 
fprintf (fp, "dup¥n"); 
fprintf (fp, "stringwidth¥n"); 
fprintf(fp, "pop¥n"); 
fprintf (fp, "/ sh TheFontSize TheScaleFont rnul def ¥n") ; 
fprintf (fp, "/sw exch def¥n" I; 
/* X庫犀にオフセットを）JIitかする＊／

fprintf(fp, "O sw sub 2 div x add xoffset add ¥n"); 
/* y !'.i, 犀にオフセットを加算する＊／

fprintf(fp, "O sh sub 2 div y add yoffset add ¥n"); 
fprintf (fp, "moveto¥n" I; 
fprintf(fp, "show¥n" J; 
fprintf(fp, "stroke¥n" I; 
fprintf(fp, "} def¥n"); 
fprintf (fp、 "¥n"I; 

/* righヒTextのオフ七ット」旨定対応版＊／

fprintf(fp、 "/rightText2 {¥n" J; 
／＊オフセット J旨定文-JJ心により、パラメータを追）J/1 * I 

fprintf (fp、 " 訊 calledas: text x y xoffset yoffset righヒText2¥n");
fprintf (fp, "/yoffset exch def¥n"); 
fprintf (fp, "/xoffset exch def¥n" I; 
fprintf(fp、"TheScaleYmul /y exch def¥n"I; 
fprintf (fp, "TheScaleX rnul /x exch def¥n"); 
fprintf (fp, "dup¥n" I; 
fprintf (fp, "stringwidth¥n"); 
fprintf (fp, "pop¥n"); 
fprintf (fp, "/sh TheFontSize TheScaleFont rnul def¥n"); 
fprintf (fp、 "/swexch def¥n"); 
/* X唄 +;:'{Iニオフセットを）JII虹する＊／

fprintf(fp、 "xsw sub xoffset add¥n"); 
/* y巫粽にオフセットを）JII多かする＊／

fprintf(fp、 "ysh 2 div sub yoffset add¥n"); 
fprintf (fp、 "moveto¥n");
fprintf (fp、 "show¥n"I; 
fprintf(fp, "stroke¥n"); 
fprintf (fp, "} def¥n" I; 
fprintf I fp、 "¥n・・1;

I* leftTextoJオフセット詣牢対応版＊／

fprintf (fp, "/ leftText2 { ¥n・・I ; 
fprintf (fp、 "屯も called as: text x y xoffset yoffset leftText2¥n"); 
fprintf (fp, "/yoffset exch def¥n" I; 
fprintf (fp, "/xoffset exch def¥n" I; 
fprintf (fp, "TheScaleY mul /y exch def¥n" I; 
fprintf (fp、 "TheScaleXmul /x exch def¥n"); 
fprintf (fp, "dup¥n"); 
fprintf(fp, "stringwidth¥n")、
fprintf(fp、 "pop¥n"I; 
fprintf (fp、 "/shTheFontSize TheScaleFont rnul def¥n"); 
fprintf (fp、 "/swexch def¥n"); 
/* X由似にオフセットを）JIitかする＊／

fprintf(fp、 "xxoffset add¥n" I; 
/* y J<i付・ポにオフセットを）JI/鈴する＊／

fprintf (fp, "y sh 2 div sub yoffset add¥n" J; 
fprintf (fp, "moveto¥n" I; 
fprintf(fp, "show¥n" I; 
fprintf (fp、 "stroke¥n");
fprintf(fp, "} def¥n"J; 
fprintf(fp, "¥n"); 
fprintf(fp, "/centerText {¥n"); 
fprintf (fp, "もも called as: text x y w h centerText¥n"); 
fprintf (fp、 "TheScaleYmul /height exch def¥n"); 
fprintf (fp, "TheScaleX mul /width exch def¥n"); 
fprintf (fp、 "TheScaleYmul /y exch def¥n"); 
fprintf(fp, "TheScaleX mul /x exch def¥n"); 
fprintf (fp, "dup¥n" I; 

fprintf(fp, "stringwidth¥n"); 
fprintf (fp, "pop¥n"); 
fprintf (fp, "/sh TheFontSize TheScaleFont rnul def¥n") ; 
fprintf(fp、"/swexch def¥n"); 
fprintf (fp, "width sw sub 2 div x add¥n"); 
fprintf (fp、 "heightsh sub 2 div y add¥n"); 
fprintf(fp, "rnoveto¥n"); 
fprintf(fp、"show¥n");
fprintf(fp, "stroke¥n"); 
fprintf (fp, ") def¥n") ; 
fprintf(fp、 "¥n");
fprintf(fp, "/centerTextRot90 (¥n"); 
fprintf(fp, "%% called as: text x y w h centerTextRot90¥n"); 
fprintf (fp, "TheScaleX mul /height exch def¥n") ; 
fprintf (fp, "TheScaleY rnul /width exch def¥n") ; 
£print£(fp, "TheScaleY rnul /y exch def¥n") ; 
fprintf (fp, "TheScaleX rnul /x exch def¥n") ; 
fprintf(fp、 "dup¥n");
fprintf(fp, "stringwidth¥n"); 
fprintf(fp, "pop¥n"); 
fprintf (fp, "/sh TheFontSize TheScaleFont mul def¥n"); 
fprintf (fp、"/swexch def¥n"); 
fprintf(fp、 "height sh sub 2 div x add¥n"); 
fprintf(fp, "width sw sub 2 div y add¥n"); 
fprintf(fp, "rnoveto¥n"); 
£print£(fp、 "90 rotate¥n"); 
fprintf(fp、 "show¥n");
fprintf(fp, "-90 rotate¥n"); 
fprintf (fp、"stroke¥n");
fprintf(fp, ") def¥n"); 
fprintf(fp, "¥n"); 
fprintf(fp, "/rightText (¥n"); 
fprintf(fp, "%% called as: text x y rightText¥n"); 
fprintf(fp, "TheScaleY rnul /y exch def¥n"); 
fprinヒf(fp, "TheScaleX rnul /x exch def¥n"); 
fprintf(fp, "dup¥n"); 
fprintf(fp, "stringwidth¥n"); 
fprintf(fp、"pop¥n");
£print£(fp, "/ sh TheFontSize TheScaleFont rnul def¥n") ; 
fprintf (fp, "/sw exch def¥n"); 
£print£(fp, "x sw sub¥n"); 
fprintf (fp, "y sh 2 div sub¥n"); 
fprintf (fp, "rnoveto¥n"); 
fprintf (fp、"show¥n");
fprintf(fp, "stroke¥n"); 
fprintf(fp, ") def¥n"); 
fprintf(fp, "¥n"); 
fprintf(fp, "/leftText (¥n"); 
fprintf(fp, "訊 calledas: text x y lefヒText¥n");
fprintf (fp, "TheScaleY mul /y exch def¥n"); 
fprintf (fp、"TheScaleXrnul /x exch def¥n"); 
fprintf(fp, "dup¥n"); 
fprintf (fp、"stringwidth¥n");
fprintf(fp, "pop¥n"); 
fprintf(fp, "/sh TheFontSize TheScaleFont rnul def¥n"); 
fprintf(fp, "/sw exch def¥n"); 
fprintf(fp、"x¥n");
fprintf (fp, "y sh 2 div sub¥n"); 
fprintf(fp, "rnoveto¥n"); 
fprintf (fp, "show¥n"); 
fprintf (fp、"stroke¥n");
£print£(fp、") def¥n"); 
fprintf(fp、"¥n");
fprintf (fp、 "/setFontinfo (¥n"); 
fprintf(fp、"%%called as: font-name font-size setFontinfo¥n"); 
fprintf (fp、 "/TheFontSizeexch def¥n"); 
fprintf (fp, "/TheFontNarne exch def¥n") ; 
fprintf(fp, "TheFontNarne findfont TheFontSize TheScaleFont rnul scalefont setfont¥n"); 
fprintf(fp, ") def¥n"); 
fprintf(fp, "¥n"); 
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fprintf(fp, "/set訟 esScale { ¥n"); 
fprintf I fp、"%% called as: x y scale-x scale-y set邸 esScale¥n");
fprintf (fp、 "Iscaley exch def¥n") ; 
fprintf I fp、"/scalexexch def¥n"); 
fprintf (fp, "TheScaleY rnul /y exch def¥n"); 
fprintf (fp、"TheScaleXrnul /x exch def¥n"); 
fprintf (fp, "gsave¥n"); 
fprintf(fp, "x y translate¥n"); 
fprintf(fp, "/TheScaleX TheScaleX scalex rnul def¥n"); 
fprintf (fp, "/TheScaleY TheScaleY scaley rnul def¥n") ; 
fprintf(fp、"} def¥n"); 
fprintf (fp、"¥n");
fprintf(fp, "/restore駆 esScale { ¥n" l ; 
fprintf(fp, "%% called as: x y scale-x scale-y resヒore訟 esScale¥n");
fprintf (fp, "/ scaley exch def¥n") ; 
fprintf(fp、 "/scalexexch def¥n"); 
fprintf (fp, "TheScaleY rnul /y exch def¥n"); 
fprintf(fp、"TheScaleXrnul /x exch def¥n"l; 
fprintf(fp, "grestore¥n" l; 
fprintf (fp, "/TheScaleX TheScaleX seal ex div def¥n") ; 
fprintf (fp, "/TheScaleY TheScaleY scaley div def¥n"); 
fprintf(fp, "} def¥n"); 
fprintf(fp, "¥n"); 
fprintf(fp、"%% set initial/default values¥n"); 
fprintf (fp, "/Helvetica 12 setFontinfo ¥n") ; 
fprintf(fp, "0.5 setlinewidth¥n"); 
fprintf(fp, "¥n"); 
fprintf(fp, "%% set translation to whole paper¥n"); 

/*lfifdef PS_DEBUG*/ 
I* Jl1組 ピ吋屈>l<iiば系の諒牢＊／
if (data->orientation == PAPER_LANDSCAPE) { 

fprintf(fp, "%% paper orientation is landscape. ¥n"); 
fprintf(fp, "も .Sg inch %.Sg inch も， Sg inch %.Sg inch set認 esScale¥n",

paperWidth - rightMargin, 
bottomMargin, 
paperHeight - topMargin - bottomMargin、
paperWidth - rightMargin - leftMargin); 

fprintf(fp, "90 rotate¥n" l; 
｝ 

else ( 
fprintf (fp, "%% paper orientation is portrait. ¥n"); 
fprintf(fp, "%.Sg inch も， Sg inch %.Sg inch %.Sg inch set駆 esScale¥n",

leftMargin, 
bottomMargin, 
paperWidth - rightMargin - leftMargin, 
paperHeight - topl1argin - bottomMargin); 

fprintf(fp, "¥n" I; 

for ( l = Q、・1 < data->nGraphs;i++I { 
I* 111-1々 のグラフの相対位四、サイズを求める＊／

x = (float)data->winX[i]/data->mainWinWidth; 
y = (float) (data->mainWinHeight-data->winY[i])/data->mainWinHeight; 
width= (float)data->winWidth[i]/data->mainWinWidth; 
height= (float)data->winHeight[i]/data->mainWinHeight; 

/* 11,',t々 のグ ラフ 1叩ボ系のは定＊／

fprintf (fp、 ＂も招もも ¥n"I; 
fprintf(fp, "も発もも Graph もd¥n"、 i+l); 
fprintf(fp, "%%%も¥n"I; 
fprintf (fp、＂も .Sg も.Sg も.Sg %.Sg set/'.xesScale¥n"、

x、 y、 width、 height);
fprintf (fp、 "¥n");

／＊グラフの-,//jfoloj出力＊ ／

CrPrint(gCraphNo[i]、 fp);

/* JIJ;ti喜 1,j,CJ)}虹 ： 国へ炭す＊／

fprintf(fp, "¥n"); 
fprintf (fp、"%.5g%.5g も.5g令.5g restoreA.xesScale¥n"、

x、y, width, height); 
fprintf(fp, "¥n"); 

／＊タイトルウィンドウの描暉＊／

fprintf(fp, "%も%%¥n");
fprintf(fp, "冦岩もを Title¥n"); 
fprintf (fp、"%%%%¥n");
x = (float)data->titleWinX/data->mainWinWidth; 
y = (float) (data->mainWinHeight-data->titleWinY)/data->mainWinHeight; 
width= (float)data->titleWinWidth/data->mainWinWidth; 
height= -(float)data->titleWinHeight/data->mainWinHeight; 
grPSDrawTitleCenter(fp, gGraphNo[O], data->title、

&x、&y, &width、&height);

I*'i·'•Iこ、,~,、 0~/1.\;/J *! 
fprintf (fp, "も％訊¥n");
fprintf(fp, "%を術% Center mark¥n"); 
fprintf(fp, "屯％％も¥n");
x = (float)data->titleWinX/data->mainWinWidth; 
y = (float) (data→ mainWinHeight-data->titleWinY)/data→ mainWinHeight; 
width= (float)data->titleWinWidth/data->mainWinWidth; 
height= -(float)data->titleWinHeight/data->mainWinHeight; 
grPSSetFont(fp、 "Helvetica"、 NULL、 NULL、 10);
if (data->orientation == PAPER_LANDSCAPE) { 

fprintf (fp、"(%s) %.Sg %.Sg %.Sg %.Sg centerText¥n"、
"+", 0.0, 1.0、1.0、0.08); 

｝ 

else { 
fprintf(fp, "(%s) %.Sg %.Sg %.Sg %.Sg centerText¥n"、

"+", 0.0, 0.0、-0.08, 1.0); 

I* Pro logo) /I ¥JJ * I 
fprintf (fp、 "¥n");
fprintf(fp、"showpage ¥n") ; 
fclose(fp); 

return(O); 

／＊ 

＊プロットウィンドウの大きさのPI設定
＊／ 

int SetPlotWindowSize(DATA *data) 
｛ 

inti; 
ulong wPitch, hPitch; 
int wCount, hCount; 
int offset; 
XWindowChanges attr; 
int win num = -1・

#ifdef DEBUG 
fprintf(stderr、"SetPlot:WindowSize()¥n"); 

#endif 

offset= DEFAULT_TITLE_WINDOW_HEIGHT*data->mainWinHeight; 

／＊松!ブYI古］表万でのJ劫合＊／

if (data→ orientation== PAPER_LANDSCAPE} { 
switch (data->nWindows) { 
case 1: 

wcount = 1; hCount = 1; break; 
case 2: 

wCount = 2; hCount = 1; break; 
case 3: 

wCount = 3; hCount = l; break; 
case 4: 
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wCount = 2; hCount = 2; break; 
case 5: 
case 6: 

wCount = 3; hCount = 2; break; 
case 7: 
case 8: 

wCount = 4; hCount = 2; break; 
case 9: 

wCount = 3; hCount = 3; break; 
case 10: 
case 11: 
case 12: 

wCount = 4; hCount = 3; break; 
case 13: 
case 14: 
case 15: 

wCount = 5; hCount = 3; break; 
case 16: 

wCount = 4; hCount = 4; break; 
case 17: 
case 18: 
case 19: 
case 20: 

wCount = 5; hCount = 4; break; 
default: 

wCount = 6; hCount = 4; break; 

for (i = O;i < data->nGraphs;i++) { 
if(data->duplicate[i] != DUPLICATE_ON) win_num++; 
attr.x = (win_num % wCount) * wPitch; 
attr.y =offset+ (int) (win_num / wCount) * hPitch; 
attr.width = wPitch; 
attr.height = hPitch; 

if (data->mode == X_DRAW_MODE && data->duplicate[i] == DUPLICATE_OFF) 
XConfigureWindow(data->display, data->winid[i]、

CWX I CWY I CWWidth I CWHeight, 
&attr); 

data->winX[i] = attr.x; 
data->winY[i] = attr.y; 
data->winWidth[i] = attr.width; 
data->winHeight[i] = attr.height; 

） 
／＊甜，:u,1,,1JU1ミの場令＊／

else { 
switch (data->nWindows) { 
case 1: 

wCount = 1; hCount = l; break; 
case 2: 

wCount = 1; hCount = 2; break; 
case 3: 

wCount = 1; hCount = 3; break; 
case 4: 

wCount = 1; hCount = 4; break; 
case 5・ 
case 6: 

wCount = 2; hCount = 3; break、
case 7. 
case 8: 

wCount = 2; hCount = 4; break; 
case 9: 

wCount = 3; hCount = 3; break; 
case 10: 
case 11: 
case 12: 

wCount = 3; hCount = 4; break; 
case 13: 
case 14: 
case 15: 

wCount = 3; hCount = 5; break; 
case 16: 
case 17: 
case 18: 

wCount = 3; hCount = 6; break; 
case 19: 
case 20: 

wCount = 4; hCount = 5; break; 
default: 

wCount = 4; hCount = 6; break; 

／＊ タ イ ト ル ウィンド・クのリサイズ＊／

attr.x = O; 
attr.y = O; 
attr.width = data->mainWinWidth; 
attr.height = offset; 
if (data->mode == X_DRAW_MODE) 

XConfigureWindow(data->display, data->titleWinid, 
CWX I CWY I CWWidth I CWHeight, 
&attr); 

data→ titleWinX = attr.x; 
data->titleWinY = attr.y; 
data->titleWinWidth = attr.width; 
data->titleWinHeight = attr.height; 

return(O); 

／＊ 

＊ウィンドウの生成
＊／ 

int CreatePlotWindows(DATA *data) 
｛ 

ulong forePixel; 
ulong backPixel; 
ulong width, height; 
int screen; 
lilt l; 

int margin= O; 

Window win_id[MAX_WINDOW_COUNT]; 
int win_num~O; 

wPitch = (ulong)data->mainWinWidヒh/wCount;
hPitch = (ulong) (data->mainWinHeight-offset)/hCount; 

#ifdef DEBUG 
fprintf(stderr、"CreatePlotWindows() ¥n"); 
margュn = l; 

#endif 
／ ＊ ウ イ ン ド ウのデフォルト 1直の談定＊／

if (daヒa->orienヒation== PAPER_LANDSCAPE) { 
widヒh = DEFAULT_MAIN_WINDOW_WIDTH; 
heighヒ=DEFAULT_MAIN_WINDOW_HEIGHT; 

｝ 
else { 

width= DEFAULT_MAIN_WINDOW_HEIGHT; 
heighヒ=DEFAULT_MAIN_WINDOW_WIDTH; 

｝ 

daヒa->mainWinWidth= widヒh;
data->mainWinHeighヒ=height; 

/* PS/l¥1JこEードの枯｝合、リターン＊／

if (daヒa->mode == PS_ONLY_MODE 11 daヒa->mode== EPS_ONLY_MODE) 
reヒurn(O);

screen= DefaulヒScreen(data->display);
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forePixel = WhitePixel(data→ display, screen): 
backPixel = WhitePixel(data->display、screen):
I• メインウィンドウ U)'に成＊／

data->mainvlinid = XCreateSimpleWindow(data→ display、
DefaultRootWindow(data->display)、
0, 0, width、height,
0、forePixel, backPixel); 

／＊イペントの変，l,'j * I 
XSelectinput(data->display, data→ mainWinid, 

ExposureMask I KeyPressMask I 
StructureNoヒifyMask I SubstructureNoヒifyMask);

data->titleWinid = XCreateSimpleWindow(data->display, 
data→ mainWinid、
0、0, width, height、
margin、forePixel, backPixel); 

／ ＊イペントの認l,'l * / 
XSelectinput (data->display, data→ titleWinld、

ExposureMask I KeyPressMask); 
XMapRaised(data→ display、data→rnainWinid) ; 

for (1 = 0; i < MAX_WINDOW_COill'1T; ュ＋＋）｛

win_id[i] = XCreateSimpleWindow(data→ >display、
data->mainWinid, 
0, 0, 1, 1, 
margin、forePixel、backPixel):

／＊イペントの変聞＊／

XSelectinput(data->display, win_id[i], 
ExposureMask I KeyPressMaskJ; 

XClearWindow(data->display、win_id[i]);

／＊スクック /llf[/jうの変火＊／

XRestackWindows (data->display, win_id, MAX_WHJDOW_COUNT); 

／＊各グラフにウィンドウ IDを割り当てる＊／

data->winld[O] = win_id[O]; 

for( l = 1 ; l < MAX_GRAPH_COUNT; 1++){ 

if(data->duplicate[i] != DUPLICATE_ON) { 
win_nurn++; 

） 

data->winid[i] = win_id[win_nurn]; 
） 
／＊フゴコットウィンドウのマップ＊／

XMapSubwindows(data->display, data->rnainWinid); 
return(O); 
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／＊ 

* ACR PLOT TOOL Version 1.0 
* Version 2.0 

(cl Copyright 1997, 1998 
ATR Adaptive Communications Research Laboratories 
All Rights Reserved 

＊／ 

I' 
* graph.c ← グ ラフ J,','i[1l1fl!)J数

＊／ 

#include <stdio.h> 
#include <varargs.h> 
#include <rnath.h> 
#include <string.h> 
#include <Xll/X.h> 
#include <Xll/Xlib.h> 
#include <Xll/Xutil.h> 
jfinclude <Xll/Intrinsic.h> 
#include "graph.h" 
#include "plot.h" 

/***************************************************************************** 
＊ Name: Grinit 

Function: グラフ i'i'iWの切~JUJ化
Argument: なし

Return: なし

* Description: 
＊ クーラフハンドルの初~JUJ化を行なう。

*****************************************************************************/ 
int Grinit(void) 
（ ．．  

int 1; 
llifdef DEBUG 

fprintf I stderr, "Grini t I) ¥n") ; f flush I stderr) ; 
#endif . . . 

for I 1 = 0; 1 < GR t1AX GRAPH; 1++ ） 

gGraph[i] .on= O; 
return(O); 

/***************************************************************************** 
＊ Name: GrOpen 

Function: クーラフのオープン

Argument: 

Return: 

Display *disp I 
Window win I 

ディスプレイ構造体

ウィンドウ ID

>=0 古1)り当てたグラフハンド）レ

＜〇失ll女
* Description: 
• 1 ,;, 砂、てし、る グラフハンドルを割り ''1てる。

2・,1,,1り ,''1-Cl'.こグラフ ・h'irlto>切 JVJ化を行なう。

*****************************************************************************/ 
Graph GrOpen(DATA *data, int no) 
｛ 

int 
GrAttr 

i; 
*p; 

／＊）レープカウンタ＊／

／＊カレン，、グラフ 'i'i'l報＊／

／＊フォントサイズを グラフのii,り数が I2 より大きいなら 1/2にする。

{II_しPS/I'.)」の II、rはそのまま。 ＊／ 

Uispluy• disp; 
Window win; 
int nwindows; 
int mode; 

disp = data->display; 
win= data->winid[no]; 
nwindows = daヒa->nWindows;
mode= data->mode; 

#ifdef DEBUG 
fprintf (stderr, "GrOpen() ¥n"); fflush(stderr); 

#endif 

／＊空いているグラフ'h'i年Rを製す＊／

for ( 1 = O;i < GR_MAX_GRAPH;i++) { 
if (gGraph[i] .on== FALSE) 

break; 

if (i >= GR_MAX_GRAPH) 
return(-1); 

p = gGraph+i; 
p->on = TRUE; 
p->disp = disp; 
p->win = win; 
p->x = GR_POS_DEFAULT_X; 
p->y = GR_POS_DEFAULT_Y; 
p->width = GR_POS_DEFAULT_WIDTH; 
p->height = GR 
strcpy(p->line_style, GR_DEFAULT_LINE_STYLE); 
p->line_width = GR DEFAULT LINE WIDTH・- - -、
p->dot_size = 1. 0; 
p->xdata = NULL; 
p->xdatatype = GR_FLOAT; 
p->xrange[O] = O; 
p->xrange[l] = -1; 
p->ydata = NULL; 
p->ydatatype = GR_FLOAT; 
p->datacount = O; 
p->yrange[O] = O; 
p->yrange[l] = -1; 
／＊ラベルデータヘのポインタ（数値 (f)、または文字 (c)) * / 
p->labeldata_fp = NULL; 
p->labeldata_cp = NULL; 
／＊ラベルデータ描両mフォン 1、及びGC諒定＊／

p->dotlabel_fontname = strdup(GR_DEFAULT_FONTNAME); 
p->dotlabel_fontbold = sヒrdup(GR_DEFAULT_FONTBOLD);
p->dotlabel_fontitalic = strdup(GR_DEFAULT_FONTITALIC); 
p->dotlabel_fontsize = GR DEFAULT FONTSIZE・- -、
if ((nwindows > 12) && (mode == X_DRAW_MODE)) ( 

p->fontsize = GR DEFAULT_FONTSIZE/2; 

｝ 
if (gPSOnlyMode == False && 

grLoadFontByType(p->disp, p→ dotlabel_fontnarne, 
p->dotlabel_fontbold, p→ dotlabel_fontsize, 
p->dotlabel_fontiヒalie, &p->dotlabel_fonヒ））｛

fprintf(stderr, "Error: Can't load font¥n"); 
return(-1); 

｝ 
if (gPSOnlyMode == False) { 

p->dotlabel_gc = XCreateGC(p->disp, p->win, 0, O); 
p->dotlabel_color = NULL; 
p->dotlabel__pixel = BlackPixel(p->disp、O);
XSetFont (p->disp, p->dotlabel_gc, p->dotlabel_font->fid); 
XSetForeground(p->disp, p->dotlabel_gc、p->dotlabel__pixel);

｝ 
else 

p->dotlabel_color = NULL; 
I* ,i¥Jjl、 }.'. 「ふ'/jjohjJIJGC,1生定 （初JUJ化） ＊／ 

if (gPSOnlyMode == False) ( 
p->dot_gc = XCreateGC(p->disp, p->win、 0, 0); 
p->dot_color = NULL; 
p->dot_pixel = BlackPixel(p->disp、 0);



XSetForeground(p->disp, p->dot_gc, p→ dot_pixel); 
｝ 
else 

p->dot_color 
/* label distance*/ 
p->dotlabel_dist 
I* duplicate flag * / 
p->duplicate 

if (gPSOnlyMode == False) { 
p->foregc = XCreateGC(p->disp、p->win, 0、 0);
p->backgc = XCreateGC(p->disp, p->win, 0, 0); 

） 
p->box 
p->aspect_ratio 
p->xaxis 
p->yaxis 

= FALSE; 
= -1; 
= TRUE; 
= TRUE; 

= NULL; 

= O; 

= DUPLICATE_OFF; 

p->fontname = strdup{GR_DEFAULT_FONTNAME); 
p->fontbold = strdup{GR_DEFAULT_FONTBOLD); 
p->fontitalic = strdup{GR_DEFAULT_FONTITALIC); 
p->fontsize = GR DEFAULT FONTSIZE; 
if {{nwindows > 12) && {mode== X_DRAW_MODE)) { 

p->fontsize = GR_DEFAULT_FONTSIZE/2; 

J 
if {gPSOnlyMode == False && 

grLoadFontByType{p→ disp, p→ fontname, 
p->font:bold, p->fonヒsize, p->fonヒit:alic,
&p→ fonヒIl { 

fprintf { st:derr, "Error: Can• t load font ¥n" I ; 
return(-1); 

J 
p->xticks = NULL; 
p->num_xticks = O; 
P→ yticks = NULL; 
P→ num___yticks = O; 
P→ xlabel = NULL; 
p->ylabel = NULL; 
p->xtick_marks = NULL; 
p->num_xt:ick_marks = O; 
p->ytick_marks = NULL; 
p->num_ytick_marks = O; 
p->xticks_minor = NULL; 
P→ num_xt:icks_minor = O; 
P→ yt:icks_minor = NULL; 
p→ num_yticks_minor = O; 
p->xtick_scale = NULL; 
p->ytick_scale = NULL; 
p->decoration_color = NULL; 
p->decoration_type = l; 
if {gPSOnlyMode == False) 

p->decogc = XCreateGC{p->disp, p->win、0、0);

／＊タイト）レフォント＊／

P→ title_fontnarne = strdup{GR_DEFAULT_TITLE_FONTNAME); 
p->title_fontbold = strdup(GR_DEFAULT_TITLE_FONTBOLD); 
P→ title_fontitalic = strdup(GR_DEFAULT_TITLE_FONTITALIC); 
p->title_fontsize = GR_DEFAULT_TITLE_FONTSIZE; 
if { {nwindows > 12 I && {mode == X_DRl¥W_MODE)) { 

p->tJ.tle_fontsize = GR DEFAULT TITLE FONTSIZE・

J 
if {gPSOnlyMode == False && 

grLoadFontByType{p→ disp, 
p->tit:le_fontnarne、
p->title_fontbold, 
p->title_fontsize, 
p->title_fontitalic、
&p->title_font)) { 

fprintf{stderr、"Error: Can't load font¥n"); 
return(-1); 

｝ 
if (gPSOnlyMode == False) ( 

p->title_gc = XCreat:eGC(p->disp, p->win, 0, 0); 
p->ヒitle_color = NULL; 
p->tiヒle_pixel = BlackPixel (p->disp, 0); 
XSetFont(p->disp, p->ヒiヒle_g?, p->title_fonヒー>fid);
XSet:Foreground(p->disp, p->ヒitle_gc, p->title_pixel); 

） 
else 

p->title color = NULL; 

／＊ラペルフォント＊／

p->label_fontname = strdup(GR_DEFAULT_LABEL_FONTNAME); 
P→ label_fontbold = sヒrdup(GR_DEFAULT_LABEL_FONTBOLD);
p->label_fontitalic = strdup(GR_DEFAULT_LABEL_FONTITALIC); 
p->label_fontsize = GR_DEFAULT_LABEL_FONTSIZE; 
if ((nwindows > 12) && (mode== X_DRAW_MODE)) ( 

p->label_fontsize = GR_DEFAULT_LABEL_FONTSIZE/2; 

｝ 
if (gPSOnlyMode == False && 

grLoadFontByType(p->disp, 
P→ label_fontnaine, 
p->label_fontbold、
p-> label_fontsi ze, 
p->label_fontiヒalic、
&p->label_font)) ( 

fprintf(stderr、"Error: Can't load font¥n"); 
return(-1); 

｝ 
if (gPSOnlyMode == False) ( 

p->label_gc = XCreateGC(p->disp, p->win, 0、0);
p->label_color = NULL; 
p->label_pixel = BlackPixel (p->disp, 0); 
XSetFont(p->disp, p->label_gc, p->label_font->fid); 
XSetForeground(p->disp, p->label_gc, p->label_pixel); 

｝ 
else 

p->label_color = NULL; 

/* I 11., 序りフォント＊／

p->tick_fontname = strdup(GR_DEFAULT_TICK_FONTNAME); 
P→ tick_fontbold = strdup(GR_DEFAULT_TICK_FONTBOLD); 
P→ tick_fontitalic = strdup(GR_DEFAULT_TICK_FONTITALIC); 
p->tick fontsize = GR DEFAULT TICK FONTSIZE; 
if ((nwindows > 12) && (mode == X_DRAW_MODE)) ( 

p->tick_fontsize = GR_DEFAULT_TICK_FONTSIZE/2; 

｝ 
if (gPSOnlyMode == False && 

grLoadFontByType(p→ disp, 
p->tick_fontname、
p->tick_fontbold、
p->tick_fontsize, 
p->tick_fontitalic, 
&p→ tick_font)) ( 

fprintf(stderr、 "Error: Can't load font¥n"); 
return(-1); 

｝ 
if (gPSOnlyMode == False) ( 

p->tick_gc = XCreateGC(p->disp, p->win, 0, O); 
p->tick_color = NULL; 
p->tick_pixel = BlackPixel(p->disp, O); 
XSetFont(p->disp, p->tick_gc、p->tick_font->fid);
XSetForeground(p->disp, p->tick_gc, p→ tick_pixel); 

｝ 

else 
p→ >tick_color = NULL; 

/* E'I盛り（ 上1-,Jー）フォント＊／

p->ticksub_fontname = strdup(GR_DEFAULT_TICKSUB_FONTNAME); 
p->ticksub_fontbold = strdup(GR_DEFAULT_TICKSUB_FONTBOLD); 
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p->ticksub_fontitalic = strdup(GR_DEFAULT_TICKSUB_FONTITALIC); 
p->ticksub_fontsize = GR_DEFAULT_TICKSUB_FONTSIZE; 
if ((nwindows > 12) && (mode== X_DRAW_MODE)) ( 

p->ticksub_fontsize = GR_DEFAULT_TICKSUB_FONTSIZE/2; 
｝ 

if (gPSOnlyMode == False && 
grLoadFontByType(p->disp, 

p->ticksub_fontname、
p->ticksub_fontbold、
p->ticksub_fontsize, 
p->ticksub_fontitalic、
&p->ticksub_font)) { 

fprintf (stderr, "Error: Can't load font¥n"); 
return(-1); 

｝ 
if (gPSOnlyMode == False) { 

P→ ticksub_gc = XCreateGC(p→ disp, p→ win, 0, 0); 
p->ticksub_color = NULL; 
p->ticksub_pixel = BlackPixel(p->disp, 0); 

XSetFont(p->disp, p->ticksub_gc、p->ticksub font->fid); 
マ

XSetForeground(p->disp, p→ ticksub_gc, p→ ticksub_pixel); 
｝ 
else 

p->ticksub_color 

p->draw_mode 
p->draw_size 
p->draw_JOtr 
p->draw_buffer 
p->hold 
p->max_exp 
p->graph_type 

/* GC */ 
if (gPSOnlyMode == False) ( 

XSetForeground(p->disp, p->foregc, BlackPixel(p->disp, 0)); 

XSetForeground(p→ disp、p→backgc, WhitePixel(p→ disp, O)); 
XSetFont(p->disp、p->foregc、p->font->fid);

return(i); 

= NULi,; 

= GR_MODE_NORMAL; 
= O; 
= O; 
= NULL; 
= FALSE; 
= GR_DEFAUL1'_~!AX_EXP; 
= GR_DEFAULT_GRAPH_TYPE; 

/***************************************************************************** 
* Name: GrSet 

Funct:ion: :1/ラフ ・h'i・mの氾と定
Argument:: 

Graph gr I 
(ResourceID) I 
(ResourceValue) I 

Return: 

グラフハンド ル

'}、ノース ID
＇）ソースイ直

0 I戊:J)J

-1 失敗

* Description: 
＊ 

*****************************************************************************/ 
int GrSet(gr, va_alist) 
Graph gr; 
va_dcl 
｛ 

GrAttr *p; 
va_list ap; 
int prop; 
float *xdata, *ydata; 
float *xrange, *yrange; 
int isfont = FALSE; 
int istitle_font = FALSE; 
int islabel_font = FALSE; 
int istick_font = FALSE; 
int isticksub font= FALSE; 

int 
int 
int 
char 

is_draw_mode; FALSE; 
is_xrange 二 FALSE;
is_yrange; FALSE; 
•str; 

#ifdef DEBUG 
fprintf (stderr, "Gr Set (もd)¥n"、gr);fflush(stderr); 

#endif 
if (gr< 0 II gr>= GR_MAX_GRAPH II !gGraph[gr].on) { 

return(-1); 

p = gGraph+gr; 
va_start(ap); 
xdata = ydata = NULL; 
while (1) { 

switch (prop = va_arg(ap, int)) { 
case NULL: 

goto next; 
break; 

case GR_X: 
p~>x = va_arg(ap, float); 
break; 

case GR_Y: 
P→ y = vct_arg(ap, float); 
break; 

case GR_WIDTH: 
P→ width = va_arg(ap, float); 
break; 

case GR_HEIGHT: 
p->height = va_arg(ap、float);
break; 

case GR_LINE_STYLE: 
strcpy(p->line_style, va_arg(ap, char*)); 
break; 

case GR_LINE_WIDTH: 
p->line_width = va_arg(ap, float); 
break; 

case GR_DOT_SIZE: 
{ float *f; 

f = va_arg(ap, float *); 
if (*f > 0)  { 

p->dot_size = *£; 

｝ 
break; 

case GR_XDATA: 
xdata = va_arg(ap, float *); 
break; 

case GR_XDATATYPE: 
p->xdatatype = va_arg(ap, int); 
break; 

case GR_YDATA: 
ydata = va_arg(ap, float*); 
break; 

case GR_YDATATYPE: 
P→ ydatatype = va_arg(ap, int); 
break; 

case GR_DATACOUNT: 
p->datacount = va_arg(ap、int);
break; 

case GR_TITLE: 
p->title = strdup(va_arg(ap, char *I); 
break; 

case GR_WINDOW: 
p->win = va_arg(ap, Window); 
break; 

case GR_BOX: 
p->box = va_arg (ap、 int);
break; 
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case GR_ASPECT_RATIO: 
{ float *f; 

f = va_arg (ap, float *); 
p->aspect_ratio = *f; 

） 
break; 

case GR_XTICKS: 
p->xticks = va_arg(ap, float *); 
break; 

case GR_NUM_XTICKS: 
p->num_xticks = va_arg (ap, int) ; 
break; 

case GR_YTICKS: 
p->yticks = va_arg{ap, float*); 
break; 

case GR_NUM_YTICKS: 
p->num立 ticks=va_arg(ap、 int);
break; 

case GR_XLABEL: 
p->xlabel = strdup{va_arg{ap, char*)); 
break; 

case GR_YLABEL: 
p->ylabel = strdup(va_arg(ap, char*)); 
break; 

case GR_DECORATION_COLOR: 
str = va_arg(ap, char*); 
if (str && *str !=• ¥0') { 

p->decoraヒion_color = strdup(str); 
if {gPSOnlyMode == False) 

grAllocHighLowColor(p->disp、
p->decoration_color, 
p->decoration_pixel); 

） 

break; 
case GR_XRANGE: 

xrange = va_arg(ap、float*);
is_xrange = TRUE; 
break; 

case GR_YRANGE: 
yrange = va_arg{ap, float *); 
is_yrange = TRUE; 
break; 

case GR_FONTNAME: 
p->fontname = strdup(va_arg(ap, char*) I; 
isfont = TRUE; 
break; 

case GR_FONTBOLD: 
p->fontbold = strdup(va_arg{ap, char*)); 
isfont = TRUE; 
break; 

case GR_FONTITALIC: 
p->fontitalic = strdup(va_arg{ap, char*)); 
is font = TRUE; 
break; 

case GR FONTSIZE: 
p->fontsize = va_arg{ap, int); 
isfont = 1'RUE; 
break; 

case GR_TITLE_FONTNAME: 
p->title_fontname = strdup(va_arg(ap, char*)); 
istitle_font = TRUE; 
break; 

case GR_TITLE_FONTBOLD: 
p->title_fontbold = strdup(va_arg(ap、char*));
istitle_font = TRUE; 
break; 

case GR_TITLE_FONTITALIC: 
p->title_fontitalic = strdup{va_arg{ap、 char*));
istitle_font = TRUE; 
break; 

case GR_TITLE_FONTSIZE: 
p->title_fontsize~va_arg(ap, int); 
istitle_font~TRUE; 
break; 

case GR_TITLE_COLOR: 
｛ 

Colormap crnap; 
char *name; 
XColor ci, er; 

if (gPSOnlyMode == False) 
cmap = DefaultColormap (p->disp, 0); 

name= strdup(va_arg(ap、char*));
if (p->title_color) ( 

.Free (p->title_color); 
if (gPSOnlyMode == False) 

XFreeColors(p->disp, cmap, &p->title__pixel、 1, 0); 

｝ 
if (!*name) ( 

Free(name); 
P→ title_color = NULL; 
if (gPSOnlyMode == False) 

P→ title__pixel = BlackPixel(p→ disp、0);
break; 

｝ 
p->title_color = name; 
if (gPSOnlyMode == False) ( 

XAllocNamedColor(p->disp, cmap、p->title_color, &ci, &er); 
p->title__pixel = er.pixel; 
XSetForeground(p->disp、p->title_gc、P→title__pixel); 

｝ 
break; 

case GR_LABEL_FONTNAME: 
p->label_fontname = strdup(va_arg(ap, char*)); 
islabel_font = TRUE; 
break; 

case GR_LABEL_FONTBOLD: 
p->label_fontbold = strdup(va_arg(ap, char*)); 
islabel_font = TRUE; 
break; 

case GR_LABEL_FONTITALIC: 
p->label_fontitalic = strdup(va_arg(ap, char*)); 
islabel_font = TRUE; 
break; 

case GR_LABEL_FONTSIZE: 
p->label_fontsize = va_arg(ap, int); 
islabel_font = TRUE; 
break; 

case GR_LABEL_COLOR: 
｛ 

Colormap cmap; 
char *name; 
XColor ci、er;

if (gPSOnlyMode == False) 
cmap = DefaultColormap (p->disp, 0); 

name= strdup(va_arg(ap, char*)); 
if (p->label_color) { 

Free (p-> label_color) ; 
if (gPSOnlyMode == False) 

XFreeColors(p→ disp, cmap、&p->label_pixel、1、0);

｝ 
if (!*name) { 

Free(name); 
p->label_color = NULL; 
if (gPSOnlyMode == False) 

p->label_pixel = BlackPixel(p->disp、0);
break; 
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p->label_color = name; 
if (gPSOnlyMode == False) { 

XAllocNarnedColor(p->disp, crnap, p->label_color, &ci、&er);
p->label_pixel = er.pixel; 
XSetForeground(p->disp, p->label_gc、p->label_pixel);

｝ 
break; 

case GR_TICK_FONTNAME: 
p->tick_fontname = strdup(va_arg(ap, char*)); 
istick_font = TRUE; 
break; 

case GR_TICK_FONTBOLD: 
p->tick_fontbold = strdup(va_arg(ap, char*)); 
istick_font = TRUE; 
break; 

case GR_TICK_FONTITALIC: 
p->tick_fontitalic = strclup(va_arg(ap, char*)); 
istick_font = TRUE; 
break; 

case G凡 TICK_FONTSIZE:
p->tick_fontsize = va_arg(ap, int); 
istick_font = TRUE; 
break; 

case GR_TICK_COLOR: 
｛ 

Colormap cmap; 
char *name; 
XColor ci, er; 

if (gPSOnlyMode == False) 
cmap = DefaultColormap(p->disp, 0); 

name= strdup(va_arg(ap, char*)); 
if (p->tick_color) { 

Free(p->ヒick_color); 
if (gPSOnlyMode == Fals匂

XFreeColors(p->disp, cmap、&p->tick__pixel、1、0);

） 
if (!*name) { 

Free(name); 
p->tick_color = NULL; 
if (gPSOnlyMode == False) 

p->tick__pixel = BlackPixel(p->disp、 0);

break; 
） 

p->tick_color = name; 
if (gPSOnlyMode == False) { 

XAllocNamedColor(p->disp, cmap、p→tick_color, &ci, &er); 
p->tick__pixel = er.pixel; 
XSetForeground(p->disp, p->tick_gc, p->tick__pixel); 

｝ 
break; 

case GR_TICKSUB_FONTNAME: 
p->ticksub_fontname = strdup(va_arg(ap, char*)); 
isticksub_font = TRUE; 
break; 

case GR_TICKSUB_FONTBOLD: 
p->ticksub_fontbold = strdup(va_arg(ap, char*)); 
isticksub_font = TRUE; 
break; 

case GR_TICKSUB_FONTITALIC: 
p->ticksub_fontitalic = strdup(va_arg(ap、char*));
isticksub_font = TRUE; 
break; 

case GR_TICKSUB_FONTSIZE: 
p->ticksub_fontsize = va_arg (ap, int) ; 
isticksub_font = TRUE; 
break; 

case GR_TICKSUB_COLOR: 

Colormap 
char 
XColor 

crnap; 
*name; 
ci、er;

if (gPSOnlyMode == False) 
cmap = DefaultColormap(p->disp, 0); 

name= strdup(va_arg(ap、char*));
if (p->ticksu1;>_color) { 

Free(p->ticksub_color); 
if (gPSOnlyMode == False) 

XFreeColors(p->disp, cmap, &p->ticksub_pixel、1, 0); 

） 
if (!*name) { 

Free(name); 
p->ticksub_color = NULL; 
if (gPSOnlyMode == False) 

p->ticksub_pixel = BlackPixel(p->disp, 0); 

break; 
｝ 
p->ticksub_color = name; 
if (gPSOnlyMode == False) { 

XAllocNamedColor(p->disp, cmap, p->ticksub_color, &ci, &er); 
p->ticksub_pixel = er.pixel; 
XSetForeground(p->disp、p->ticksub_gc, p->ticksub_pixel) ; 

） 
break; 

case GR_DRAW_MODE: 
p->draw_mode = va_arg(ap、int);
is_draw_mode = TRUE; 
break; 

case GR_DRAW_SIZE: 
｛ 

int size; 
size = va_arg (ap, int); 
if (size< 0) 

break; 
if (p->d 

Free(p→ draw_buffer); 
p->draw_buffer = (Number *)malloc(sizeof(Nurnber)*size); 
p->draw_size = size; 
p->draw_ptr = 0; 
break; 

｝ 

case GR_HOLD: 
p->hold = va_arg(ap, int); 
break; 

case GR_MAX_EXP: 
p->max_exp = va_arg(ap、 int);
break; 

case GR_GRAPH_TYPE: 
p->graph_type = va_arg(ap, int); 
break; 

case GR_DUPLICATE: 
／＊グラフの軍ね合わせフラグの設定＊／

P→ duplicate = va_arg (ap、int); 
break; 

case GR_DOTCOLOR: 
I* -'点、彩ilのカラー談定（デフォルトは黒） ＊／ 

｛ 
Colormap 
XColor 
char 
char 

cmap; 
color; 
*colorname; 
*subcolname; 

colorname = strdup(va_arg(ap, char *)); 
if (gPSOnlyMode == False) 

cmap = DefaultColormap(p->disp、O);
if(colorname[OJ =='#') ( 
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p->dot_color = strdup(colorname); 
}else if ((subcolnarne = strchr(colornarne、 ':'))!=NULL){

p->dot_color = strdup(subcolname); 
p->dot_color[O)='#'; 

}else{ 
p->dot_color = strdup ('哺000000"); 

） 
if(gPSOnlyMode == False) { 

if(XParseColor(p->disp, crnap, p->dot_color, &color) 
== 0) { 
printf ("XParseColor: can't get XColor .. ¥n") ; 
color.red= O; 
color.green= O; 
color.blue= O; 

） 
if (XAllocColor (p->disp、cmap, &color) == 0) { 

printf ("XAllocColor: can't get color cell .. ¥n") ; 
p->dot_pixel = BlackPixel(p->disp、0); 

}else{ 
p->dot_pixel = color.pixel; 

） 
XSetForeground(p->disp、p->dot_gc, p->dot_pixel); 

） 

break; 
case GR_DOTLABEL_SIZE: 

/*、'・'.(ラペルのフォントサイズの談定＊／

p->dotlabel_fontsize = va_arg(ap, inti; 
if(gPSOnlyMode == False && p->dotlabel_fontsize > 0){ 

if(p->dotlabel_font I{ 

XFreeFont(p->disp, p->dotlabel_font I; 

） 
if(grLoadFontByType(p->disp, p→ dotlabel_fontname, 

p->dotlabel_fontbold,p->dotlabel_fontsize, 
p->dotlabel_fontitalic, 
&p->dotlabel_font)){ 

fprintf(stderr, "Error:Can't load font¥n"); 
return (-1); 

） 
XSetFont(p->disp, p->dotlabel_gc, p->dotlabel_font->fid); 

） 
break; 

case GR_DOTLABEL_DIST: 
／＊ ラ ペ ルをてんからどれだけはなして訂つか諒定＊／

｛ 

int dist; 
dist= va_arg(ap、 inti;
if(dist> -1 I { 

p->dotlabel_dist = dist; 

｝ 

break; 
default: 

break; 

next.: 
va_end(ap); 

／＊データ変更＊／

if (xdat.a) ( 
int. len = sizeof(Number)*p→ dat.acount.; 
Free(p→ xdat.a); 
p->xdat.a = (Number *) rnalloc (len); 
rnerncpy(p->xdat.a、xdat.a、len);

） 
if (ydat.a) ( 

int. len; 
int. rem; 

if (p->ydata) 
Free(p->ydata); 

switch (p→ draw_mode) ( 
case GR_MODE_NORMAL: 

len = sizeof(Number)*p->datacount; 
p->ydata = (Number *)malloc(len); 
memcpy(p→ ydata、ydata, len); 
break; 

case GR_MODE_FLOW: 
rem= p→ datacount -p->draw_size; 
if (rem > 0) ( 

p->datacount -= rem; 
ydata += rem; 

） 
rem= p→ datacount - (p→ draw_size -p->draw_ptr); 
if (rem < 0) ( 

len = sizeof (Number)* (p->draw_ptr+l-rem); 
memcpy(p->draw_buffer, p→ draw_buffe匹 rem, len); 
p->draw_ptr += rem; 

） 

len = sizeof(Number)*p→ datacount; 
memcpy(p->draw_buffer+p→ draw_ptr, ydata、 len);
p->draw__ptr += p->datacount; 
break; 

） 
if (p->hold == FALSE) ( 

grFreeAxisAttributes(gr); 

／＊フォント 変 更 ＊ ／

if (gPSOnlyMode == False && isfont == TRUE) ( 
if (p->font) 

XFreeFont(p->disp, p→ font); 
if (grLoadFonヒByType(p->disp, p→ fontname、

p->fontbold, p->fontsize, p→ fontitalic、
&p→ font)) ( 

fprintf (stderr, "Error: Can't load font¥n"); 
return(-1); 

｝ 
XSetFont(p→ disp, p->foregc, p→ font->fid) ; 

｝ 
／＊タイトル フォント変史＊／

if (gPSOnlyMode == False && istitle_font == TRUE) ( 
XFreeFont(p->disp、p->title_font); 
if (grLoadFontByType(p→ disp, p->title_fontnarne、

p->title_fontbold, 
p->title_fontsize、
p->tiヒle_fontiヒalic,
&p->title_font)) ( 

fprintf(stderr, "Error: Can't load font¥n"); 
return(-1); 

｝ 
XSetFont (p->disp, p->title_gc, p->title_font->fid); 

｝ 
／＊ラペルフォント変更＊／

if (gPSOnlyMode == False && islabel_font == TRUE) ( 
if (p→ label_font) 

XFreeFont(p->disp, p->label_font); 
if (grLoadFontByType(p→ disp、p->label_fontname、

p->label_fontbold, 
p->label_fontsize, 
p->label_fontitalic, 
&p->label_font)) ( 

fprintf(stderr, "Error: Can't load font¥n"); 
return(-1); 

｝ 
XSetFont(p->disp, p->label_gc, p->label_font->fid); 

｝ 
／＊目盛りフォント変吏＊／
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if (gPSOnlyMode == False && istick_font == TRUE} ( 
if (p->tick_font} 

XFreeFont(p->disp, p->tick_font}; 
if (grLoadFontByType(p→ disp, p->tick_fontname、

p->tick_fontbold, 
p->tick_fontsize、
p->tick_fontitalic、
&p->tick_font}} ( 

fprintf(stderr、 "Error: Can't load font¥n"}; 
return(-1); 

｝ 

XSetFont (p->disp, p->tick_gc, p->tick_font->fid}; 
｝ 
／＊日盛り（上1-J・）フォント変吏＊／

if (gPSOnlyMode~~False && isticksub_font~~TRUE) { 
if (p->ticksub_font) 

XFreeFont(p->disp、p->ticksub_font); 
if (grLoadFontByType(p->disp, p→ ticksub_fontname, 

p->ticksub_fontbold, 
p->ticksub_fontsize, 
p->ticksub_fontitalic, 
&p->ticksub_font)) { 

fprintf (stderr、 "Error: Can't load font¥n"); 
return(← 1); 

） 

XSetFont(p->disp、p->ticksub_gc、p->ticksub_font->fid);

／＊耕jj1hjモード変リi */ 
if (is_draw_mode == TRUE) { 
｝ 

if I is_xrange == TRUE) { 
P→ xrange[O] = xrange[O]; 
p->xrange[l] = xrange[l]; 

） 

if I is_yrange == TRUE) { 
p->yrange[O] = yrange[O]; 
p->yrange[l] = yrange[l]; 

*****************************************************************************/ 
int GrPlot(Graph gr、Number *x, int nx, Number *y, int ny, Number *lfp, char *lcp) 
（ 

GrAttr *p; 
int i; 

#ifdef DEBUG 
fprintf(stderr, "GrPlot(もd)¥n", gr); fflush(stderr); 

#endif 
if (gr < 0 11 gr >= GR_MAX_GRAPH 11 !gGraph[gr] .on) 

return(-1); 

p = gGraph + gr; 

Free(p->xdata); 
Free (p->ydata) ; 
/* yデータ＊／

p->datacount = ny; 
if (y && ny > D) ( 

int len; 
int rem; 

return(O); 

/***************************************************************************** 
* Name: GrHold 

Function: グラブh'i殴の1呆小¥'フラグのセット

Argument: 

Return・ 
Graph gr 

0 J&:J)」

-1 グ~ll父

／＊ 16 2q 

ー クーラフハンドル

* Description: 
＊ 

*****************************************************************************/ 
int GrHold(Graph gr, int on) 
｛ 

GrAttr *p; 
llifdef DEBUG 

fprintf(stderr, "GrHold(もd)¥n", gr); fflush(stderr); 
llendif 

if (gr< 0 II gr>= GR_MAX_GRAPH II !gGraph[gr].on) 
return (-1) ; 

p = gGraph + gr; 
p->hold = on; 
return (0); 

48 56 

/***************************************************************************** 
* Name: GrPlot 

Function: グラフのプロット

Argument: 

Return: 
Graph gr 

0)戊；5」

-1 リ：：：l改
* Description: 

談定されたリソース1直にしたがって描画を行なう。

実 l深にウィンドウに描画されえ',0~ は、汐この GrDraw I匁邸rで1子なう。

switch (p->draw_mode) ( 
case GR_MODE_NORMAL: 

len = sizeof (Number) *ny; 
p->ydata = (Number *) rnalloc (len) ; 
memcpy(p->ydata, y, len); 
break; 

case GR_MODE_FLOW: 
rem= p->datacount -p->draw_size; 
if (rem > 0) ( 

p->datacount -= rem; 
y +~rem; 

ー グラフハンドル

｝ 

rem= p->datacount - (p->draw_size -p->draw_ptr); 
if (rem < 0) { 

len = sizeof (Number)* (p->draw_ptr+l-rem); 
memcpy(p->draw_buffer、p->draw_buffer+rem、lenJ;
p->draw_ptr += rem; 

｝ 
len = sizeof(Number)*p->datacount; 
memcpy(p->draw_buffer+p->draw_ptr, y, len); 
p->draw_ptr += p->datacount; 
break; 

/* Xデータ＊ ／

if (x && nx > 0) ( 
int len~sizeof(Number)*nx; 
p->xdata~(Number *)malloc(len); 
memcpy(p->xdata、x, len); 

） 
else { 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, " calc xdata¥n") ;fflush(stderr); 

32 40 ＊／ 1/endif 
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p->xdata = (Number *)malloc(sizeof(Nurnber)*p->datacount); 
for (i = O;i < p->datacount;i++) 

p->xdata[i] = i+l; 

／ ＊ドット細のラペルデータヘのボインタ＊／

if (lfp !=NULL)( 
p->labeldata_fp = lfp; 

｝ 
if (lcp !=NULL) ( 

p->labeldata_cp = lcp; 
） 
/* i呆4寺フラグが立っていない場合、イ直の陣皿をクリア＊／

if (p→ hold == FALSE) ( 
grFreeAxisAttributes(gr); 
p->xrange[O] = p->yrange[O] = 0.0; 
p->xrange[l] = p->yrange[ll = -1.0; 

return (0); 

／＊ボックス／座椋軸の描画＊／

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, " draw box/axis¥n") ;fflush(stderr); 

#endif 

／＊ 8
 

16 24 32 40 48 56 ＊／ 

/***************************************************************************** 
* Name: GrDraw 

Function: グラフの描画

Argument: 
Graph gr 

Reヒurn:
0 }・戊；あり

-1 グミ！！父
* Description: 

グラフハンドル

ウィンド ウ ヘ グ ラ フ の 描 画 を 行 な う 。

*****************************************************************************/ 
int: GrDraw(Graph gr) 
｛ 

GrAttr *p; 
int i; 
XPoint *ps; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr、"GrDraw[もdi¥n". gr); fflush(stderr); 

#endif 
if (gr < O 11 gr >= GR_MAX_GRAPH 11 !gGraph[gr] .on) 

ret:urn(-1); 

p = gGraph + gr; 
#ifdef GRAPH_DEBUG 

fprintf(stderr, " hold: もd¥n"、p->hold);fflush(stderr); 
#endif 

／＊チェック＊／

if {p→ width<= 0 [ 
p->height <=。 II 
p->datacount < 0) 
return{-2); 

if {p->graph_type == GR_TYPE_METER) { 
return{grDrawMeter{gr)); 

/* duplicate が off(0) の時だけ、グラフ JWiW•i領域をクリアする＊／
if(p->duplicate ;; DUPLICATE_OFF) ( 

grClearGraph (gr); 

｝ 
if (p→ hold ;; FALSE) ( 

／＊製飾叫,'/i画＊／

if (p->decoration color) ( 
マgrDrawDecorat1on(gr); 

｝ 
else( 

I* duplicate が off(O)の時だけ、ウィンドウをクリアする＊／

if(p->duplicate ;; DUPLICATE_OFF)( 
GrClear(gr); 

#endif 

I* Vi叶堺屈YI'の 言1・ク'): * I 
if (p->hold == FALSE) ( 

grCalcAxisAt:t:ribut:es(gr); 

/* duplicateが off(0)の時だけ庫枯輝111、メモリ文字列、

X/Y軸ラペルを描画する＊／

if( p->duplicate != DUPLICATE_ON) ( 
if (p->box) ( 

XDrawRectangle(p->disp、p->win, p->foregc, 
p->Ox, p->Oy、p->Ow, p->Oh); 

｝ 
else { 

/* xi喉粽軸＊／
XDrawLine(p->disp、 p->win、 p->foregc、

p->Ox-1, p->Oy-1 + p->0h+2、
p->Ox-1 + p->Ow+2、p->Oy-1 + p->Oh+2); 

/* yH恥：日油＊／
XDrawLine(p->disp、p->win, p->foregc, 

P→ Ox-1, p->Oy-1 + p->Oh+2, 
p->Ox-1、p->Oy-1);

XDrawLine(p->disp, p->win, p->foregc, 
p->Ox-1、p->Oy-1、
(int) (p->Ox-1 + p->Aw*GR_TICK_LENGTH/3), 
p->Oy-1); 

XDrawLine(p->disp, p->win, p->foregc、
p->Ox-1 + p->Ow+2, p->Oy-1 + p->0h+2、
p->Ox-1 + p->Ow+2, 
(int) ((p->Oy-1 + p->0h+2) -p->Ah*GR_TICK_LENGTH/3)); 

） 

/* xis! 盛り文字列の+,'/i袖i* / 
if (p->num_xtick_marks > 0) { 

int i、xl, yl、x, y; 
float rx, dx; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf (stderr, " draw xtick marks¥n"); fflush(stderr); 

rx = p->xrange[l] -p→ xrange[O]; 

if (rx == 0) dx = O; 
else dx = p→ Ow/rx; 
for (i = O;i < p->num_xtick_marks;i++) { 

xl = p→ Ox+ (p→ xticks[i]-p->xrange[O])*dx; 
yl = P→ Oy + p->Oh + p→ Ah*GR_POS_XTICKS_MARGIN; 
grGetCenterPos(gr, p->xtick_marks[i]、

xl、yl, 0, GR_POS_XTICKS_HEIGHT、&x, &y); 
XDrawString(p->disp, p->win, p->tick_gc, 

x、y, p->xtick_rnarks [i], 
strlen(p→ xtick_marks[i])); 

/* -t//jpl,j鉗i.h曳びJ,n-筍： ＊／ 

grCalcAxisOrigin(gr); 
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/* Xスケールの抽 1•"f * / 
if (p->xtick_scale) ( 

int X, y, XX, yy; 
char str[20], *ptr; 
unsigned int width, height; 
X = p->Rx + p→ Rw; 
y = p->Oy + p→ Oh+ p->Ah*GR POS XTICKS_MARGIN 

+ GR_POS_XTICKS_HEIGHT; 

strcpy(str, "x"); 
strcat(str、p→ >xtick_scale); 
if ((ptr = strchr(str 、,~,))'= NULL) 

*ptr++ ='¥0'; 
grGetCenterPos(gr、str, x, y, -1, 0, &x、&y);
XDrawString(p->disp, p->win, p->tick_gc, 

x, y, str, strlen(str)); 
if (ptr) ( 

grTextWidth(p->disp, p->win, p->tick_gc, 
str、 strlen(str)、 &width、 &height);

XDrawString(p->disp, p->win、p->ticksub_gc、
x + width, y - height/2, ptr, strlen(ptr)); 

/* yl I 盛り文字ダ1J0)4,'/i\•h/ */ 
if (p->num_ytickマmarks > OJ { 

int 1、xl, yl, x, y; 
float ry, dy; 
ry = p->yrange[l] - p->yrange[O]; 
if (ry == 0) dy = O; 
else dy = p→ Oh/ry; 
for (i = O;i < p->num_ytick_marks;i++) { 

xl = p→ Ox - GR_POS_YTICKS_MARGIN; 
yl = p->Oy + p->Oh - (p→ yticks[i]-p→ yrange [OJI *dy; 
grGetCenterPos(gr, p->ytick_marks[i], xl, yl、 -1、 0、 &x, &y); 
XDrawString(p->disp、p->win, p->tick_gc, 

x, y, p->ytick_marks[i]、
strlen(p->ytick_marks[i])l; 

／＊タイトル文字列のJ,'/il•厨＊／

if (p->title && *p->title) { 
int x. y; 
unsigned int w, h; 
w = p->Aw; 
h = p->Ry; 
grGetCenterPos{gr、p->title, p->Ax, p->Ay, w, h, &x, &y); 
XDrawString(p->disp, p→ win、P→title_g7, 

x, y、p->title、strlen(p->title));

/* Xラペル文字ダtJの J//i,,,,j * / 
if (p->xlabel && *p->xlabel) { 

int X、y;
unsigned int w、h;

w = p->Ow; 
h = (p->Ay + p→ Ah) - {p->Ry + p->Rh); 
grGetCenterPos(gr, p→ xlabel, p→ Ox、p→Ry + p->Rh, w, h, &x, &y); 
XDrawString(p->disp, p->win, p->label_gc、

x, y, p->xlabel, strlen(p->xlabel)); 

I* yラベル文字 ダ1Jo:>JNi両＊／
if (p->ylabel && *p->ylabel l ( 

int X、y;
unsigned int w, h; 

w~p->Rx - p->Ax; 

／＊ 

/* duplicateが off(O)の時だけ、目盛を描圃する＊／

if(p->duplicate != DUPLICATE_ON)( 
/* x[百1盛りの描阿＊／
if (p->xticks) ( 

XSegment seg[GR_TICK_MAX_ALL_TICKS]; 
int i, len; 
float rx、dx;

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, " draw xticks¥n");fflush(stderr); 

#endif 

h = p->Oh; 
grGetCenterPos(gr、 p->ylabel、 p->Ax、 p->Ay、 h、 w, &y, &x): 
grDrawStringDownToUp(p->disp、 P→win、 P→label_gc、

x, p->Oy + p->Oh - (y -p→ Ay)' 
P→ ylabel, strlen(p→ ylabel));*/ 

grGetCenterPos(gr, p->ylabel, 0, 0, h, w, &y, &x); 
grDrawStringDownToUp(p->disp, p->win, p->label_gc, 

p->Ax + W - X、P→Oy + p->Oh -y, 
p->ylabel、strlen(p->ylabel));

/* yスケール嗅'1'jj1hj * / 
if (p→ ytick_scale) { 

ュnt x, y; 
char str[20], *ptr; 
unsigned int width, height; 
X = p→ Ox; 
y = p->Ry; 
grGetCenterPos(gr、str, x, y, -1、0, &x, &y); 

strcpy(str, "x"); 
strcat(str、p->ytick_scale);
if ((ptr = strchr(str、 oAo)) != NULL) 

*ptr++ ='¥0'; 
XDrawString(p->disp, p->win, p->tick_gc, 

x、y、Sヒr, strlen(str)); 
if (ptr) ( 

grTextWidth(p->disp、p->win, p->tick_gc、
str、 strlen(str)、 &width、 &height);

XDrawString(p->disp、p->win, p->ticksub_gc, 
x + width, y - height/2, ptr, strlen(ptr)); 

rx = p->xrange[l] - p->xrange[OJ; 
if (rx == 0 I dx = 0; 
else dx = p->Ow/rx; 

/* Major[! 盛りの描回＊／
len = p->Ah*GR_TICK_LENGTH; 
if (len < 2) len = 2; 
for (i = O;i < p->num_xticks;i++) ( 

seg[i] .xl = seg[i] .x2 = p→ Ox+ (p->xticks[i]-p->xrange[O])*dx; 
seg[i] .yl = p→ Oy + P→ Oh; 
seg[i] .y2 = p->Oy + p->Oh - len; 

｝ 

XDrawSegments(p->disp、p->win, p->foregc、seg, p->num_xticks) ; 

/* Minor[―l盛りの描111,j * / 
len = p->Ah*GR_TICK_MINOR_LENGTH; 
if {len < 1) len = 1; 
if {p->num_xticks_minor > 0) { 

for { i = 0; i < p->num_xticks_minor; i++) { 
seg(i] .xl = seg(i] .x2 = p->Ox + 

(p->xticks_minor[i]-p->xrange[OJ) *clx; 
seg(i] .yl = p->Oy + p->Oh; 

，
 



seg[i] .y2~p• Oy + p→ Oh - len; 
｝ 

XDrawSegments(p->disp、p->win, p->foregc, 
seg, p->num_xticks_minor); 

/* y「ll淀り 0)J,'/j f1l1j * / 
if (p→ yticks) { 

XSegment seg[GR_TICK_MAX_ALL_TICKS]; 
int i, len; 
float ry, dy; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 

#endif 

｝ 

fprintf(stderr, " draw yticks¥n") ;fflush(stderr); 

ry = p->yrange[l] -p->yrange[O]; 
if (ry == 0) dy = O; 
else dy = p->Oh/ry; 

/* Majorr-1盛りのj"/仰 lij * / 
len = p→ Aw*GR_TICK_LENGTH; 
if {len < 2) len = 2; 
for {i = O;i < p->num_yticks;i++) { 

｝ 

seg[i] .yl = seg[il .y2 = p->Oy + p->Oh 
- {p->yticks[i]-p->yrange[O])*dy; 

seg [ i] . xl = p→ Ox; 
seg[i] .x2 = p→ Ox+ len; 

XDrawSegments(p->disp、p->win, p->foregc、seg, p->num_yticks); 

I* Minari J盛りの粕'i11•,i * / 
len = p->Aw*GR_TICK_MINOR_LENGTH; 
if (len < 1) len = l; 
if (p->num_yticks_minor > 0) { 

for (i = O;i < p->nwn_yticks_minor;i++) ( 
seg[i] .yl = seg[i] .y2 = p→ Oy + p→ Oh 

- (p->yticks_minor[i]-p→ yrange[O])*dy; 
seg[i] .xl = p→ Ox; 
seg[i] .x2 = p->Ox + len; 

｝ 

XDrawSegments(p→ disp, p->win, p→ foregc、seg,
p->nwn_yticks_minor); 

／＊データの Jl'/i11!•l * / 
if (p->ydata) ( 

XRectangle rect[l]; 
Nwnber x, y; 
GC gc; 
int l1ne_width; 
／＊データ抽画）IJGC, 線 1(1;,loJ諒定＊／

gc = p->dot_gc; 
line width= p->dot_size; 

二
／＊プータの~-11対庫屈から絶対J.,i叶喋への変換＊／
ps = (XPoint *)malloc(sizeof(XPoint)*(p->datacount)); 
for ( 

｝ 

l = O;i < p->datacount;1++) { 
x = (p->Ox + (p->xdata [ i] -pこ>xrange[ 0 J) 

/ (p->xrange[l]-p->xrange[O]) *p->Ow); 
y = (p->Oy + p->Oh - (p->ydata[i]-p->yrange[O]) 

/(p->yrange[l]-p->yrange[O])*p->Oh); 
ps[i] .x = (int) (x+0.5); 
ps[i] .y = (int) (y+0.5); 

#ifdef GRAPH_DEBUG_EX 
｛ 

int: i; 
fprint:f(st:derr, " xrange = [%g %g]、yrange = [%g %g] ¥n", 

#endif 

p->xrange(OJ, p->xrange(l]、
P→ yrange[O]、p→yrange(l]); 

fprintf (stderr、" data = ("); 
for (i = O;i < p->datacount;i++) 

fprintf(stderr、"(もg、%g;むd、もd)"' 
p->xdata(i], p->ydata(i], 
ps[i].x, ps[i].y); 

fprintf (stderr, "J ¥n"); 

／ ＊ プ ロット領域をクリップする＊／

rect[O] .x = p->Ox-1; 
rect[O] .y = p->Oy-1; 
rect [ 0] . width = p->Ow+2; 
rect[O] .height= p->Oh+2; 
XSetClipRectangles(p->disp, gc, 

0, 0、rect, 1, Unsorted); 
／＊ 

＊綜輝 によ紅'Iiきわけ
＊／ 

I* i!'Li線＊／

））｛ if (!strcmp(p->line_style, GR_LINE_STYLE LINE 
マXSetLineAttributes(p->disp、gc, line_width、

LineSolid, CapButt, JoinMiter); 
XDrawLines(p->disp, p->win、gc,

P戸、 p->datacount、0);
XSetLineAttributes(p->disp, gc, 0、

LineSolid, CapButt、JoinMiter);
｝ 
／＊，点＊／

else if (!strcmp(p->line_style、GR_LINE_STYLE_DOT)) { 
if (p->dot_size <= 1. 0) { 

｝ 

｝ 

XDrawPoints(p->disp、 p->win、 gc、

ps, p->datacount、 0);

else { 
float d = p->dot_size/2; 
inti; 
for (i = O;i < p->datacount;i++) { 

XFillArc(p->disp, p->win, gc, 
(int)ps[i) .x - d, 
(int)ps[i] .y - d, 
(int)p->dot_size, 
(int) p->dot_size, 
0、360*64);

/*、9江線＊／

／＊点．線をオプション指定に沿って描画する＊／

else{ 
XSetLineAttributes(p->disp, gc, line_width、

LineOnOffDash, CapButt、JoinMiter);

I* ., 江線をオプションす旨定に沿って描画する＊／，

if(!strcrnp{p->line_style、GR_LINE_STYLE_DASH))(
XSetDashes(p->disp, gc, 0, 

gr_dashー_pattern_dash、GR_DASH_PATTERN_DASH_LEN);
｝ 
else if(!strcrnp(p->line_style, GR_LINE_STYLE_DOTTEDLINE)) ( 

XSetDashes(p->disp, gc, 0, 

｝ 

gr_dash_pattern_dottedline, 
GR_DASH_PATTERN_DOTTEDLINE_LEN); 

else if(!strcrnp(p->line_style、GR_LINE_STYLE_DASH_LONG)){
XSetDashes(p->disp、gc、0,

gr_dash_pattern_dash_long, GR_DASH_PATTERN_DASH_LONG_LEN); 
｝ 

else if(!strcrnp(p->line_style, GR_LINE_STYLE_DOTTEDLINE_LONG)) ( 
XSetDashes(p->disp、gc, 0、
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gr_dash__pattern_dottedline_long、
GR_DASH_PATTERN_DOTTEDLINE_LEN); 

） 
XDrawLines(p->disp, p->win, gc, 

ps, p->datacount、 OJ;
XSetLineAttributes(p->disp, gc、0、

LineSolid、CapButt, JoinMiter); 
｝ 
／＊各，＇ばにラベルを払', < * I 

／＊ 

int 

if{ p->labeldata_fp != NULL I I p→ labeldata_cp != NULL I { 
grDrawDotLabel{ gr、ps I; 

）＊／ 

XSetClipMask(p->disp, gc、 (int)NULL);
Free(ps); 

XFlush (p->disp) ; 
／ ＊次のグラフが1-.,1,,さに詣定されているなら、それを呼び出す＊／

p++; 
if(p->duplicate == DUPLICATE_ON) ( 

GrDraw(gr+l) ; 

return IO I; 

grTextWidth(Display *display、 Windowwindow、 GCgc、
char string[], int length, 
unsigned int *textWidth、unsignedint *textHeight) 

Font font; 
XFontStruct *font_st; 
XCharStruct char_st; 
XGCValues gcval; 
int font_asc, font_dsc; 
int direction; 

I*•j I数チェック＊／

if (!string 11 ! *string) 
return(-1); 

/* GC中 の フ ォ ン ト の 取得＊／

XGetGCValues(display、gc, GCFont I GCForeground I GCBackground、&gcval);

／ ＊フォント構造作の収得＊／

if ((font_st = XQueryFont(display, gcval.font)) == NULL) 
return(-1); 

XTextExtents(font_st、 string, length, 
&direction, &font_asc, &font_dsc, &char_st); 

／＊文字 •I間の切：出 (by pixel) */ 
*textWidth = XTextWidth(font_st、 string, length); 

／＊文'j・:、・::;の鈴：出 (bypixel) */ 
*textHeight = font_asc + font_dsc; 
return(O); 

int 
grDrawStringDownToUp(Display *display, Window window, GC gc、

int x, int y, char string[], int length) 

Font font; 
XFontStruct *font_st; 
XCharStruct char_st; 
XGCValues gcval; 
int font_asc, font_dsc; 
int direction; 
unsigned int textWidth; 

unsigned int textHeight; 
XIrnage *src, *dst; 
Pixmap pix; 
int i, J; 
long pixel; 
unsigned int depth; 
int format; 
int bitrnap_pad; 

／＊り l姿父-,-ェック＊／

if (!string 11 ! *string) 
return (-1) ; 

/* GC中 の フ ォントの収得＊／

／＊カウンタ＊／

XGetGCValues(display, gc、GCFont I GCForeground I GCBackground, &gcval); 

／＊フォント構造体の取得＊／

if ((font_st = XQueryFont(display, gcval.font)) == NULL) 
return(-1); 

XTextExtents(font_st, string、length,
&direction、&font_asc, &font_dsc、&char_st);

depth= DefaultDepth(display、DefaultScreen(display));

／＊文字,11;,¥の切：出 (bypixel) */ 
textWidth = XTextWidth(font_st, string, length); 

／＊文字,・::;o)j;:1:/_l¥(by pixel) */ 
textHeight = font_asc + font_dsc; 

／＊文:,;-:ダlJai'/i11hj JIJのピクスマップ作成＊／

pix= XCreatePixmap(display, window, textWidth, textHeight、depth);
/* XSetForeground(display, gc、gcval.background) ; * / 

XSetForeground(display, gc, WhitePixel(display, O)); 
XSetBackground (display, gc, gcval. foreground) ; 
XFillRectangle(display, pix, gc, 0, 0, textWidth, textHeight); 
XSetForeground(display, gc, gcval. foreground); 
XSe tBackground (display, gc, gcval. background) ; 

／＊文字ダリの描画＊／

XDrawString(display, pix, gc、0, font_asc, string, length) ; 

／＊文字列耕噂iのピクスマップのコピー＊／

format= ZPixmap; 
bitmapJ)ad = 8; 
src = XGetimage(display, pix, 0、0, textWidth、textHeight,

1、format);
if (src == NULL) return(-1); 

I* l"i転先のイ メージ構造休の作成＊／
ds t = XCreateirnage (display, Defaul tVisual (display, Defaul tScreen (display) J、

depth, format, 0, NULL、textHeight, textWidth、
bi trnap_pad、 0);

if (dst == NULL) ( 
XDestroyimage(src); 
return (-1) ; 

｝ 

dst->data = (unsigned char *)malloc(dst->bytes_per_line * texヒWidth*4);
if (dst->data == NULL) { 

｝ 

XDestroyimage(src); 
XFree(dst); 
return(-1); 

／ ＊ 文 字 列 の 回転＊／

for ( O;i 1 = < textHeight;i++) { 
for (j = 0; j < textWidth; j ++) { 

pixel= XGetPixel(src、j, i); 
XPutPixel(dst、 i, textWidth - j - 1, pixel) ; 
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／＊ウィンドウヘJ,'/jJIIJj */ 
XPutirnage(display, window、 gc、 dst, 0、 0、

x - font_asc、y - textWidth, textHeight, textWidth); 

XFreePixrnap (display, pix); 
XDestroyirnage(src); 
XFree(dsヒ→data); 
return(O); 

int 
grDrawMeter(gr) 
int gr; 
（ 

GrAttr *p; 
#ifdef GRAPH_DEBUG 

fprintf(stderr, "grDrawMeter(もd)¥n", gr);fflush(stderr); 
#endif 

ュf (gr < 0 11 gr >= GR_MAX_GRAPH 11 !gGraph[gr] .on) 
return(-1); 

p = gGraph+gr; 
／＊チェック＊／

if (p->width <= 0 I 
p->height <=。 II 
p->datacount < 0) 
return(→ 2); 

/* Hを1来属性の、ii切：＊／

if (p→ hold == FALSE) { 
grCalcAxisAttributes(gr); 

／＊れ','j"'''領域の，ll切：＊／
grCalc釦xisOrigin(gr);
/* duplicate力ゞ off(O)の IIかだけ、グラフ描画領域をクリアする＊／

if(p->duplicate == DUPLICATE_OFF){ 
grClearGraph(gr); 

／＊焚師の11'/i!'1•l * / 
if (p->hold == FALSE) ( 

if (p->decoration color) ( 
-:-

grDrawDecoration(gr); 
｝ 
else { 

/* duplicateが off(O)の時だけ、ウィンドウをクリアする＊／

if(p->duplicate == DUPLICATE_OFF) ( 
GrClear(gr); 

／＊ボックス I1,1をt:・{,1,111の描両＊／

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, " draw box/axis¥n") ;fflush(stderr); 

#endif 
/* yl I盛り文字ダリの描 l山j * / 
if (p->num__ytick_marks > 0) { 

int i, xl, yl, x、y;
float ry, dy, ra, Oa; 
int Ox, Dy, Oh、L;

ry = p→ yrange[l] - p->yrange[OJ; 
if (ry == 0) dy = 0; 
else dy = p->Oh/ry; 

Oa = atan((float)p->Oh/p->Ow*2); 
ra = M_PI - 2*0a; 

Ox= p→ Ox+ p→ Ow/2; 
Oy = p→ Oy + p->Oh; 
Oh= p->Oh; 

for (i = O;i < p->num_ytick_marks;i++) { 
dy = (p→ yticks[i]-p→ yrange[O])/ry; 
grGetPointByAngle(Ox, Oy, (float)Oa+ra*dy、

(float)Oh*GR_POS_METER_TICK_MARKS, &xl, &yl); 
grGetCenterPos(gr, p->ytick_rnarks[i]、 xl、 yl, 0、 0, &x, &y); 
XDrawString(p->disp、p->win, p->tick_gc, 

x、y, p->ytick_marks[i]、
strlen(p→ ytick_marks [ i l I I ; 

／ ＊ タ イ ト ル文字列の描両＊／

if (p->hold == FALSE) { 
if (p->ti tle && *p← >title) { 

int x, y; 
unsigned int w, h; 

w = p->Aw; 
h = P→ Ry; 
grGetCenterPos(gr, p->title、p->Ax, p->Ay, w, h, &x, &y); 
XDrawString(p->disp, p→ win, p->title_, 巴

x、y, p->title, strlen(p→ title)); 

/* Xラベル文字列の描阿＊／

if (p->xlabel && *p->xlabel) { 
｝ 

/* x[l 11, 吝りの描画＊／

if (p->xticks) ( 
｝ 

/* y曰盛りの描両＊／
if (p->yticks) { 

XSegrnent 
int 
float 
int 

seg[GR_TICK_MAX_ALL_TICKS]; 
i、len;
ry, dy, ra, Oa; 
Ox, Oy, Oh, L, x, y; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 

#endif 
fprintf (stderr、" draw yticks¥n");fflush(stderr); 

ry = p→ yrange(ll -p→ yrange(OJ; 
if (ry == 0) dy = O; 
else dy = p→ Oh/ry; 

Oa = atan((float)p->Oh/p->Ow*2); 
ra = M_PI - 2*0a; 
Ox= p->Ox + p->Ow/2; 
Oy = p→ Oy + p->Oh; 
Oh= p->Oh; 

/* Major目盛りの描両＊／

len = p->Aw*GR_TICK_LENGTH; 
if (len く 2) len = 2; 

for (i = 0; i < p->num_yticks; i++) { 
dy = (p->yヒicks[i]-p->yrange[O])/ry;
grGetPoinヒByAngle(Ox, Oy, (floaヒ） Oa+ra*dy、

seg[i] .xl = x; 
seg[i] .yl = y; 

(float)Oh*GR_POS_METER_MAJOR_TICKSl、&x, &y); 

grGeヒPointByAngle(Ox、 Oy、 (float)Oa+ra *dy、
(float)Oh*GR_POS_METER_MAJOR_TICKS2、&x, &y); 

seg[i] .x2 = x; 
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s eg [ i J . y2~y; 
） 
for [i~O;i < p→ num_yticks;i++) { 

seg[i] .xl -~l; 
seg[i] .x2 -~l; 

｝ 
XSetForeground(p→ disp, p->decogc, p->decoration_pixel[l]); 
XDrawSegments(p→ disp、p->win、p->decogc, seg、p→num__;yヒicks);
for (i = 0; i < p->num__;yticks; i++) ( 

seg[i] .xl += 2; 
seg[i] .x2 += 2; 

｝ 
XSetForeground(p→ disp, p->decogc, p→ decoration_pixel[2]); 
XDrawSegments(p→ disp, p→ win, p→ decogc, seg, p→ num__;yticks); 
for (i = O;i < p->num立 ticks;i++) ( 

｝ 

seg[i] .xl -= l; 
seg[i] .x2 -= l; 

XDrawSegments(p->disp, p->win、p->foregc, seg, p->num__;yticks); 

I* Minor 1・'1盛りのJi'/i11l,j */ 
len = p→ Aw*GR_TICK_MINOR_LENGTH; 
if (len < 11 len 二 l;
for (i = O;i < p→ num_yticks_minor;i++) { 

） 

dy = (p→ yticks_minor(i]-p->yrange(O])/ry; 
grGetPointByAngle(Ox, Oy、 (float)Oa+ra*dy、

seg[i] .xl~x; 
seg[i] .yl~y; 

(float)Oh*GR_POS_METER_MINOR_TICKSl, &x、&y);

grGetPointByAngle(Ox、Oy, (float)Oa+ra*dy, 

seg[i] .x2 = x; 
seg[i] .y2 = y; 

(float)Oh*GR_POS_METER_MINOR_TICKS2、 &x, &y); 

XSetForeground(p->disp, p->decogc, p->decoration__pixel[O]); 
XDrawSegments(p->disp、p->win, p->decogc, seg, p->num_yticks_minor); 
for (i~O;i < p->num_yticks_minor;i++) ( 

｝ 

seg[i] .xl -~1; 
seg[i] .x2 -~1; 

XSetForeground(p→ disp, p→ decogc、P→decoration__pixel[l]); 
XDrawSegments(p->disp、p->win, p→ •decogc, seg, p->num_:yヒicks_minor);
for (i = O;i < p→ num_:yticks_minor;i++) { 

｝ 

seg[i] .xl += 2; 
seg[i] .x2 += 2; 

XSetForeground(p→ disp, p→ decogc, p->decoration__pixel[2]); 
XDrawSegments(p->disp, p→ win, p→ decogc、 seg, p->num⇒ ,ticks_minor); 

I. Cアークの.J//;1,1,j • / 

if (p->ydata) { 
XSegment 
int 

seg [1]; 
l、len;

float 
int 
float 

ry, dy、ra、Oa;
Ox, Oy, Oh、L、x、y;
yd; 

#ifdef GRAPH DEBUG 

#endif 
fprintf(stderr, " draw ydata¥n");fflush(st:derr); 

／＊データの平均を求める＊／

yd~O; 
for (i~O;i < p->datacount;i++) { 

yd+~p->ydata[i]/p->datacount; 

ry = p->yrange [ 1 J -p->yrange [ 0 J ; 
if (ry == 0) dy = O; 
else dy = p→ Oh/ry; 

int 

Oa = atan((float)p->Oh/p->Ow*2); 
ra = M_PI - 2*0a; 
Ox= p→ Ox+ p->Ow/2; 
Oy = p→ Oy + p->Oh; 
Oh= p→ Oh; 

len = p->Aw*GR_TICK_LENGTH; 
if (len < 2) len = 2; 

dy = (yd-p->yrange[OJ) /ry; 

I* ;)屯0月チェック＊／

if (dy > 1.0) dy = 1.1; 
else if (dy < 0) dy = -0.1; 
grGetPointByAngle(Ox, Oy, (float)Oa+ra*dy, 

seg[O] .xl = x; 
seg[O] .yl = y; 

(float)Oh*GR_POS_METER_STINGl, &x, &y); 

grGetPointByAngle(Ox, Oy、 (float)Oa+ra*dy,
(float)Oh*GR_POS_METER_STING2, &x, &y); 

seg[O].x2 = x; 
seg[OJ .y2 = y; 
XSetForeground(p->disp, p->decogc, p→ decoration__pixel[O]); 
XDrawSegments{p->disp、p->win, p->foregc, seg, 1); 

seg[O] .xl -= 1; 
seg[O].x2 -= l; 
XSetForeground(p->disp, p->decogc, p->decoration_pixel[l]); 
XDrawSegments (p->disp, p->win, p->decogc, seg, 1); 

seg[O] .xl += 2; 
seg[O] .x2 += 2; 
XSetForeground(p->disp, p->decogc、p->decoration_pixel[2]);
XDrawSegments(p->disp, p->win, p->foregc, seg、 1);

XFlush(p->disp); 

return(O); 

grGetPointByAngle(x, y, a, h, xx、yy)
int x, y; 
float a; 
float h; 
int *xx, *yy; 
｛ 

float w; 

w = h/tan(a); 
*xx= x -w; 
*yy = y - h; 
return (0); 

int 
grClearGraph(gr) 
ュnt gr; 
｛ 

GrAttr *p; 
XPoint ps [4]; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr、 "grClearGraph(%d)¥n", gr); fflush(stderr); 

#endif 

if (gr < 0 I I gr >= GR_MAX_GRAPH I I ! gGraph [gr] . on) 
return(-1); 
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p = gGraph+gr; 
ps[OJ .x = ps[3} .x = p→ Ox; 
ps[O} .y = ps[l} .y = p->Oy; 
ps[l} .x = ps[2} .x = p→ Ox+p→ Ow; 
ps[2] .y = ps[3] .y = p->Oy+p->Oh; 

XFillPolygon(p->disp、p->win、p->backgc、

return{O); 

int 
GrClear{gr) 

~nt gr; 

ps, 4, Convex, CoordModeOrigin); 

GrAttr *p; 
XPoint ps[4]; 
unsigned int width、 height;

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf{stderr、 "GrClear{%d)¥n", gr); fflush{stderr); 

#endif 

if (gr < 0 11 gr >= GR_MAX_GRAPH 11 !gGraph[gr] .on) 
return (-1); 

p = gGraph+gr; 
if (p->width <= 0 11 

p->height <= 0) 

return { -2) ; 

grGetWindowSize(gr, &width, &height); 
ps[OJ .x = ps[3] .x = O; 
ps[OJ .y = ps[l] .y = O; 
ps[l] .x = ps[2] .x = width; 
ps[2] .y = ps[3] .y = height; 
XFillPolygon{p->disp, p->win, p->backgc, 

return(O); 

int 
GrClose(gr) 

tnt gr; 

ps, 4, Convex、CoordModeOrigin);

GrAttr *p; 
1/ifdef GRAPH_DEBUG 

fprintf (stderr, "GrClose('l;d) ¥n"、gr);ff lush (stderr); 
#endif 

if (gr < 0 11 gr >= GR_MAX_GRAPH 11 gGraph[gr] .on) 
return(-1); 

p = gGraph+gr; 
p->on = O; 
Free (p->xdata); 
Free (p->ydata) ; 
XFreeGC(p->disp, p->foregc); 
XFreeGC(p->disp, p->backgc); 
Free(p->fontname); 
Free (p->fontbold) ; 
Free(p->fontitalic); 
Free(p->title); 
Free(p->xticks); 
Free(p->yticks); 
Free (p->xlabel) ; 
Free(p->ylabel); 
if (p->xtick7marks) ( 

lilt l; 

for(i = O;i < p->num_xtick_marks;i++) 
Free(p->xtick_marks[i]); 

Free(p->xtick_rnarks); 

｝ 
if (p->ytick_rnarks) ( 

int i; 
for(i = O;i < p->num__ytick_rnarks;i++) 

Free (p->ytick_rnarks [ i]); 
Free(p->ytick_rnarks); 

｝ 
Free (p->xticks_rninor); 
Free(p->yticks_minor); 
Free(p->xtick_scale); 
Free (p->ytick_scale) ; 
Free(p->decoration_color); 

／＊タイトルフォントの昭放＊／

Free(p->title_fontname); 
Free(p->title_fontbold); 
Free(p->title_fontitalic); 
if (p->ti tle_font I 

XFreeFont(p->disp, p->title_font); 
Free (p->title_color); 
if (p->title_gc) 

XFreeGC(p->disp、p->ヒitle_gc);

／＊ラペルフォントの解放＊／

Free(p->label_fontnarne); 
Free (p->label_fontbold); 
Free (p->label_fontitalic); 
if (p->label_font) 

XFreeFont(p->disp, p->label_font); 
Free (p->label_color); 
if (p->label_gc) 

XFreeGC(p->disp、p->label_gc);

／＊口盛りフォントのIり紅'(,放＊／

Free(p->tick_fontname); 
Free (p->tick_fontbold) ; 
Free (p->tick_fontitalic) ; 
if (p->tick_font) 

XFreeFont(p->disp, p->tick_font); 
Free (p->tick_color); 
if (p->tick_gc) 

XFreeGC(p->disp, p->tick_gc); 

／＊ラペルデータ描両JTJフォント、点、線JW,画）―!JGCの昭放＊／

Free (p->dotlabel_fontname) ; 
Free (p->dotlabel_fontbold); 
Free(p->dotlabel_fonヒitalic);
if (p->dotlabel_font) 

XFreeFont(p->disp、p->dotlabel_font);
Free(p->dotlabel_color); 
if (p->dotlabel_gc) 

XFreeGC(p->disp, p->dotlabel_gc); 
if (p->dot_gc) 

XFreeGC(p->disp, p->dot_gc); 
／＊ラペルデータの解放＊／

XFree (p->labeldata_fp); 
XFree(p->labeldata_cp); 
reヒurn(O);

int 
grDrawDecoration(gr) 

~nt gr; 

GrAttr *p; 
XPoint ps[6]; 
int pt[4]; 
int W, N; 
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#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr、 "grDrawDecoration(%d)¥n", gr); fflush(stderr); 

#endif 
p = gGraph+gr; 
if (p->graph_type == GR_TYPE_METER) { 

W = 3; 
N = 3; 

／＊駆色＊／

XSetForeground(p->disp, p->decogc、p→decoration_pixel [0]); 
XFillRectangle(p→ disp, p→ win, p->decogc, 

P→Ax、P→Ay, p->Aw、p->Ah);

／＊内枠＊／

pt[O] = pt[l] = W; 
pt[2] = pt[3] = N; 

grDrawFrame(p→ disp, p->win、p->decogc、
p->decoration_pixel[l], 

／＊外枠＊／

N = 1; 

P→ decoration_pixel[2], 
FALSE, 
p->邸， p→Ry、p->Rw、p→Rh、pt);

pt[O] = pt[l) = N; 
pt[2) = pt[3) = N; 
grDrawFrame(p->disp, p->win, p->decogc, 

P→ decoration_pixel [ 1] , 
p->decoration」 ixel[2),
TRUE、
p->Ax、p->Ay、p->Aw、p->Ah, pt); 

XFillRectangle(p->disp, p->win、p->backgc,
p->Rx, p->Ry、p->Rw、p->Rh};

return(O); 

switch (p→ decoration_type) ( 
case 0: 

break; 
case 1: 

W = 4; 

N = 2; 

I* JJ;c色＊／

XSetForeground(p->disp, p->decogc、p->decoration_pixel[O]);
XFillRectangle(p→ disp、p->win、p->decogc,

p->Ax、P→Ay, p->Aw、p->Ah).;

/* rJ、J~,, * I 
pt[O] = pt[l] = W; 
pt[2] = pt[3] = N; 
grDrawFrame(p->disp, p->win, p->decogc, 

p->decoration_pixel[l]、

／＊ タト村' * I 
N = l; 

P→ decoration_pixel[2]、
FALSE, 
p->Ox, p->Oy, p->Dw、p->Oh、pt);

pt[O] = pt[l] = N; 
pt[2] = pt[3] = N; 

grDrawFrame(p->disp、p->win, p->decogc、
p->decorat:ionェixel[ l]. 
p->decoration」)ixel[2J,
TRUE, 
p->Ax, p->Ay、p->Aw, p->Ah、pt);

XFillRectangle(p->disp, p->win, p->backgc、
p->Ox, p->Oy、p->Ow, p->Oh); 

int 

break; 

case 2: 
/* JJ;(fr._. */ 
XSetForeground(p->disp, p->decogc、p->decoration__i;泣xel[OJ);
XFillRectangle(p->disp, p->win, p->decogc, 

p->Ax, p->Ay、p->Aw, p->Ah); 

I* I勺十作 ＊／ 

pt[OJ = pt[l) = N; 
pt[2] = pt[3] = N; 

grDrawFrarne(p->disp、p->win, p->decogc, 
p->decoration_pixel[l)、
p->decoration_pixel (2 J, 
FALSE, 
p->Rx, p->Ry、p->Rw、p->Rh, pt); 

XFillRectangle(p->disp、p->win, p->backgc, 
p->Rx, p->Ry、p->Rw, p->Rh); 

break; 
｝ 
grClearGraph(gr); 

return(O); 

grDrawFrame(disp, win, gc, high, low, outer、x、y、w, h, pt) 
Display *disp; 
Window win; 
GC gc; 
unsigned long high、low;
int outer; 
int x, y, w、h;
int pt[4]; 
｛ 

XPoint ps[6]; 

if (outer== TRUE) { 
I* ll;'i色＊／

｝ 

ps[O] .x = x+w; ps[OJ .y = y+h; 
ps[l].x = O; ps[l].y = -h; 
ps[2] .x = -pt[2]; ps[2] .y = pt[3]; 
ps[3] .x = O; ps[3] .y = h-pt[3]-pt[l]; 
ps[4] .x = -(w-pt[OJ-pt[2] I; ps[4] .y = O; 
ps[SJ.x = -pt[O]; ps[SJ.y = pt[l]; 
XSetForeground(disp、gc, low); 
XFillPolygon(disp, win, gc, 

ps, 6、Complex, Coorc!ModePrevious I ; 

I* I刃色＊／

ps[OJ .x = O; ps[OJ .y = O; 
ps[l] .x = O; ps[l] .y = h; 
ps[2] .x = pt[O]; ps[2] .y = -pt[l]; 
ps[3] .x = O; ps[3] .y = -(h-pt[3]-pt[l] I; 
ps[4].x = w-pt[O]-pt[2]; ps[4].y = O; 
ps[SJ.x = pt[2]; ps[SJ.y = -pt[3]; 
XSetForeground(disp, gc, high); 
XFillPolygon(disp, win, gc, 

ps, 6, Complex, Coorc!ModePrevious) ; 

else { 
／＊陪色＊／

ps[OJ .x = x; ps[OJ .y = y; 
ps[l] .x = O; ps[l] .y = h; 
ps[2] .x = -pt[OJ; ps[2] .y = pt[l]; 
ps[3] .x = O; ps[3] .y = -(h+pt[l]+pt[3] I; 
ps[4] .x = w+pt[OJ+pt[2]; ps[4] .y = O; 
ps[SJ .x = -pt[2]; ps[SJ .y = pt[3]; 
XSetForeground(disp, gc, low); 
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int 

｝ 

XFillPolygon(disp, win, gc, 
ps, 6, Complex, Coorc!ModePrevious); 

I* rリJ色＊／

ps[O].x = x+w; ps[O].y = y+h; 
ps[l] .x = O; ps[l] .y = -h; 
ps(2].x = pt[2]; ps[2].y = -pt[3]; 
ps[3] .x = O; ps[3] .y = h+pt[l]+pt[3]; 
ps[4] .x = -(w+pt[O]+pt[2] I; ps[4] .y = O; 
ps[S] .x = pt[Ol; ps[S] .y = -pt[l]; 
XSetForeground(disp, gc, high); 
XFillPolygon(disp, win, gc, 

ps, 6, Complex, CoordModePrevious); 

return IO); 

grMakeTickMarks(ticks, num_ticks、marks, num_marks、tick_scale, rnax_exp) 
float *ticks; 
int num_ticks; 
char ***marks; 
int *num_marks; 
char **tick_scale; 
int max_exp; 
（ 

char **strs; 
int l, n; 

float x, xl, x2, ex, exp_val; 
char str[40]; 
char *fmt; 
char *p; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf (stderr, "grMakeTickMarks (I ¥n" I ; f flush (stderr) ; 

#endif 

if (num_ticks <= 0 I { 
return(O); 

xl = (ticks[O] > 0 ? ticks[O]: -ticks[O]); 
x2 = Iヒicks[num_t:icks-1] > 0 ? ヒicks[num_ticks-1]: -ticks [num_ticks-1]); 
x = (xl < x2 ? x2 : xl) ; 
ex= l; 
st:rs = (char **)malloc(sizeof(char *)*num_ticks); 

£mt= "も3.le"; 
sprinヒf(str, £mt, x); 
p = st:rrchr(str,'e'); 
if (p) ( 

*p++ ='¥0'; 
n = at:oi(p); 
if (max_exp < n 11 n < -max_exp) ( 

ex = explO (n); 

｝ 

sprint:f(str, "10'%d"、n);
*tick_scale = strdup(str); 

#ifdef GRAPH_DEBUG 

#endif 
） 

fprintf(stderr, " xl=%g,x2=%g,x=%g,p=%s,n=岩d, ex=%g, scale=%s¥n", 
xl, x2, x, p、n、ex, *tick_scale ? *tick_scale: "null" I; 

fmt = "招g";
for (i = O;i < num_ticks;i++I ( 

sprintf(str, fmt, ticks[i]/ex); 
strs[i] = strdup{str); 

｝ 

*num_marks = num_ticks; 
*marks= strs; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
｛ 

ュnt i; 
fprintf (stderr、" tick marks = [") ; 
for ( 1 = 0;1 < * num_marks;1++) 

） 
#endif 

fprintf(stderr, "¥"%s¥" ", (*marks)[i]); 
fprintf (stderr, "] ¥n") ; ff lush (stderr) ; 

return(O); 

int 
grMakeXtickMarks(gr) 

int gr; 

GrAttr *p; 
int 1、xl, yl、x、y;
float rx, dx; 
char str[40); 
char *fmt; 
double max_value; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
frintf(stderr, "grMakeXtickMarks(をd)¥n", gr); fflush(stderr); 

#endif 

if (gr < 0 11 gr >= GR_MAX_GRAPH 11 !gGraph[gr) .on) 
return(-1); 

p = gGraph+gr; 

/* X哨11の 自 盛り文字列＊／
if (p->num_xticks > 0 && !p->xticks) ( 

fprintf(stderr、"Error: fatal in grMakeXtickMarks(屯d)¥n"、
p->num_xticks); 

return(-1); 

） 
if (p->num_xticks > 0) ( 

max_value = pow(lO.O、p->max_exp);
p->xtick_marks = (char **)malloc(sizeof(char *)*p->num_xticks); 

/* if (p->xrange[O) <= -10000.0 I I p->xrange[l) >= 10000.0)*/ 
if (p->xrange[O] <= -max_value 11 p->xrange[l) >= max_value) 

fmt = "も3.le"; 

｝ 

else 
fmt = "告g";

for (i = O;i < p->num_xticks;i++) { 
sprintf(str, fmt, p->xticks[i)); 
p->xtick_marks[i] = strdup(str); 

p->nurn_xtick_rnarks = p->nurn_xticks; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
｛ 

｝ 
#endif 

int i; 
frintf{stderr, " xtick_rnarks = ["); 
for (i = O;i < p->nurn_xtick_rnarks;i++) 

fprintf(stderr, "¥"%s¥" "、 p->xtick_rnarks[i]); 
fprintf (stderr, "l ¥n"); ff lush(stderr); 

return{O); 

int 
grMakeYtickMarks(gr) 

~nt gr; 

GrAttr *p; 
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int 
float 
char 
char 
double 

1, xl, yl、x、y,
rx, dx; 
str[40]; 
*fmt; 
max_value; 

llifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr、 "grMakeYtickMarks(%d)¥n", gr);fflush(stderr); 

#endif 

int 

if (gr < 0 11 gr >= GR_MAX_GRAPH 11 !gGraph[gr] .on) 
return (-1); 

p = gGraph+gr; 

/* y中111の 目盛 り文 字ダlj * / 
if (p->num_yticks > 0 && !p->yticks) { 

｝ 

fprintf(stderr, "Error: fatal in grMakeYtickMarks (もd)¥n", 
p->num_yticks); 

returnhl); 

if (p→ num_yticks > 0 I { 

｝ 

max_value = pow(lO.O, p->max_exp); 
p->ytick_marks = (char **)malloc(sizeof(char *)*p->num_yticks); 
if (p->yrange[O] <= -max_value 11 p->yrange[l] >= max_value) 

fmt="%3.le"; 
else 

fmt = "もg";
for (i = O;i < p->num_yticks;i++) { 

sprintf(str, fmt、p->yticks[ i]) ; 
p->ytick_marks[i] = strdup(str); 

p->num_ytick_marks = p->num_yticks; 

return (0 I; 

grGetWindowSize(gr, width, height) 
int gr; 
unsigned int *width; 
unsigned int *height; 
｛ 

Window 
unsigned int 

root; 
x, y, border, depth; 

1£(gr< 0 11 gr >= GR_MAX_GRAPH 11 !gGraph[gr] .on) 
return I -1) ; 

XGeヒGeomeヒry(gGraph[gr].disp, gGraph[gr] .win、&root,
&x, &y, widt:h、height, &border, &dept:h); 

llifdef GRAPH_DEBUG 
£print:£(st:derr, "grGetWindowSize I %d、もd、もd)¥n", 

gr、 *width, *height); fflush(stderr); 
llendif 

return(O); 

ュnt
grGetCenterPos(gr, str、X, y, W、h, xx、yy)
int gr; 
char *str; 
int x, y; 
int w, h; 
int *xx, *yy; 

｛ 
XCharStruct cs; 
int dir、ascent, decent、
int width, height; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf I stderr, "grGetCenterPos (%d、¥"%s¥",%d,%d,%d,%d、...I ¥n"、

gr, str、X, y、w, h);fflush(stderr); 
#endif 

XTextExtents(gGraph[gr] .font、str、strlen(str)、 &dir、
&ascent, &decent, &cs); 

width= cs.rbearing - cs.lbearing; 
height= cs.ascent+ cs.descent; 

／＊才「かせ＊／
if (w < 0) 

*xx= x - (width - cs.lbearing); 
else 

*xx= x + (w - width)/2 + cs.lbearing; 
*yy = y + (h - heighヒ） /2 + cs.ascent; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf (stderr、" end of grGetCenterPos()¥n");fflush(stderr); 

#endif 
return(O); 

int 
grGetCenterPosTitle(gr, str、x, y, w、h, xx, yy) 
int gr; 
char *str; 
int x, y; 
int w, h; 
int *xx、*yy;
｛ 

XCharStruct cs; 
int dir, ascent、decent;
unsigned int width, height; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf (stderr, "grGetCenterPosByGC (%d, ¥ "%s¥", %d、もd,%d,もd,...) ¥n", 

gr, str, x、y, w, h);fflush(stderr); 
#endif 

XTextExtents (gGraph[gr]. title_font、 str, strlen(str)、&dir、
&ascent、&decent, &cs); 

width= cs.rbearing - cs.lbearing; 
height= cs.ascent+ cs.descent; 

／＊オ-:,名：せ＊／

if (w < 0) 
*xx= x - (width - cs.lbearing); 

else 
*xx= x + (w - width)/2 + cs.lbearing; 

*yy = y + (h - height)/2 + cs.ascent; 
#ifdef GRAPH_DEBUG 

fprintf(stderr、" end of grGetCenterPos() ¥n") ;fflush(stderr); 
#endif 

return(O); 

int 
grMakeNorrnalTicks(range、 ticks、n、Minor、ml
float range[2]; 
float **ticks; 
int *n; 
float **Minor; 
ュnt *m; 
｛ 

float w; 
float tks[GR_TICK_MAX_ALL_TICKS]; 
ュnt i, len; 
int DIV、N, A、M;
float T; 
int div, c; 
float t; 
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#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf {stderr, "grMakeNormalTicks { (%g %g], ...) ¥n", 

range(O], range(l]); fflush{stderr); 
#endif 

if (!range II range[O] >= range[l]) ( 
*ticks= NULL; 
*n = O; 
*Minor= NULL; 
*rn = 0; 
return (-1); 

／＊ 

＊イ直O)範 UHを GR_TICK_NUM_TICKSで ,'f!Jった ii知の上 1相の数Aと 1行数Nを求める。

* A== 1 -> M = 1、c=2
A== 2 -> M = 2、c=2
A<= 5 -> M = 5, c=5 
A<= 9 -> M = 10,c=2 

＊上，記のMとNより、 11盛り 11¥JI裕 Tは
* T = M*lOA(N-1) 
＊で初：出する。
＊／ 

w = (range[l]-range[O])/GR_TICK_NUM_TICKS; 
N = floor (loglO (w)); 

/* A = floor((double) (w/explO ((double)N})); */ 
A=  ceil((double) (w/explO((double)N))); 
if (A==l)M=l、C = 2; 
else if (A== 2) M = 2、C = 2; 
else if (A<= 5) M = 5、C = 5; 
else M = 10,c = 2; 
T = M*explO I [double)N); 
DIV= ceil(range[O]/T); 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, " w=もg,N=もd、A呈od, M=もd、T=%g, div=%d¥n", 

w, N、 A, M、 T、 DIV);
llendif 

for (i = O;i < GR_TICK_MAX_TICKS;i++) { 
if (range(l] < T*(DIV+i)) 

break; 
tks[i] = T* (DIV+i); 

｝ 

*n = i; 
len = sizeof I float)* (*n); 
if ((*ticks = (float *)rnalloc(len)) == NULL) ( 

return(-1); 
｝ 

rnemcpy(*ticks, tks, len); 

/* Minor[3盛 りの切：出＊／

t = T/c; 
div= ceil(range[O]/t); 
for (i = 0; i < GR_TICK_I心 X_ALL_TICKS;i++) ( 

if (range[l] < t* (div+i)) 
break; 

tks [i] = t* (div+i); 
｝ 

*m = i; 
len = sizeof (float)* (*ml; 
if ((*Minor = (float *) malloc (len)) == NULL) { 

return(-1); 

｝ 
merncpy (*Minor、 tks, len); 

return IO); 

int 
grCalcAxisOrigin(gr) 

tnt gr; 

GrAttr *p; 
static int i = O; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, "grCalcAxisOrigin(%d) ¥n", gr) ;fflush(stderr); 

#endif 
if (gr < 0 11 gr >= GR_MAX_GRAPH 11 !gGraph[gr] .on) 

return(-1); 

／＊ウィンドウ領域の収得＊／

p = gGraph+gr; 

／＊ 

* PS出カモードのため以下のI姐数はイ史わない

* grGetWindowSize(gr、&(p→Ww), &(p→ Wh) I; 
＊／ 

／＊メータ加 の グ ラ フ ＊ ／

if (p→ graph type == GR_TYPE_METER) ( ＿ 
／ ＊ 描 面領域の算出＊／

p->Ax = O; 
p->Ay = O; 
p->Aw = p->Ww; 
p->Ah = p->Wh; 

／＊グラフ領域の初：出＊／

P→ Rx= p->Aw*p→ x; 
p->Ry = p->Ah*p->y; 
p->Rw = p->Aw*p->width; 
p->Rh = p→ Ah*p->height; 

／＊プロット領域の如」I * / 
P→ Ox= p→ Rx+p->Aw*GR_POS_METER_WIDTH_MARGIN/2; 
p->Oy = p->Ry+p→ Ah*GR_POS_METER_HEIGHT_MARGIN; 
p->Ow = p->Rw-p->Aw*GR_POS_METER_WIDTH_MARGIN; 
p->Oh = p->Rh-p->Ah*GR_POS_METER_HEIGHT_MARGIN; 

／＊その仙通‘常のグラフ＊／

else ( 
/* J",'/i画領域の鈴出＊／

p->Ax = p->x*p->Ww; 
p->Ay = p->y*p->Wh; 
p->Aw = p->width*p→ Ww; 
p->Ah = p->height*p->Wh; 

／＊グラフ領域の算出＊／

p->Rx = p->Ax + GR_POS_GRAPH_AREA_LEFT_MARGIN; 
p->Ry = p->Ay + GR_POS_GRAPH_AREA_TOP_MARGIN; 
p->Rw = p->Aw - (GR_POS_GRAPH_AREA_LEFT_MARGIN + GR_POS_GRAPH_AREA_RIGHT_MARGIN); 
p->Rh = p->Ah - (GR_POS_GRAPH_AREA_TOP_MARGIN + GR_POS_GRAPH_AREA_BOTTOM_MARGIN); 

／＊プ ロット領域の如]j * / 
p->Ox = p->Rx + GR_POS_PLOT_AREA_LEFT_MARGIN; 
P→ Oy = p->Ry + GR_POS_PLOT_AREA_TOP_MARGIN; 
P→ Ow= p->Rw - (GR_POS_PLOT_AREA_LEFT_MARGIN + GR_POS_PLOT_AREA_RIGHT_MARGIN); 
P→ Oh= p->Rh - (GR_POS_PLOT_AREA_TOP_MARGIN + GR_POS_PLOT_AREA_BOTTOM_MARGIN); 

／＊甜足松'i比 力 吋 旨 定 さ れ て い たJ劫合、＊／

if (p->aspect_ratio > 0) { 
float width, height, margin、pitch;

width = (float)p→ Oh* p→ aspect_ratio; 
height = (float)p→ Ow Ip→ aspect_ratio; 

／＊幅を変更する J劫合＊／

if (width < p->Ow) ( 
pitch = (floaヒ）p->Ow - width; 
margin= pitch/2.0; 
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｝ 

p->Rx += (int)margin; 
p->Rw -= (int)pitch; 
p->駆+= (int)margin; 
p->Aw -= (int) pitch; 
p->Ox += (int)margin; 
p->Ow -= (int)pitch; 

I* ;•,':; さを変史する J劫合 ＊／

else if (height< p->Oh) { 
pitch= (float)p->Oh - height; 
margin= pitch/2.0; 
p->Ry += (int)margin; 
p->Rh -= (int)pitch; 
p->Ay += (int)margin; 
p->Ah -= (int)pitch; 
p->Oy += (int)margin; 
p->Oh -= (int)pitch; 

／＊グラフ ,;n域の控除 ＊／

/* if (p->title} { 
p->Oy += (int} (p->Wh*GR_POS_TITLE_HEIGHT}; 
p->Oh -= (int} (p->Wh*GR_POS_TITLE_HEIGHT}; 

） 
if (p->xlabel I ( 

p->Oh -~(int) (p->Wh*GR_POS_XLABEL_HEIGHT); 

） 
if (p→ ylabel) ( 

P→ Ox += (int) (p->Ww*GR_POS_YLABEL_WIDTH); 
p->Ow -= (int) (p->Ww*GR_POS_YLABEL_WIDTH); 

} * / 

return(OJ; 

grGetPixelValueByName(disp, name, color) 
Display *disp; 
char *name; 
unsigned long *color; 
｛ 

int 

Colorrnap crnap = DefaultColorrnap(disp、 0);
XColor cO, cl; 

if (!disp 11 !name II !*na1ne) 
return(-1); 

XAllocNamedColor (disp、crnap, name, &cl, &cO); 
*color= cl.pixel; 
return (0); 

grAllocHighLowColor(disp, name, pixels) 
Display *disp; 
char•name; 
unsigned long•pixels; 
｛ 

XColor c; 
Colormap cmap = DefaultColormap(disp、 0);
float h, s, v; 
float r、 g、 b;
float R = 65535; 
unsigned long plane_rnask[S]; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, "grAllocHighLowColor(もx、もs,J¥n", disp,narne);fflush(stderr); 

#endif 
/* ;¥-_.>U)カラーセルり） ・,lfljり％て＊／

if (XAllocColorCells (disp、 crnap, FALSE、 plane_mask, 0、

pixels, 3) == 0) { 
fprintf(stderr, "Error: Can't allocate color cells¥n"); 
return(-1); 

I* JJ;(色のストア＊／

if (XParseColor(disp、 cmap、name、&c) == OJ ( 

｝ 

fprintf (stderr、"Error: Can't find color name ¥"%s¥"¥n", name); 
return (-2) ; 

c.pixel = pixels [OJ; 
XStoreColor(disp、cmap, &c); 
rgb_to_hsv(c.red/R、c.green/R, c.blue/R, &h, &s, &v); 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, ・・source RGB=[%d,%d,%d] ¥n"', 

c.red, c.green, c.blue); 
fprintf(stderr、" source hsv=[%g,%g,%g]¥n"、

h, s, v) ;fflush(stderr); 
#endif 

/* high色のストア＊／

hsv_to_rgb(h, s、v+GR_COLOR_HIGH、&r, &g, &b); 
c.red = r*R; 
c.green = g*R; 
c.blue = b*R; 
c.flags = DoRed I DoGreen I DoBlue; 
c.pixel = pixels(l]; 
XStoreColor(disp, cmap, &c); 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, " high RGB=(もd,%d, %dJ ¥n"、

c.red, c.green、c.blue);fflush(stderr); 
#endif 

/* low色のストア＊／

hsv_to_rgb(h、 S、v+GR_COLOR_LOW, &r、 &g, &b); 
c.red = r*R; 
c.green = g*R; 
c.blue = b*R; 
c.flags = DoRed I DoGreen I DoBlue; 
c.pixel~pixels[2]; 
XStoreColor(disp、cmap、&c);

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, " low RGB~[ 屯d, %d, %dl ¥n", 

c.red, c.green, c.blue); fflush(stderr); 
#endif 

return(O); 

int 
grLoadFontByType(disp, name、bold, size、italic, fs) 
Display *disp; 
char *name; 
char *bold; 
int size; 
char *italic; 
XFontStrucヒ **fs;
｛ 

char buf[BUFSIZ]; 
char it; 
static char *fns[] = GR_FONT_NAME_RANGE、**p;

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf (stderr, "grLoadFontByType (、 %s、%s、をd,%s,、） ¥n", 

name ? name: "NULL" , 
bold ? bold: "NULL", 
size, 
italic? italic: "NULL");fflush(stderr); 

#endif 

／＊フォント名のチェック＊／
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if (•name) 
name= GR_DEFAULT_FONTNAME; 

else { 

｝ 
next: 

p = fns; 
while (*p) { 

if (! strcrnp (name、 *plI 
goto next; 

p++; 
｝ 

fprintf(stderr、 "WARNING: Can't find font name ¥"%s¥"¥n"、name);
name= GR_DEFAULT_FONTNAME; 

／＊フォントタイプのチェック＊／

if (!bold) 
bold= GR_DEFAULT_FONTBOLD; 

／＊サイズのチェック＊／

if (size<= 8) size= 8; 
else if (size<= 10) size= 10; 
else if (size<= 12) size= 12; 
else if (size<= 14) size= 14; 
else if (size<= 181 size= 18; 
else if (size<= 48) size= 24; 
else size= GR_DEFAULT_FONTSIZE; 

if (it:alic) it: = it:alic[O]; 
else it ='r'; 

／＊フォン，、名作成＊／

sprintf (buf, GR_FONT_FORMAT, name、bold, it, size*lO); 
#ifdef GRAPH_DEBUG 

fprintf (stderr, " font = ¥'いもs¥"¥n", buf);fflush(stderr); 
#endif 

if (! (*fs = XLoadQueryFont(disp、buf))) ( 
return(-1); 

｝ 
return(O); 

rgb_to_hsv(red, green、blue, h, s, v) 
float red, green、blue; /* 0-1.0 で表される rgbの位＊／

float *h, *s, *v; / *変換後のhsvのイ直＊／

（ 

float max、min;
float r, g, b; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr、" RGB~[%g,%g, もg]¥n"' 

#endif 
red, green、blue);

max~red; min~red; 

if (green>max) max= green; 
if (green<min) min= green; 

if (blue>rnax) max~blue; 
if (blue<rnin) min~blue; 

*v = max; 

if (max!=O.O && max!= min) *s = (max-mini/max; 
else { 

*s = 0.0; 
*h = 0.0; 
return; 

r~(max - red)/ (max - min); 

g = (max - green)/ (max -min); 
b = (max -blue)/ (max -min); 

if (red== max) *h = b - g; 
else if (green == max) *h = 2 + r - b; 
else if (blue == max) *h = 4 + g - r; 

*h *= 60.0; 

if (*h<0.0) *h += 360.0; 

hsv_to_rgb(h, s, v、red, green, blue) 

int 

float h, s、v; /* hsvの 1直＊／

float *red, *green、 *blue; /* 0-1.0 で表される rgbの値＊／

float i、 f. p, q, t; 

h /= 60.0; 

i = (float) ((int)h); 
f = h - i; 
p = v*(l-s); 
q = v* (1-s*f); 
t = v*(l - (s*(l-f) I 

switch ((int)i) { 

case 0: 
*red= v; 
*green= t; 
*blue= p; 
break; 

case 1: 
*red= q; 
*green= v; 
*blue= p; 
break; 

case 2: 
*red= p; 
*green= v; 
*blue= t; 
break; 

case 3: 
*red= p; 
*green= q; 
*blue= v; 
break; 

case 4: 
*red = t; 
*green= p; 
*blue= v; 
break; 

case 5: 
*red= v; 
*green= p; 
*blue= q; 
break; 

grCalcAxisAttributes (gr) 

~nt gr; 
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GrAttr *p; 
int nextg = O; 
int 
Number 
Number 
int 
int 

num_g、
maxx、minx;
maxy, miny; 
i; 
grO; 

I* ff, ォょ合オ:>-l古るクラフ数＊／

／＊プ亡 <7),]ミイントイ立inf浪存＊／

#i[def GRAPH_DEBUG 
/* fprintf(stderr, "grCalcAxisAttributes(%d} ¥n"、gr};fflush(stderr}; */ 
llendif 

if (gr < 0 11 gr >~GR_MAX_GRAPH 11 !gGraph[gr] .on} ( 
return(-1}; 

grO = gr; 
p = gGraph+gr; 

if(p->xdata && (p->xrange[l] < p->xrange[O] }} { 
／＊屯ねあわせのベースでないときはまず、ペースまで戻る＊／

if(p->duplicate == DUPLICATE_ON} { 
gr--; 
p = gGraph+gr; 
while(p->duplicate != DUPLICATE_OFF} { 

gr--; 
p = gGraph+gr; 

｝｝  

／ ＊ ベ ー ス の グ ラフ＊／

p = gGraph+gr; 
／＊煎ねて枯'iくグラフも含めてXJ<iさばのM 大 Itと小を求める＊／

maxx = -GR_INF; 
minx= GR_INF; 
while Ill( 

if (p->xdata && (p->xrange[l] < p->xrange[O]}} ( 
for (i = D; i < p->datacount; i++} { 

if (maxx < p->xdata[i]} 
maxx = p->xdata[i]; 

if (p->xdata[i] < minx} 
minx= p->xdata[i]; 

｝ 
}else if(p->xdata && (p->xrange[l] > p->xrange[O] }} { 

maxx = p->xrange[l]; 
minx= p->xrange[O]; 

｝ 
nextg++; 
if (gr+nextg < GR_l1AX_GRAPH } { 

p = gGraph+gr+nextg; 
}else{ 

break; 

江 (p->duplicate != DUPLICATE_ON) break; 
｝ 
num_g = nextg-1; 
／＊最大舷小位がJ,;JじJJ)1合 -1から +1とする＊／

if (minx == rnaxx) { 

） 

minx-= l; 
maxx += 1; 

nextg = 0; 
p = gGraph+gr; 
while(nextg < num_g+l) { 

p = gGraph+gr+nextg; 

P→ xrange[O] = minx; 
p->xrange[l] = rnaxx; 
nextg++; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, " xrange(もd} = [もg もg]¥n"、p->datacount,

P→ xrange[O], p→ xrange[l]}; 
#endif 

nextg = O; 
p = gGraph+grO; 

if(p→ ydata && (p->yrange[l] < p->yrange[O])) { 
／＊ベースのグラフ＊／

p = gGraph+gr; 
/* yの最大船小イ直を、重ねて描くグラフも含めて算出＊／

maxy = -GR_INF; 
miny = GR_INF; 
while(next:g < num_g+l) { 

） 

if (p->ydat:a && (p->yrange[l) < p->yrange[O])) ( 
for (i = O;i < p->datacount;i++) { 

if (maxy < p→ ydat:a[i]) 
maxy = p->ydat:a[i]; 

if (p->ydaヒa[i) < miny) 
miny = p->ydat:a[i]; 

｝ 
}else if(p->ydata && (p->yrange[l] > p->yrange[O])) { 

maxy = p->yrange[l]; 
miny = p->yrange(OJ; 

｝ 

nextg++; 
p = gGraph+gr+nextg; 

／＊最大Jt,l/Jヽ イ直力ゞ同じ場合ー1から +1とする＊／

if (miny == maxy) ( 
m1ny -= 1; 
maxy += 1; 

｝ 

nextg = O; 
p = gGraph + gr; 
while(nextg < num_g+l)( 

p = gGraph+gr+nextg; 
p->yrange[O] = miny; 
p->yrange[l] = max:y; 
nextg++; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf I stderr, " yrange~[ もg %g]¥n", 

p->yrange [ 0 l、p->yrange[l]);fflush(stderr); 
#endif 

p = gGraph+grO; 
/* xi三i'.l裕りの言I令？：＊／

if {p->num_xticks != -11 { 
#ifdef GRAPH_DEBUG 

fprintf (stderr、" calc xticks¥n");fflush(stderr); 
#endif 

grMakeNormalTicks(p->xrange, &(p->xticks), &{p->num_xticks), 
&(p->xticks_minor)、 &(p->num_xticks_minor));

grMakeTickMarks{p->xticks、p->num_xticks,
& (p->xtick_marks J、&(p->num_xtick_marks I , 
&{p->xヒick_scale),
p->max_eXPI; 

/* yl豆l盛りの訂碑＊／

if (p->num___yticks != -1) ( 
tlifdef GRAPH_DEBUG 

fprintf(stderr, " calc yticks¥n") ;fflush(stderr); 
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#endif 
grMakeNormalTicks(p->yrange、 &(p→yticks) , & (p->num_yticks) , 

&(p->yticks_minor)、&(p→num_yticks_minor)); 
grMakeTickMarks(p->yticks, p->num_yticks、

return (0); 

&(p→ ytick_marks)、&(p→num_ytick_marks) , 
&(p->ytick_scale)、
p->max_exp); 

int 
grFreeAxisAttributes(gr) 
int gr; 
（ 

GrAttr *p; 
#ifdef GRAPH_DEBUG 
/* fprintf(stderr, "grFreeAxisAttributes(%d)¥n"、gr);fflush(stderr);*/ 
lfendif 

int 

if (gr < 0 11 gr >= GR_l-!AX_GRAPH 11 !gGraph[gr] .on) ( 
return(-1); 

p = gGraph+gr; 
/* x!cJ盛りの!Jf.J放＊／
Free (p->xticks) ; 
p->nurn_xticks = O; 

/'yl I盛りの 1月I)皮 'I
Free(p->yticks); 
p->nurn__yticks = O; 

I* xr I', 低り文字ダリの 1月」放＊／
if (p->xtick_marks) { 

｝ 

int i; 
for(i = O;i < p->num_xtick_marks;i++I 

Free(p→ xtick_marks [ i] I ; 
Free (p->xtick_marks I ; 

p->num_xtick_marks = O; 

/* ylJ盛り文芍：ダリの IJI-J}j父＊／
if (p→ ytick_marks} ( 

｝ 

int i; 
for(i = O;i < p->num立 tick_marks;i++}

Freelp->ytick_marks[il}; 
Free(p->ytick_marks}; 

p->num_ytick_marks = O; 

/* X小 I.I盛りの l)fl放＊／

Free(p→ xticks_minor}; 
p->nurn_xticks_minor = O; 

/* y小[]盛りの IJM放＊／

Free(p→ yticks_minor); 
p->num_yticks_minor = O; 

/* x,y~ 屯l川の切JUJ化＊／
p->xrange[O] = p→ yrange[O] = O; 
p->xrange[l] = p->yrange[l] = -1; 

return(O); 

grDrawTitleCenter(int gr、Windowwin, char *tiヒle)
｛ 

GrAttr *p; 

int x, y; 
unsigned int width, height; 
Window root; 
unsigned int border, depth; 

p = gGraph + gr; 
XGetGeornetry(p->disp, win、&root,

&x、&y、&widヒh、&height, &border, &depth); 
grGetCenterPosTitle(gr, title, 

0、0, width, height, &x, &y); 
XDrawString (p->disp、win, p->title_gc, 

x, y, ヒitle、
strlen(title)); 

return(O); 

int grPSDrawTitleCenter(FILE *fp、intgr、char *title, float *x, float *y、

GrAttr *p; 

p = gGraph + gr; 
grPSSetFont(fp、

float *width, float *height) 

p->title_fontname、
p->title_fontbold、
p->title_fontitalic, 
p->title_fontsize); 

fprintf(fp, " {%s) %.5g %.5g %.5g %.5g centerText¥n", 
title、
*x, *y, *width、*height);

return(O); 

／＊各..:,: のラベル-t,'/i画図数＊／

int grDrawDotLabel(Graph gr, XPoint *ps) 
｛ 

GrAttr *p; 
int i; 
char label [MAX_LABELDATA_LEN); 
char baselabel [MAX_LABELDATA_LEN) ; 
int disヒ， arg;
int xdist、ydist;
int dir, ascent, decent, width、height;
int whO、whl、wwO, wwl; 
int X、y;
XCharStruct cs; 
ュnヒ arg_flg;

p = gGraph + gr; 
dist = p->dotlabel_dist; 
if(dist< 0) dist= O; 
／＊文字列を猫く限昇＊／

/* wwO = p→ Ox - 1; 
wwl = p→ Ox - 1 + p→ ow+ 2; 
whO = p→ Oy - 1 + p→ Oh+ 2; 
whl = p→ Oy - 1;*/ 
wwO = p->Ax + 1; 
wwl = p->Ax + p->AW - l; 
who= p->Ay + p->Ah - 1; 
whl = p->Ay + 1; 

for (i = O; i < p->datacount; i++ I ( 
memset(label, 0, sizeof(label)); 
arg = O; 
arg flg = O; 
/* 5ベ ルがデータ刻指定の時＊／
if (p→ labeldata_fp != NULL I ( 

sprintf(label, "%.2f"、*(p->labeldata_fp+i)) ; 
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}else if(p→ labeldata_cp !=NULL) [ 
／＊ラベルがラペ ル ダlJ詣定の11.1 * I 

strcpy(baselabel, p->labeldata_cp+i*MAX_LABELDATA_LEN); 
if(strcrnp(baselabel, "@x") == 0)  { 

I* 1° 約，lr•;@x」旨定の時 (xH~ は 1れをラペルとする）＊／

sprintf(label, "%,2f"、p->xdata[ i)) ; 
}else if(strcrnp(baselabel, "@y") == 0)( 

／＊予約訊@y拓定のII年 (ylciをわ砂,・,をラペルとする）＊／

sprintf(label, "%.2f", p->ydata[i)) ; 
}else if(strcrnp(baselabel, "@O") == 0)  ( 

／＊予約;Hf@O拓定の時、ラペルなし＊／

strcpy(label,""); 
}else if(baselabel[O) =='@') ( 

/*・F糸勺語@OOOLABELの時 ＊／ 

arg_flg = l; 
sscanf(baselabel、 "@%d%s", &arg、 label); 
if(dist== O) dist= l; 
arg = argも360;
XTextExtents(p->dotlabel_font、label, strlen (label) , 

&dir、&ascent, &decent, &cs); 
width= cs.rbearing - cs.lbearing; 
height= cs.ascent+ cs.descent; 
grGetLabelPosition(dist, arg, width、 height、 &xdist、 &ydist);

}else( 
strcpy(label, baselabel) ; 

itif 0 

itendif 

｝ 
if(strlen(label I > 0 I { 

if(arg_flg == 0 I { 
XTextExtents(p->dotlabel_font、 label, strlen(label I, 

&dir, &ascent、&decent, &cs I; 
width= cs.rbearing - cs.lbearing; 
height= cs.ascent+ cs.descent; 
grGetLabelPosition(dist、 90, width, height, &xdist, &ydist); 

｝ 
x = ps[il .x + xdist; 
y = ps [il .y + ydist; 

if(y > whO I y = whO - 3; 
if(y - height< whl I y = whl +height+ 3; 
if(x < wwO I x = wwO + 3; 
if(x +width> wwl I x = wwl - width - 3; 

XDrawString(p->disp, p->win, p->dotlabel_gc, 
x, y, label、strlen(label));

｝ 
return (0); 

/***************************************************************************** 
* Name: GrDrawLabel 

Function: クラフの各兄t加のラペルの描jilJ]

Argument: 

Return: 
Graph gr 

0 J,¥;:J)J 

-1 リ~ll女

ー グラフハンドル

float x、y;

p = gGraph + gr; 

／＊データの ~'I I 文 ,J-J叩~:·i から絶対印·哄への変換＊／

ps = (XPoint *)malloc(sizeof(XPoint)*(p→ datacount)) ; 
for (i = O;i < p→ datacount;i++) { 

X = (p→ Ox+ (p→ xdata[i]-p->xrange[OJ) 
/(p→ xrange [1] -p→ xrange [ 0 J) *p->Ow) ; 

y = (p→ Oy + p->Oh - (p->ydata[i]-p->yrange[OJ) 
/(p->yrange[l]-p→ yrange[O]) *p→ Oh); 

ps[i].x = (int)(x+0.5); 
ps[iJ.y = (int)(y+0.5); 

／＊各点にラベルを描く＊／

if (p->labeldata_fp ! = NULL 11 p->labeldata_cp ! = NULL) ( 
grDrawDotLabel(gr, ps) ; 

Free(ps); 

／＊次のグラフが」．こ.,,_!'きに詣定されているなら、それを呼切IIす＊／
p++; 
if (p->duplicate == DUPLICATE_ON) ( 

GrDrawLabel (gr+l) ; 

return (0); 

int 
grGetLabelPosition{int dist, int arg, int width, int height、

.int *xdist, int *ydist) 

if{ arg == 0)( 
*xdist = dist; 
*ydist = O; 

)else if{ 0 < arg && arg < 90) ( 
*xdist = {int) {dist*cos{arg/180.0*M_PI)+0.5); 
*ydist = -{int) (dist*sin{arg/180.0*M_PI)+0.5); 

)else if{ arg == 90) ( 
*xdist = 0; 
*ydist = -dist; 

)else if{ 90 < arg && arg < 180) ( 
*xdist = {int) {dist*cos{arg/180.0*M PI)-0.5); 
*ydist = -{int) {dist*sin{arg/180.0*M_PI)+0.5); 

)else if{ arg == 180) ( 
*xdist = -dist; 
*ydist = O; 

}else if{ 180 < arg && arg く 270)( 
*xdist = {int) {dist*cos{arg/180.0*M_PI)-0.5); 
*ydist = -{int) {dist*sin{arg/180.0*M_PI)-0.5); 

}else if{ arg == 270){ 
*xdist = O; 
*ydist = +dist; 

)else if{ 270 < arg && arg < 360){ 
*xdist = {int) {dist*cos{arg/180.0*M_PI)+0.5); 
*ydist = -{int) {dist*sin{arg/180.0*M_PI)-0.5); 

* Description: 
＊ ウィンドウヘグラフの各;.'UJJ,のラペルのJ//iuliiを打なう。

*xdist -= width/2; 
*ydist += height/2; 

*****************************************************************************/ 
int GrDrawLabel(Graph gr) 
（ 

GrAttr *p; 
int . i; 
XPoint *ps; 
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／＊ 

* ACR PLOT TOOL Version 1.0 
* Version 2. 0 

(c) Copyright 1997、1998
ATR Adaptive Communications Research Laboratories 
All Rights Reserved 

＊／ 

／＊ 

* print.c -
＊／ 

#include <stdio.h> 
#include <varargs.h> 
#include <math.h> 
#include <string.h> 
#include <Xll/X.h> 
#include <Xll/Xlib. h> 
#include <Xll/Xutil.h> 
#include <Xll/Intrinsic.h> 

#include "plot.h" 
#include "graph.h" 
extern char *psGetRgbColor(char* I; 

／＊ 16 24 32 40 48 56 ＊／ 

/********'******************************************************************** 
＊ Name: GrPrint 

Function: グラフのPS出力

Argument: 
Graph gr 
FILE out 

Return: 
0 I戊立力

-1 グミl投

I

I

 

グラフハンドル

/1¥)Jファイルハンド）レ

* Description: 
* m,lこさオ L1:こファイルヘPSJI多式でグラフの出)Jを 行 な う 。

*****************************************************************************/ 
int GrPrint(Graph gr、FILE *out) 
｛ 

GrAttr 
int 
XPoint 

*p; 
i; 
*ps; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, "GrPrint(もd)¥n", gr);fflush(stderr); 

#endif 
if (gr < 0 11 gr >= GR_MAX_GRAPH 11 !gGraph[gr] .on) 

return(-1); 

p = gGraph + gr; 
#ifdef GRAPH_DEBUG 

fprintf(stderr、" hold: もd¥n", p->hold); fflush(stderr); 
llendif 

／＊チェック＊／

if (p→ width<= 0 I 
p->height <=。 II 
p->datacount < 0) 
return (-2); 

if (p→ graph_type == GR_TYPE_METER) { 
/* not implemented*/ 

grCalcAxisAttributes(gr); 

/* -ti'/ifl厨領域の計算＊／
grCalcAxisOrigin(gr}; 

/* grClearGraph(gr};*/ 

／＊ボックス /}'.i砂訊11の描回＊／

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, " draw box/axis¥n") ;fflush(stderr); 

#endif 
if (p->box) { 

#ifdef DRAW 
XDrawRectangle(p->disp、p->win, p->foregc, 

p->Ox, p->Oy, p->Ow, p->Oh); 
#else 

fprintf (out、'』も .Sgも.Sgも.Sgも.Sg rectangle¥n", 
(float) p->Ox/p->Ww, 

-(float) p->Oy/p->Wh、
(float) (p->Ox + p->Ow) /p->Ww, 

-(floaり (p->Oy+ p->Oh) /p->Wh) ; 
#endif 

｝ 
else { 

#ifdef DRAW 
/* xHを耀l咄 ＊／ 

XDrawLine(p->disp, p->win, p->foregc, 
p->Ox-1, p->Oy-1 + p->Oh+2, 
p->Ox-1 + p->0w+2, p->Oy-1 + p->Oh+2); 

/* y座ば""'*/
XDrawLine(p->disp、p->win, p->foregc, 

p->Ox-1、p->Oy-1 + p->Oh+2, 
p->Ox-1、p->Oy-1);

XDrawLine(p->disp、p->win, p->foregc, 
p->Ox-1, p->Oy-1, 
(int) (p->Ox-1 + p->Aw*GR_TICK_LENGTH/3)、
p->Oy-1); 

XDrawLine(p->disp、p->win, p->foregc、
p->Ox-1 + p->Ow+2、p->Oy-1 + p->Oh+2, 
p->Ox-1 + p->Ow+2, 
(int) ((p->Oy-1 + p->Oh+2) -p->Ah*GR_TICK_LENGTH/3)); 

#else 
/* X座籾澤ii * / 
fprintf(out, " %.Sg も.Sg も.Sg%.5g line¥n"、

(float)p->Ox/p->Ww, (float) -(p->Oy + p->Oh) /p->Wh, 
(float) (p->Ox + p->Ow) /p->Ww, (float)-(p->Oy + p->Oh) /p->Wh); 

/* y/坐枯輝111 * / 
fprintf(out, " %.Sg を.Sg を.Sg%.Sg line¥n", 

I float) (p->Ox) /p→ Ww、(float)-(p→Oy + P→ Oh) /p→ Wh, 
{float) {p→ Ox) /p→ Ww, (float) -(p->Oy) /p->Wh) ; 

fprintf {out、" % .Sgも.Sg%.Sg も.Sg line¥n", 
{float)p->Ox/p->Ww, 

-{float)p→ Oy/p→ Wh, 
{ float) {p→ Ox+ p→ Aw*GR_TICK_LENGTH/3) /p→ Ww、

-{float)p→ Oy/p→ Wh); 
£print£(out, "危 .Sgも.Sg も.Sg も.Sg line¥n", 

(float) {p→ Ox + p->Ow) /p→ Ww, 
-(float)(p→ Oy + p→ Oh) /p→ Wh、
{float) (p→ Ox + p->Ow) /p→ Ww, 

-(float) ((p->Oy + p->Oh) -p->Ah*GR_TICK_LENGTH/3) /p→ Wh); 
#endif 

｝ 

／＊｝根枯'{M・I生の，II・鈴 ＊／

if (p->hold == FALSE) { 

/* xl'J盛り文字ダリの描 IJ国＊／
if (p->nurn_xtick_marks > 0) { 

int i、xl, yl. x、y;
float rx, dx; 



#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, " draw xtick marks¥n") ;fflush(stderr); 

#endif 
#ifdef DRAW 

rx = p->xrange[l] -p->xrange[OJ; 
if (rx == 0) dx = 0; 
else dx = p->Ow/rx; 

for (i = O;i < p->num_xtick_marks;i++) { 
xl = p->Ox + (p->xticks[i]-p->xrange[O])*dx; 
yl = p->Oy + p->Oh + p->Ah*GR_POS_XTICKS_MARGIN; 
grGetCenterPos(gr, p->xtick_marks[i], 

xl, yl, 0、GR_POS_XTICKS_HEIGHT, &x, &y); 
XDrawString(p->disp, p->win, p->tick_gc, 

x、y、p->xtick_marks[i],
strlen(p->xtick_marks[i])); 

#else 
／＊ フ ォ ン ト の 談走＊／

grPSSetFont (out, 
p->fontname, 
p->fontbold、
p->fontitalic、
p->fontsize); 

rx = p->xrange[l] - p->xrange[O]; 
if (rx == 0) dx = O; 
else dx = p->Ow/rx; 
for (i = O;i < p->num_xtick_marks;i++) { 

xl = p->Ox + (p->xticks[i]-p->xrange[OJ)*dx; 
yl = p->Oy + p->Oh + p->Ah*GR_POS_XTICKS_MARGIN; 
fprintf (out, " (もs) も.5g も.Sg も.5g も.5g centerText¥n"、

p->xtick_marks [ i] , 
(float)xl/p->Ww、

-(float)yl/p->Wh, 
(float)O、

-(float) GR_POS_XTICKS_HEIGHT /p->Wh) ; 
｝ 

ttendif 
｝ 

/* Xスケールの枯'j[lhj * / 
if (p→ xtick_scale) ( 

inヒ x, y; 
char str[20]、*ptr;
unsigned int width、 height;

#ifdef DRAW 
X = p→ Ox+ p→ Ow; 
y = p→ Oy + p->Oh + p→ Ah*GR_POS_XTICKS_MARGIN 

+ GR_POS_XTICKS_HEIGHT; 
grGetCenterPos(gr, str, x, y, 2、 2、&x、&y);

'1trcpy(str, "x"), 
strcut(str、P→xLick_scctle), 
if ((ptr = strchr(str,'"')) != NULL) 

*ptr丑二,¥0,; 
XDrawString(p->disp, p->win、p->tick_gc、

x, y, str, strlen(str)); 
if (ptr) ( 

grTextWidth(p->disp, p->win, p->tick_gc、
str, strlen(str), &width、&height);

XDrawString(p->disp、p->win, p->ticksub_gc、
x + width、y - height/2、ptr, strlen(ptr)); 

llc,J nu 

strcpy{str、 "x");
strcat{str, p->xtick_scale); 
if {{ptr=strchr{str, •M)) !=NULL) 

*ptr++ ='¥0'; 

grPSSetFont(out、
p->tick_fontname, 
p->tick_fontbold、
P→ tick_fontitalic、
p->tick_fontsize); 

fprintf(out、" (%s) %.Sg %.Sg rightText¥n"、
str, 
(float) x/p->Ww、

-(float)y/p->Wh); 

if (ptr) { 
grPSSetFont (out, 

p->ticksub_fontname, 
p->ticksub_fontbold, 
p->ticksub_fontitalic, 
p->ticksub_fontsize); 

fprintf (out, " (もs) も.Sg%.Sg leftText¥n"、
ptr, 
(float)x/p->Ww, 

-(float) (y-4) /p->Wh) ; 
） 

llendif 

X"  p-;,l(x I p・ ―・ltw; 
y _, I'・・>Oy I p-:-UI, 1 p- ン Ail'C.:1(_1'0 は_X'l'lCK~_MAl(C:lN

+ GR_POS_XTICKS_IIEIGHT; 

/* yl;J盛 り文字ダリのJWil山j * / 
if (p->num立 tick_marks > OJ ( 

int i、xl, yl、x, y; 
float ry、dy;

#ifdef DRAW 
ry = p→ yrange[l] -p->yrange[O); 
if (ry == 0) dy = O; 
else dy = p→ Oh/ry; 
for (i = O;i < p->num_ytick_marks;i++I { 

xl = p→ Ox - GR_POS_YTICKS_MARGIN; 
yl = p→ Oy + p→ Oh - (p→ yticks[i)-p->yrange[O))*dy; 
grGetCenterPos(gr、P→ytick_marks[i]、xl, yl, -1, 0、 &x, &y); 
XDrawString(p->disp、p->win、p->tick_gc、

x、y, p->ytick_marks[i), 
strlen(p->ytick_marks[i])); 

#else 
／＊フォントの記~ヒ＊／

grPSSetFont(out, 
p->fontname, 
p->fontbold, 
p->fontitalic, 
p->fontsize); 

ry = p->yrange[l] - p→ yrange[O); 
i£(ry == 0 I dy = 0; 
else dy = p->Oh/ry; 
for (i = O;i < p→ num_ytick_marks;i++I ( 

xl = p->Ox - GR_POS_YTICKS_MARGIN; 
yl = p→ Oy + p→ Oh - (p->yticks[i]-p->yrange[OJ)*dy; 
fprintf(out、" (%s) %.Sg も.Sg rightText ¥n" , 

p->ytick_marks [i], 
(float)xl/p→ Ww, 

-(float I yl /p->Wh I ; 
） 

11,n,dl I 

J 
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／＊タイトル文字ダリの耕j111tj * / 
if (p->title && *p->title) { 

int x, y; 
unsigned int w, h; 

#endif 
｝ 

(float)w/p->Wh、
-(float) h/p→ Ww); 

#ifdef DRAW 
w = p->Aw; 
h = p->Ry; 
grGetCenterPos(gr、p->title、p->Ax、p->Ay, w, h, &x, &y); 
XDrawString(p->disp, p->win, p->title_gc, 

x, y, p->title, strlen(p->title) I; 
#else 
#endif 

｝ 

/* -.r.: ね表ふ対1心に よ り タ イ ト ル 文 字 ダtjやスケールは 1記砂Jのグラフに合わ迂る

(.  番 J,と切のグラフのクイトルとグラフ枠のみを表ぷ）＊／

if (p→ duplicate != DUPLICATE_ON) { 
/* Xラベル文字ダリの描[lhj * / 
if (p->xlabel && *p→ xlabel) { 

int X, y; 
unsigned int w, h; 

#ifdef DRAW 
w = p->Ow; 
h = P→ Ah - (p→ Ry + p->Rh); 
grGetCenterPos(gr, p->xlabel, p→ Ox, p->Ry+p->Rh, w, h, &x, &y); 
XDrawString(p->disp, p->win, p->label_gc, 

x, y, p->xlabel、strlen(p->xlabel)l; 
#else 

#endif 
） 

w = p->Ow、
h = (p->Ay + p->Ah) - (p→ Ry+ p→ Rh); 
grPSSetFont (out, 

p->label_fontnarne, 
p->label_fontbold, 
p->label_fontitalic, 
p->label_fontsize); 

fprintf (out、" (もs) も.Sg も.Sg 急.Sg も.5g centerText¥n", 
p->xlabel, 
(float I p->Ox/p→ WW, 

-(float I (p->Ry + p->Rh) /p->Wh, 
(float)w/p->Ww、

-(float) h/p->Wh I ; 

/* yラベル文字ダリの描両＊／

if (p->ylabel && *p->ylabel) ( 
int X、y;
unsigned int w、h;

lfifdef DRAW 
w = p->Rx -p->Ax; 
h = p->Oh; 
grGetCenterPos(gr, p->ylabel、p->Ax、p->Ay, h, w, &y、&x);
grDrawStrinqDownToUp(p->disp, p->win, p->label_gc, 

x, p->Dy + p->Dh - (y - p->Ay), 
p->ylabel, strlen(p->ylabel)); 

#else 
w = p->Oh; 
h = p->Rx - p->Ax; 
grPSSetFont(out、

p->label_fontname, 
p->label_fontbold, 
p->label_fonti talic、
p->label_fontsize); 

fprintf{out, " {もs) %.Sg も， Sg%.Sg %.Sg centerTextRot90¥n", 
p->ylabel, 
(float) p->Rx/p->Ww、

-(float) (p->Oy + p->Oh) /p->Wh, 

I* yスケー ル の 描 画 ＊ ／

if (p->ytick_scale) { 
int x, y; 
char str[20], *ptr; 
unsigned int width, height; 

#ifdef DRAW 
X = p->Ox; 
y = p->Ry; 
grGetCenterPos(gr、str, x, y、-1、0, &x, &y); 

strcpy(str, "x"); 
strcat(str, p->ytick_scale); 
if ((ptr = strchr(str, ,A, l) != NULl、)

*ptr++ ='¥0'; 
XDrawString(p->disp、p->win, p->tick_gc, 

x, y, str, strlen(str)); 
1£(ptr) ( 

grTextWidth(p->disp、p->win, p->tick_gc, 
str, strlen(str), &width, &height); 

XDrawString(p->disp, p->win、p->ticksub_gc,
x + width, y - height/2, ptr, strlen(ptr)); 

#else 

l,endif 
｝ 

x = p->Ox; 
y = p->Ry; 
st:rcpy(str, "x"); 
strcat (str, p->ytick_scale) ; 

勺

if ((ptr = strchr(str, •A•)) != NULL) 
*ptr++ ='¥0'; 

grPSSetFont(out、
p->tick_fontnarne, 
p->tick_fontbold, 
p->tick_fontitalic, 
p->tick_fontsize) ; 

fprintf(out, " (もs) を.Sg%.Sg rightText¥n"、
str, 
(float) x/p->Ww, 

-(float)y/p->Wh); 
if (ptr) ( 

grPSSetFont(out, 
p->ticksub_fontnarne, 
p->ticksub_fontbold, 
p->ticksub_fontitalic、
p->ticksub_fontsize); 

fprintf(out, " (%s) も.Sg も.Sg leftText¥n"、
ptr、
(float) x/p->Ww, 

-(float) (y-4)/p->Wh); 

/* X r'i盛りの枯'i画＊／
if (p->xticks) { 

#ifdef DRAW 
XSegment seg[GR_TICK_MAX_ALL_TICKS]; 

#endif 
int i、len;
float rx, dx; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprinヒf(stderr, " draw xticks¥n") ;fflush(stderr); 

#endif 

3
 



#ifdef DRAW 
rx = p->xrange[l] -p->xrange[OJ; 
i[ (rx == 0) dx = O; 
else dx = p->Ow/rx; 

/* Major!]',<吝り のJa;11hT * / 
len = p→ Ah*GR_TICK_LENGTH; 
if (len < 2) len = 2; 
for (i = 0; i < p->num_xticks; i++) { 

seg[i] .xl = seg[i] .x2 = p->Ox + (p→ xticks[i]-p->xrange[OJ)*dx; 
seg[i] .yl = p→ Oy + p->Oh; 
seg [ i J . y2 = p→ Oy + p->Oh - len; 

J 
XDr<1wSevmc,nts(p→ clisp、P→win, p→ foregc, seg, p→ num_xticks); 

/* Minorrl 盛りの J,'/;11•11 * / 
len = p->Ah*GR_TICK_MINOR_LENGTH; 
if (len < 11 len = 1; 
if (p->num_xticks_minor > 0) { 

for (i = O;i < p->num_xticks_minor;i++I { 
seg[i] .xl = seg[i] .x2 = p->Ox + 

(p->xticks_minor[i]-p->xrange[O])*dx; 
seg[i] .yl = p->Oy + p->Oh; 
seg(i] .y2 = p->Oy + p->Oh - len; 

｝ 
XDrawSegments(p->disp、p->win, p->foregc, 

seg、p->num_xticks_minor);

#else 
rx = p->xrange[l] -p->xrange[O]; 
if (rx == O) dx = O; 
else dx = p->Ow/rx; 

/* Major Fl 11. 吝り 0)f1'1'i j1hf * / 
len = p->Ah*GR_TICK_LENGTH; 
if (len < 21 len = 2; 
for (i = 0; i < p->num_xticks; i++) { 

fprintf(out, " %.Sg %.Sg %.Sg %.Sg line¥n"、
(float) (p->Ox + (p->xticks[i]-p->xrange[O])*dx)/p->Ww, 

-(float I (p->Oy + p->Oh) /p->Wh, 
I float I (p->Ox + (p->xticks [ i l -p->xrange [ 0] I *dx) /p→ Ww, 

-(float) (p->Oy + p->Oh - len) /p->Wh); 

I* Minor LI盛りのJ,','iphj * / 
len = p->Ah*GR_TICK_MINOR_LENGTH; 
if (len < 1) len = l; 
if (p->num_xticks_minor > 0) { 

for (i = O;i < p->num_xticks_minor;i++) { 
fprintf(out、" % . Sg も.Sg %.Sg %.Sg line¥n"、

(floaヒ） (p->Ox + (p->xticks_minor (i] -p->xrange (0 J) *dx) /p->Ww、
-(float) (p->Oy + p->Oh) /p->Wh、
(float) (p->Ox + (p->xticks_minor (i] -p->xrange (0]) *dx) /p->Ww, 

-(float) (p->Oy + p->Oh - len) /p->Wh); 

#endif 

/* y[I船だりの枯'j[<lij * / 
if (p->yticks) { 

#ifdef DRAW 

#endif 
XSegment seg [GR_TICK_M.Z>.X_ALL_TICKS]; 

int i, len; 
float ry, dy; 

#ifdef GRAPH_DEBUG 
fprintf(stderr, " draw yticks¥n"); fflush(stderr); 

flendif 

#ifdef DRAW 
ry = p->yrange[l] - p->yrange[OJ; 
if (ry == 0) dy = O; 
else dy = p->Oh/ry; 

/* Major口盛りの払'i画＊／
len = p->Aw*GR_TICK_LENGTH; 
if (len < 2) len = 2; 
for (i = 0; i < p->num__yticks; i++) { 

seg[i] .yl = seg[i] .y2 = p->Oy + p->Oh 
- (p->yticks[i]-p->yrange[OJ)*dy; 

seg[i} .xl = p->Ox; 
seg[i] .x2 = p->Ox + len; 

｝ 
XDrawSegments(p->disp、p->win、p->foregc, seg, p->num__yticks); 

/* Minor(□l盛りの描両＊／
len = p->Aw*GR_TICK_MINOR_LENGTH; 
if (len < 1) len = l; 
for ( 1 = 0; i < p->num__yticks_minor; i++) { 

seg[i] .yl = seg[i] .y2 = p->Oy + p->Oh 
- (p->yticks_minor[i}-p->yrange[O])*dy; 

seg[i] .xl = p->Ox; 
seg[i] .x2 = p->Ox + len; 

#else 

#endif 
｝ 

｝ 

XDrawSegments(p->disp, p->win, p→ • foregc, seg, 
p->nurn__yticks_minor); 

ry = p->yrange[l] -p->yrange[O]; 
if (ry == 0) dy = O; 
else dy = p→ Oh/ry; 

/* Major自盛りの描回＊／
len = p->Aw*GR_TICK_LENGTH; 
if (len < 2) len = 2; 
for (i = O;i < p→ num__yticks; i++) { 

fprintf (out, "も .Sg も.Sg 令.Sg%.Sg line¥n", 
(float) (p→ Ox) /p->Ww, 

-(float) (p->Oy + p→ Oh - (p->yticks [i)-p->yrange[OJ) *dy) /p->Wh、
(float) (p->Ox + len) /p->Ww、

-(float) (p->Oy + p->Oh - (p->yticks [i] -p->yrange [OJ) *dy) /p->Wh); 

/* Minor目盛りの描両＊／
len = p->Aw*GR_TICK_MINOR_LENGTH; 
if (len < 1) len = l; 
if (p→ nurn_yticks_rninor > 0) { 

for (i = O;i < p->nurn_yticks_rninor;i++) { 
fprintf(out、＂も .Sg も.Sg も.Sg も.Sgline¥n"、

(float) (p→ Ox) /p→ Ww, 
-(float) (p→ Oy + p→ Oh 

- (p->yticks_rninor [ i] -p→ yrange[O]) *dy) /p->Wh、
(float) (p->Ox + len) /p→ Ww, 

-(float) (p→ Oy + p->Oh 
- (p->yticks_rninor[i]-p->yrange[O]) *dy) /p->Wh); 

／ ＊ デ ー タ の描画＊／

if (p->ydata) ( 
XRectangle recヒ[1];
Number x、y, oldx, oldy; 

／ ＊ デ ータの相対座ほから絶対座捻への変換＊／
ps = (XPoint *)rnalloc(sizeof(XPoint)*(p->datacount)); 

ltifdef DRAW 
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for {1 = O;i < p->datacount;i++) { 
x = (p->Ox + (p->xdata[i)-p->xrange[O] I 

/(p->xrange[l]-p->xrange[O])*p->Ow); 
y = (p->Oy + p→ Oh - (p->ydata[i]-p->yrange[O] I 

/ (p->yrange [ l J -p->yrange [ 0] I *p->Oh) ; 
ps[i] .x = rint(x); 
ps[i] .y = rint(y); 

｝ 

#endif 
#ifdef GRAPH_DEBUG_EX 

｛ 
int i; 
fprintf(stderr、" xrange = [もg %g]、yrange = [招g もg)¥n". 

p->xrange[O], p->xrange[l), 
p->yrange[O], p->yrange[l]); 

fprintf(stderr, " data = ["); 
for (i = O;i < p->datacount;i++) 

fprintf (stderr, " (%g、%g;もd,%d)", 
p->xdata[i]、p->ydata[i],
ps[i] .x、ps[i].y); 

fprintf(stderr、 "J¥n" l; 
｝ 

#endif 
／＊プロット領域 を ク リ ッ プ す る ＊ ／

rect[OJ .x = p->Ox-1; 
rec t [ 0 l . y = P→ Oy-1; 
rect[OJ .width= p->Ow+2; 
rect[OJ .height = p->Oh+2; 

#ifdef DRAW 
XSetClipRectangles(p->disp, p->foregc, 

o. 0、 rect, 1、Unsorted);
ilendif 

fprintf(out、" %.Sg %.Sg %.Sg %.Sg setAxesScale¥n"、
(float)p→ Ox/p->Ww、-{float)(p→Oy + p→ Ohl /p→ Wh、
(float)p->Ow/p->Ww、{float I p->Oh/p->Wh) ; 

／＊耕jplJj領域のク リッピングをおこなう (JJ!. 在はクリッピングしない） ＊／ 

/* fprintf(out、" %dもd もd %d setRectClip¥n"、 o.o. 1、 1); * / 

／＊線炉）色を.J旨定する＊／

fprintf {out, "もs setrgbcolor¥n"、psGetRgbColor(p->dot_color));

／＊線分のサイズを指定する＊／

fprintf{out, "もf setlinewidth¥n" ,p->dot_size); 
／＊ 

＊ 彩llHlによる」Wiきわけ
＊／ 

／＊直甜il * / 
if (!strcmp{p->line_style、GR_LINE_STYLE_LINE)) { 

!lifdef DRAW 
XSetLineAttributes(p->disp、p->foregc, p->line_width, 

LineSolid、CapButt, JoinMiter); 
XDrawLines{p->disp、p->win, p->foregc, 

ps, p->datacount、0);
XSetLineAttributes{p->disp, p->foregc, 0, 

LineSolid, CapButt, JoinMiter); 
ilendif 

oldx = (p->xdata[O]-p->xェange(O])
/(p->xrange(l]-p->xrange[O]); 

oldy = (p->ydata[OJ-p->yrange[O]) 
/(p->yrange[l]-p->yrange[OJ); 

／＊彩iク ｝ の 開 始.'.'iを詣牢する＊／
fprintf(out、＂も .Sg令.Sg setStartLine¥n"、 oldx, oldy) ; 
for ( i = l;i < p->datacount;i++) { 

x = {p->xdata[i]-p->xrange[O]) 
/ (p->xrange [ 1 J -p->xrange (0 J I ; 

y = (p->ydata(i]-p->yrange(OJ) 
/{p->yrange[l]-p->yrange[O] I; 

｝ 

/*}・I.>:* I 
else if (!strcmp(p->line_style、GR_LINE_STYLE_DOT)) { 

#ifdef DRAW 
XDrawPoints(p->disp, p->win, p->foregc, 

ps, p->datacount、0);
#endif 

／＊線介のポイントを詣定する＊／

fprintf(out、＂も .5g 岩.5gsetLineTo¥n", x、 y);
｝ 
／＊斜じふ終了を詣定する＊／

fprintf(out、" setEndLine¥n"); 

X = (p→ xdata[O]-p→ xrange[O]) 
/ (p->xrange[l]-p->xrange[OJ I; 

y = (p->ydata[OJ-p->yrange[O]I 
/(p->yrange[l]-p->yrange[O]); 

／＊ドットサイズの半餌を岳定できるように対応＊／

fprintf(out, " も.6g%.6g %.6g dotl¥n", x、y, (float)p→ dot_size/2. 0); 
for (i = l;i < p→ datacount;i++) { 

X = (p→ xdata [i] -p->xrange [OJ) 
/ (p→ xrange[l]-p→ xrange[OJ); 

y = (p->ydata[i]-p->yrange[O]I 
/ (p→ yrange[l]-p->yrange[O]); 

／＊ ドットサイズの1弁斧を詣定できるように対応＊／

fprintf(out, " も.Sgも.Sgも.Sgdotl¥n", x, y、 (float)p→dot_size/2.0); 

} } 

else if (!strcmp(p->line_style、 GR_LINE_STYLE_DASH)) { 
／＊綴1,f.l可変対応（線,1,r,1を dot_sizeの 等 倍 に 可 変 さ せ る 場 合 は コ メ ン ト を と る ） ＊ ／

/* if(p->line_width != 0.0) */ 
/* fprintf(out、"[もfl O setdash¥n"、

p->dot_size*PS_DASH_PATTERN_DASH_LEN); */ 
/*else*/ 
／＊ライ ン タ イ プ に 点 綜 を 詣 定 ([2]は 2単位分の点線を4Ni< -- -- --....) *! 
fprintf(out、"[%fl O seヒdash¥n"、PS_DASH_PATTERN_DASH_LEN); 

oldx = (p→ xdata[O]-p→ xrange[O] I 
/ (p->xrange [1)-p→ xrange[O]); 

oldy = (p->ydata[O]-p->yrange[O]) 
/(p->yrange[l]-p→ yrange[O]); 

／＊総分の IJM始 点 を 詣 定 す る ＊ ／

fprintf(out、 “ も.Sgも.SgsetStartLine¥n"、 oldx、 oldy);

for (i = l;i < p->datacount;i++) { 
x = (p->xdata[i]-p→ xrange[OJ) 

/ (p->xrange [ 1 l -p→ xrange[O]); 
y = (p→ ydata [i] -p->yrange [OJ) 

/(p->yrange[l]-p→ yrange[O]); 
／＊和kタ:)-O),Fイ ン ト を 指 定 す る ＊ ／

fprintf (out, "も.Sg も.SgsetLineTo¥n"、x, y); 

#endif 

／＊甜llクJ-糸冬―rを 4行 定 す る ＊／ 
fprintf (out, " setEndLine¥n"); 

｝ 
I* ,:_,::, 浪＊／

else if (!strcmp(p->line_style, GR_LINE_STYLE_DOTTEDLINE)) { 
#ifdef DRAW 

XSetLineAttributes(p->disp, p->foregc, p->line_width、
LineOnOffDash、CapButt、JoinMiter);

XSetDashes(p->disp, p->foregc, 0, 
gr_dash_pattern_dot、GR_DASH_PATTERN_DOT_LEN);

XDrawLines(p->disp、p->win, p->foregc、
ps、p->datacount、0);

XSetLineAttributes(p->disp, p->foregc, 0, 
LineSolid、CapButt, JoinMiter); 

I*~ 吼111:F可変対記（彩糾It,¥をdot:_sizeの等倍にする場合はコメントをとる）＊／

/* if(p->line_width != 0.0) */ 
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/* fprintf(out, "[%f 2 2 2] 0 setdash¥n"、
p->dot_size*PS_DASH_PATTERN_DOTTEDLINE_LEN); */ 

/*else*/ 
／ ＊ ラ イ ン タ イプに 1.'・'.c鋲線の1行定を行う

([12222]は 12単位と 2単位の鉗'i線を拓'i< 
---------- -- ---------- -- .....) * I 

fprintf(out, " [もf 2 2 2] 0 setdash¥n",PS_DASH_PATTERN_DOTTEDLINE_LEN) ; 

oldx = (p->xdata [ 0] -p->xrange [ 0 J) 
/(p->xrange[l]-p->xrange[O]); 

oldy = (p->ydata [ 0] -p->yrange [ 0]) 
/(p->yrange[l]-p->yrange[O]); 

／＊諒介の ll:J始、＇・・,:を .Jl';定する＊／

fprintf(out, " %.Sg も.Sg setStartLine¥n", oldx, oldy); 

for (i = l;i < p->datacount;i++) { 
x = (p->xdata[i]-p→ xrange [ 0]) 

/ (p->xrnnge [ 1] -p->xrange [ 0]); 
y = (p->ydata[i]-p->yrange[O]) 

/ (p→ yrange[l]-p->yrange[O]); 
／＊糾砂)-OJ,gイ ン ト を 詣 定 す る ＊ ／

fprintf(out, "も .Sg 屯.Sg setLineTo¥n", x, y); 

／＊線分終了を指 牢 す る ＊ ／

fprintf (out, " setEndLine¥n"); 
） 
else if (!strcmp(p->line_style, GR_LINE_STYLE_DASH_LONG)) { 

／＊線1)1;,¥uj・変） ·J-J.i:'.( 糾い1,;,\ を dot_sizeO>~が1;'','にする場合はコメントをとる）＊／

/* if(p->line_width != 0.0) */ 
/* fprintf(out、"[もf 2] 0 setdash¥n"、

p->dot_size*PS_DASH_PATTERN_DASH_LONG_LEN); */ 
/*else*/ 
／＊ラインタイプに恥:• .-. 線の詣定を行う I[20 2 Jは 2 0平位の恥:,:線を抽＜

---------- ---------- .....) * I 
fprintf(out, "[もf 2) 0 setdash¥n",PS_DASH_PATTERN_DASH_LONG_LEN); 

oldx = (p->xdata[O)-p->xrange[O]) 
/(p->xrange[l]-p->xrange[O)); 

oldy = (p->ydata[O]-p->yrange[O]) 
/ (p->yrange [ 1] -p->yrange [ 0]) ; 

／＊線分の開始、＇・ :.r.を詣定する＊／

fprintf (out, "令 .Sg も.SgseヒStartLine¥n"、 oldx, oldy); 

for Ii= l;i < p->datacount;i++) { 
x = (p->xdata[i]-p->xrange[O]) 

/(p->xrange[l]-p->xrange[O)); 
y = (p->ydata[i]-p->yrange[O]) 

/(p->yrange[l]-p->yrange[O]); 
／＊糾砂｝のボ イ ン ト を 指 定 す る ＊ ／

fprintf(out, " %.Sg %.Sg setLュneTo¥n"、x, y); 

／＊綜砂終)-を詣定する＊／

fprintf (out、" setEndLine¥n" I; 
） 
else if (!strcrnp(p->line_style、GR_LINE_STYLE_DOTTEDLINE_LONG)) { 

／＊綜,1,,砂 J彦迂対 応（饂[Ji,¥をdot_sizeO)等倍にする場合 はコメントをとる）＊／

/* if(p->line_width != 0.0) */ 
/* fprintf(ouヒ，"[もf 2 2 2] 0 setdash¥n"、

p->dot_size*PS_DASH_PATTERN_DOTTEDLINE_LONG_LEN); */ 
/'else*/ 
／＊ラインタイプに長 I}.'.UJ'i綜 叫 旨 定 を 打 う

([48 2 2 2]は 4 8阜位と 2阜位の組線を描く

-- ..... I * / 
fprintf(out, " [もf 2 2 2] 0 setdash¥n", 

PS_DASH_PATTERN_DOTTEDLINE_LONG_LEN); 

oldx = (p->xdata[OJ-p->xrange[O]) 
/(p->xrange[l]-p->xrange[OJ); 

oldy = (p→ ydata [OJ -p->yrange [OJ) 
/ (p→ yrange[lJ-p->yrange[OJ); 

／＊綜分の開始1.'.cを詣定する＊／

fprintf(out、" %.5g %.5g setStarヒLine¥n", oldx, oldy); 

for (i = l;i < p->datacount;i++) [ 
X = (p→ xdata[iJ-p->xrange(OJ) 

/(p->xrange[lJ-p->xrange[OJ); 
y = (p->ydata[iJ-p->yrange[OJ) 

/(p->yrange[lJ-p->yrange[OJ); 
／＊彩ll',J--のオそイントを詣定する＊／

fprintf(out, " %.5g %.Sg setLineTo¥n", x、y);

／＊糾！分お終―rを詣定する＊／

fprintf(out、" setEndLine¥n"); 

／＊線介の,,,出を指定する＊／

fprintf (out, " %f seヒlinewidt:h¥n"、p->dot_size);

／＊彩K分 の色詣定をデフォルトに）疋す＊／

fprintf (out, " 0 0 0 setrgbcol.or¥n"); 

／ ＊ ラ ペル表示データを作成する＊／

psDrawDotLabel (out, gr, ps) ; 

／＊クリップ領域を1り1(.除する（以在はクリッピングしない） ＊／ 
/* fprint:f(out、" initclip¥n"); */ 

fprinヒf(out, " stroke¥n"); 
fprintf (out, " を.Sg令.Sgも.Sg も.Sg restoreAxesScale¥n", 

(float) p->Ox/p->Ww, -(float) (p->Oy + p->Oh) /p->Wh, 
(float)p->Ow/p->Ww, (float)p->Oh/p->Wh); 

#ifdef DRAW 
XSetClipMask (p->disp, p->foregc, (int) NULL) ; 

#endif 
Free(ps); 

return(O); 

int grPSSetFont(FILE *fp, char *fontName, char *fontBold, 
char *fontIヒalic, inヒ fontSize)

char name[40]; 
char bold[40]; 
char italic[40]; 

if (! fontName) 
return(-1); 

strcpy(name、fontName);
*name= (char)toupper(*name); 
if (fontBold && strcmp(fontBold, "medium")) ( 

strcpy(bold, fontBold); 
*bold= (char)toupper(*bold); 
strcat(name, "-"); 
strcat(name, bold); 

｝ 
else if (fontitalic && strcmp(fontitalic、"roman")) { 

strcpy(bold, fontitalic); 
*italic= (char)toupper(*italic); 
strcat(name, "-"); 
strcat(name、italic);

｝ 
fprintf(fp、"Iもs %d setFontinfo¥n", name, fontSize); 
return(O); 
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int PSDrawLines(Nurnber xdata[}、 Numberydata [ J、 intdatacount、

Number xrange [}、 Numberyrange[} I 

inti; 
Number dx, dy; 

dx = xrange[l] - xrange[O]; 
dy = yrange[l] -yrange[O]; 

for (i = O;i < datacount;i++) { 
printf(" %lg %lg line¥n", 

(xdata[i]-xrange[O])/dx, 
(ydata [i] -yrange [OJ) /dy); 

｝ 

return(O); 

/* !{GBカラー）収得図数 p SJl1 */ 
char *psGetRgbColor(char *aDotColor) 
（ 

int: 
int 
float 
float: 
float: 

i; 
Color; 
RColor; 
GColor; 
BColor; 
Buff[64]; 
DotColor[64]; 

#if def 

#endif 

static char 
char 
DBG 
fprintf(stderr, "psGetRgbColor: Call!!! ¥n"); 
fprintf (stderr, "psGetRgbColor : aDotColor~\" もs\" ¥n", aDotColor); 

strcpy(Buff, "0 0 0") ; 

if(aDotColor ==NULL) [ 
return(Buff) ; 

if (aDotColor[O] =='#') { 
/* Xの表示詣定を PSの表示詣定に変換する＊／
Buff[O] = aDotColor[l]; 
Buff[l} = aDotColor[2]; 
Buff[2] ='¥0'; 
sscanf (Buff, "もx", &Color) ; 
RColor = (float)Color; 
RColor = RColor * (1.0 I 255.0) ; 

Buff[O] = aDotColor[3]; 
Buff[l] = aDotColor[4}; 
Buff[2} ='¥0'; 
sscanf(Buff、,,吊x"、 &Color);
GColor = (float)Color; 
GColor = GColor * { 1.0 / 255.0); 

Buff[O] = aDotColor[5]; 
Buff[l] = aDotColor[6]; 
Buff[2] ='¥0'; 
sscanf I Buff, "もx", &Color) ; 
BColor = (float)Color; 
BColor = BColor * I 1.0 I 255.0) ; 

｝ 

else ( 
/* pl  ot0-9J旨,iceを RGIうに多吋災ーする ＊／ 
for(i = O; aDotColor[i] !='¥〇'&& aDotColor[i] !=':'; i ++) ; 

if(aDotColor[i] !=':') { 
return(Buff); 

｝ 
/* strcpy(DotColor、&aDotColor[i+l]); */ 

#ifdef 

#endif 

Buff[□] = aDotColor[i+l]; 
Buff[l] = aDotColor[i+2]; 
Buff (2] ='¥0'; 
sscanf (Buff, "もx"、&Color);
RColor = (float)Color; 
RColor = RColor * (1. 0 / 2 5 5 . 0 I ; 

Buff[OJ = aDotColor[i+3]; 
Buff[l] = aDotColor[i+4]; 
Buff[2] ='¥0'; 
sscanf(Buff、"%x", &Color) ; 
GColor = (float)Color; 
GColor = GColor * (1. 0 / 255. 0) ; 

Buff[O] = aDotColor[i+SJ; 
Buff[l] = aDotColor[i+6]; 
Buff[2] ='¥0'; 
sscanf(Buff, "%x"、 &Color); 
BColor = (float)Color; 
BColor = BColor * (1. 0 / 255. O) ; 

sprintf(Buff, "%f %f %f"、RColor、GColor, BColor) ; 
DBG 
fprintf(stderr、 "psGetRgbColor : Buff = ¥ "%s¥" ¥n"、Buff);
fprintf(stderr、"psGetRgbColor : Normal End ! ¥n¥n") ; 

return (Buff) ; 

／＊各、点のラベ ル 描 画 関 数 ＊ ／

int psDrawDotLabel(FILE *fp、Graphgr、XPoint *ps) 
｛ 

GrAttr *p; 
int i; 
char label [MAX_LABELDATA_LEN] ; 
char baselabel [MAX_LABELDATA_LEN]; 
int dist, arg; 
int xdist, ydist; 
int dir, ascent, decent、width, height,size; 
int x, y; 
float fx、 fy;
int arg_flg; 
int set_flag; 

p = gGraph + gr; 
dist= p→ dotlabel_dist; 
if(dist< 0) dist= O; 

／＊ポイント数分ラペルがあれば表示する＊／
for(i = O; i < p->datacount; i++) { 

memset (label, 0, sizeof (label)) ; 
arg = O; 
arg_flg = O; 

if(p->labeldata_fp !=NULL){ 
sprintf(label, "%.2f", * (p->labeldata_fp+i)) ; 

}else if(p->labeldata_cp != NULL) { 
strcpy(baselabel, p->labeldata_cp+i*MAX_LABELDATA_LEN); 
if(strcmp(baselabel、"@x") == 0) { 

/* X庫 捻 デ ー タ を 表 示 ラ ベ ル と し て 使 ）nする＊／

sprinヒf(label、"%.2f", p->xdata[i]) ; 
}else if(strcmp(baselabel、"@y") == 0) { 

/* y庫犀データを表示ラベルとして1如 nする＊／
sprintf(label、"%.2f"、p→ydata[i]) ; 

}else if(strcmp(baselabel、"@0") == 0) { 
／＊ラベル、無しを詣定＊／

strcpy(label、"");
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} else if (baselabel [ O] =='@') { 
／＊ラペルにユーザーラベルと表示がJ/文を詣定＊／

arg_flg = 1; 
sscanf I baselabel, "@%dもs", &arg, label) ; 
if(dist== 0) dist= 1; 
arg = arg%360; 

／＊各ffJ/i!'.でのオフセットを切：出する＊／

if(arg == 0) { 
xdisヒ=dist; 
ydist = O; 

}else if(0 < arg && arg < 90) { 
xdist = (int) I (float)dist*cos((float)arg/180.0*M_ 

ydist = (int) ((float)dist*sin((float)arg/180.0*M_ 

}else if(arg == 90){ 
xdist = O; 
ydist = dist; 

}else if(90 < arg && arg < 180) { 
xdist = (int) ((float)dist*cos((float)arg/180.0*M_ 

ydist = (int) ((float)dist*sin((float)arg/180.0*M_ 

)else if(arg == 180) { 
xdist = -dist; 
ydist = O; 

) else if(180 < arg && arg < 270) { 
xdist = (int) ((float)dist*cos((float)arg/180.0*M_ 

ydist = (int) ((float)dist*sin((float)arg/180.0*M_ 

}else if(arg == 270){ 
xdist = O; 
ydist = -dist; 

) else if(270 < arg && arg < 360) { 
xdis t = (int) ((float) dist *cos ((floaヒ） arg/180.0*M_ 

ydist = (int) ((floaヒ） dist*sin((float) arg/180. O*M_ 

}else{ 
strcpy(label, baselabel) ; 

／＊ラペル Nぷ叫：'i,i2があaLぱラペルを表9』ミ＊／

if(strlen(label) > 0) { 
/'fり｝虻船定がなさ,Lてし、なし、場合は 1こに｝とぷ＊／
if (arg_flg == O I { 

xdist = O; 
ydist = dist; 

width= height= O; 
size= p->dotlabel_fontsize; 
／亥フォント I/irlとを u ー ド＊ ／

psLoadFontSize(label, p->dotlabel_fontnarne、
p->dotlabel_fontbold、p->dotlabel_fontitalic、
&size、&width、&height);

/* XHをわ展を初出する ＊／ 

Ex= (p->xdata[i]-p->xrange[O]) / 
(p->xrange[l]-p->xrange[O]); 

/* YHをt;代を切:111ーする ＊／ 

fy~(p->ydata[i]-p->yrange[O]) / 
(p->yrange[l]-p->yrange[O]); 

／＊フォン，-f,'i報を諒定する＊／

grPSSetFont(fp, p->dotlabel_fontnarne, 

return (0); 

p->dotlabel_fontbold、
p->dotlabel_fontitalic, 
P→ dotlabel_fontsize) ; 

／＊各角J文に対したラベル表示位岡を詣定する＊／

if I arg == 0 && arg_flg == 0) ( 
／＊ラペルの小心j旨定＊／

fprintf(fp, 
" I %s l % . Sg % . Sg % . Sg % . Sg setText ¥n" , 
label、 fx、 fy, (float)xdist、 (float)ydist); 

) else if (arg == 0) { 
／＊ラペルノふ,,料らを詣定＊／

fprintf (fp、
"(%s) も.5g%.Sg %.5g %.Sg setText¥n", 
label、 fx, fy、 (float)xdist、 (float)ydisヒ）；

) else if I O < arg && arg < 90) { 
／＊ラベル左詰めを指定＊／

fprintf(fp, 
＂（も s) %.5g %.Sg %.5g %.5g setText¥n", 
label, fx, fy, (float)xdist, (float)ydist) ; 

} else if (arg == 90) { 
／＊ラベルの中心J旨定＊／

fprintf(fp, 
"(%s) も.Sg%.5g %.5g %.5g setText¥n", 
label, fx, fy, I float) xdist、 Ifloat)ydist) ; 

} else if(90 < arg && arg < 180) { 
／＊ラペルイ;,¥,'i,tyを詣定＊／

fprintf I fp, 
"(%s) も.5g % . Sg % . Sg % . Sg setText ¥n", 
label, fx, fy, (float)xdist、 (float)ydist); 

} else if I arg == 180) { 
／＊ラベル右詰めを指定＊／

fprintf (fp, 
"(%s) %.5g %.Sg %.Sg %.5g setText¥n", 
label, fx, fy、 (float)xdist, (float)ydist) ; 

} else if(180 < arg && arg く 270) { 
／＊ラベル右詰めを詣定＊／

fprintf(fp, 
"(%s) %.5g %.5g %.Sg %.5g setText¥n", 
label, fx, fy, (float)xdist, (float)ydist) ; 

} else if(arg == 270) { 
／＊ラベルの中心詣定＊／

fprintf(fp, 
"(%s) も.Sgを.Sg % . Sg % . 5g setText ¥n"、
label, fx, fy, (float)xdist、 (float)ydist);

J else if(270 < arg && arg < 360) { 
／＊ラペルノ，：ふ＇心を指定＊／

fprintf(fp, 
"(%s) % . 5g も.5gも.5g も.5g setText ¥n", 
label、fx、fy, (float)xdist, (float)ydist) ; 

int 
psLoadFontSize(label, name, bold, italic, size, width, height) 
char *label; 
char *name; 
char *bold; 
char *italic; 
int *size; 
int *width; 
int *height; 
｛ 

char buf[BUFSIZ]; 
static char *fns[] = GR_FONT_NAME_RANGE、**p;
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／＊フォン 1、 名のチェック＊／

if I !name) 
name= GR_DEFAULT_FONTNAME; 

else [ 
p = fns; 
while (*pl [ 

if (! strcmp (name, *p) I 
goto next; 

p++; 

｝ 
fprintf(stderr、"WARNING: Can't find font name¥"令s¥"¥n", name); 
name= GR_DEFAULT_FONTNAME; 

next: 
／＊フォン，、タイプのチェック＊／

if (!bold) 
bold= GR_DEFAULT_FONTBOLD; 

／＊ザイズのチェック＊／

if (*size <= 81 *size = 8; 
else if (*size<= 10) *size= 10; 
else if (*size <= 12) *size = 12; 
else if (*size<= 14) *size= 14; 
else if (*size<= 181 *size= 18; 
else if (*size <= 48) *size = 24; 
else *size= GR DEFAULT FONTSIZE; 

*width= (*size) * strlen(label); 
*height= (*size); 

return(Ol; 

，
 



／＊ 

* ACR PLOT TOOL Version 1.0 
* Version 2.0 

(c) Copyright 1997,1998 
ATR Adaptive Communications Research Laboraヒories
All Rights Reserved 

＊／ 

／＊ 

* read.c ← デ ータファイル読み込み
＊／ 

#include <stdio.h> 

#include <string.h> 
!!define _gColorTable_ 
I* II define READD8G * I 
llinclude "plot.h" 
#include "graph.h" 

static int gLineNo; 

／＊ 

＊データファイルの認み込み
＊／ 

／＊データファイルの行番号＊／

DATA *ReadDataFile(char *datafname, char *headerfname, char *bodyfname) 
（ 

FILE *fp; 
char *buf, *p; 
DATA *data; 
int ュ、 J;
double val; 
int cnt_labeldata = O; /* ラベ ルダ リの 数＊ ／

char val_lbl[MAX_LABELDATA_LEN]; 
char filename[BUFSIZ+l]; 

!Fifdef DEBUG 
fprintf(stderr, "ReadDataFile(%s) ¥n", filename); 

#endif 

／＊ボディーデータは ヘッダとの組み合わせでのみ1火月J可能＊／

if(strlen(bodyfname) > 0 && strlen(headerfname) == 0 I ( 
usage(I; 
return(NULL I; 

／＊ ヘッダファイ）レ詣定のIIかは、ヘッダファイルをオープンする＊／

if{ strlen{ headerfname) > 0) { 
strcpy(filename, headerfname); 

}else{ 
strcpy(filename、datafname); 

／＊データファイルのオ ー プ ン （ヘッダファイ）レffr定のll!fはヘッダファイル

をオープン：VERSION2)*/ 
if ((fp =£open I filename、 "r")) == NULL) ( 

fprintf(stderr, "Cannot open file'%s'. ¥n"、filename);
return(NULL); 

／＊データの領嬰坪(i[j呆＊／

if ((data= (DATA*Jmalloc(sizeof(DATA))) ==NULL) { 
fprintf (stderr, "Cannot allocate memory. ¥n・" I; 
fclose (fp); 
return (NULL); 

／＊タイトル文字ダIJO),涜み込み、＊／

if I (buf = ReadLine I fp)) == NULL) ( 
fprintf I stderr, ・ バ/;s:'lid: unexpected end of file¥n", 

filename、gLineNo);
return(NULL); 

#ifdef DEBUG 
fprintf(stderr、"[もs]", buf); 

#endif 
/* if {strncmp(buf、HEADER_TITLE, strlen(HEADER_TITLE))) { 

fprintf{stderr, "Not found title string. ¥n"); 
return (NULL); 

) ＊／ 

/* strcpy{data->title、buf+strlen(HEADER_TITLE));*/
strcpy{data->title、buf);

／ ＊ グ ラ フ の数、データの行数、データ列数の読み込み＊／

if ((buf = ReadLine(fp)) == NULL) return(NULL); 
sscanf (buf, "もd %dもd",

&(data->nGraphs), &(data->nRows), &(data->nCols)); 
#ifdef DEBUG 

fprintf (stderr、 "nGraphs=%d,nRows=%d、nCols=%d¥n"、

data->nGraphs, data->nRows, data->nCols); 
#endif 

／ ＊チ ェッ ク＊／

if (data->nGraphs <= 0 11 data→ nGraphs > MAX_GRAPH_COUNT) ( 

｝ 

fprintf(stderr、"%s:もd: number of graphs is out of range (%d) ¥n", 
filename、gLineNo, data->nGraphs); 

fclose (fp); 
return(NULL); 

迂 (data→nCols <= 0) { 
fprintf(stderr、"%s:%d: number of columns is less than O (%d)¥n", 

filename, gLineNo, data->nCols); 
fclose (fp); 
return(NULL); 

｝ 
if (data->nRows <= 0) ( 

fprintf (stderr, "もs:%d: number of rows is less than O (%d)¥n"、
filename, gLineNo、data->nRows);

fclose (fp) ; 
return(NULL); 

／＊グラフのX/Y軸の列番号、線種の読み込み

＊／ 

線種詣定は以下の詣定が可能。

0 ~ 斤線

；：迄,,
3 l -'某鉗rt彩A
4 1'足心頂非

5 艮 1 、•~r.釘'l弟L

オプション1行定の読み込み

オプション詣定は省略可能。詣定の方j~は、＜属l年 =<1直＞とし、屈性は抜数談定で

きる。 fi>J-J,ぷ性が炭数回詣定された場合は、艇後のす旨定が有効となる。屈1生の種類
は：以下の通り。

・label 

・dotsize 
・dotcolor 

ラベルダlj詣定。データ列の列番号をす旨定する。ラベルダリは必ずし

も列ラベルで@label指定したダリでなくてもよい。

線 1f1;;¥、.'・'.(の大きさの詣定。デフォルトイれは1。
グラフの色の詣定。詣定の力怯は、カラー滸サ（ヘッダーで定義

済 み の10色料疫の色癖号）の他、 "#RRGGBB"のようにRGBilれでの指

定 も 可 能 。

・labelsize ラベル文字列の大きさの詣定。

・duplicate duplicate=lの場合、直前のグラフ上に描画する。

該数行に渡って指定可能。

・labeldist ラベル文字列を描画する位1社の詣定。

どれだけデータ，点と雌すかを詣定する。

!Jiり） label=3 dotsize=2 dotcolor=l duplicate=l 

data->nWindows = O; 



return (NULL); 
for (i = O;i < data->nGraphs;i++) ( 

if ((buf = ReadLine(fp)) == NULL) return(NULL); 
sscanf(buf, "%d %dもd"、

&(data->colX[i]), &(data→ colY[i]), &(data->lineType[i] I); 

／＊プ→ ェック＊／

if (data→ colX[i) < 1 11 data->colX(i) > data->nCols) ( 
fprintf(stderr, "%s: もd: nwnber of x column no. is out of range (危d)¥n", 

filename, gLineNo, data->colX(i)); 
fclose (fp I ; 
return(NULL); 

｝ 
if (data->colY[i] < 1 I I data→ colY[i] > data→ nCols) ( 

fprintf(stderr、＂も s:もd: number of y column no. is out of range (培d)¥n", 
filename, gLineNo, data->colY[i]); 

fclose (fp} ; 
return (NULL}; 

｝ 

／＊グラフのX/Y•Jq/iO)列蜀号、綜碩に続くオプション 1旨定の数を求める＊／
if {CheckGraphOption{data, i、buf) < 0) ( 

fprintf(stderr, "%s: もd: graph option error¥n", 
filenanie、gLineNo);

fclose I fp) ; 
return(NULL); 

｝ 

／ ＊ウィンドウ数のカ ウ ン ト ＊ ／

if I !data->duplicate[i]) { 
data->nWindows++; 

｝ 

｝ 

if (data->nWindows < 1 I I data->nWindows > MAX_WINDOW_COUNT) { 
fprintf(stderr, "%s:%d: number of windows is out of range (%d)¥n"、

filename, gLineNo, data->nWindows); 
fclose (fp) ; 
return (NULL) ; 

｝ 

／＊グラフのX/Y•l•1l1 のラペルの取得＊／

for (i = O;i < data->nCols;i++) { 
if ((buf = ReadLine(fp)) == NULL) { 

fprintf (stderr, "%s: 知d: unexpected end of file¥n", 
filename, gLineNo); 

return(NULL); 
｝ 
strncpy(data→ colHeader[i], buf、MAX直 EADER_LEN); 
／＊ラベル列の数を数える＊／

if(strcmp(data->colHeader[i], "@label" I == 0) ( 
cnt_labeldata++; 

｝ 

#ifdef DEBUG 
fprintf(stderr, "label %d: もs¥n", i, data->colHeader[i]); 

Jtendif 
｝ 

／＊詣定データダリがラ ペルダリになってないかチェックする ＊／

for ( l = O; i < data->nGraphs; 1++) { 
if(strcmp(data->colHeader[data->colX[i]-1], "@label") == 0)  { 

fprintf(stderr, "order X column[%d} is Label Data column.¥n"、
data->colX [i]) ; 

fclose (fp) ; 
return (NULL); 

｝ 
if(strcmp(data->colHeader[data->colY[i]-1]、"@label") == O) { 

fprintf(stderr, "order Y column[もd] is Label Data column.¥n"、
data->col Y [ i]) ; 

fclose (fp) ; 

／＊データ領域の碑1呆＊／

if ((data→ table= (Nwnber *)malloc(sizeof(Nwnber)*(data->nCols*data→ nRows))) == NULL) 
（ 

fprintf(stderr、"Cannotallocate memory. (%dx%d) ¥n"、
data->nCols、data->nRows);

fclose (fp) ; 
return(NULL); 

｝ 
／＊ラベルデータ領域の確俣＊／

if(cnt_labeldata > 0)( 

if ((data→ table_label = (char *)malloc( 
sizeof(char)*cnt_labeldata*data→ nRows*MAX_LABELDATA_LEN)) == NULL) ( 

fprintf(stderr, "Cannot allocate label data memory. (もdxもd)¥n", 
cnt_labeldata、data→nRows) ; 

fclose (fp J ; 
return (NULL); 

}else( 
memset(data->table_label、0, sizeof(data->table_label)); 

｝｝  

／＊ヘッダファイル詣定の時はファイルをr牙］じ、データファイルをオープンする＊／

if(strlen(headerfname) > 0)  ( 

fclose (fp) ; 
if(strlen(bodyfname) > 0)  { 

strcpy(filename, bodyfname); 
｝ 
else { 

strcpy(filename, datafname); 
｝ 
gLineNo = O; 
／＊データファイルのオープン＊／

if ((fp=fopen(filename, "r")) ==NULL) ( 
fprintf(stderr, "Cannot open file'もs'.¥n"、filename);
return(NULL); 

／＊データファイル詣定時のみヘッダを読み飛ばす＊／

if(strlen(bodyfname) == 0)  ( 

／＊データファイルにヘッダが含主れているときは、そこを読み飛ばす＊／

if(fpSetToData(fp, data) == -1) return (NULL); 
） 

／＊データの読み込み＊／

for {i = O;i < data->nRows;i++) ( 

／＊データを一行読み込む＊／

if { {buf = ReadLine { fp)) == NULL) ( 
fprintf {stderr、"%s: 告d: Warning: valid rows less than previous. {岩dくをd)¥n", 

filename, gLineNo, i, data->nRows); 
break; 

｝ 
if {strncrnp{buf, STOP_STRING, strlen{STOP_STRING)) == 0) ( 

break; 
） 

p = buf; 
cnt_labeldata = O; 
for {j = O;j < data->nCols;j++) ( 

if {*p =='¥0') ( 
fprintf{stderr, "%s:%d: valid colwnns less than previous. {令dくもd)¥n", 

filename, gLineNo, j, data->nCols); 
fclose { fp I ; 
return{NULL); 

｝ 

if{ strcrnp{ data->colHeader[j], "@label") != 0) ( 
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sscanf(p, "もlf", &val); 
／＊夕lj綬先でデータを烙納する＊／

*(data->table + j*data->nRows + ii = (Number)val; 
)else{ 

sscanf I p, "%s", val_lbl) ; 
strcpy((data->table_label + 

(cnt_labeldata*data→ nRows+i) *MAX_LABELDATA_LEN), 
val_lbl l; 

cnt_labeldata++; 
｝ 

#ifdef DEBUG 
fprintf(stderr、"%s(%lf),"、p、val);

#endif 

／＊次の空白文字までよみ飛ばす＊／

while (*p !=''&& *p !='¥t'&& *p !='¥n'&& *p !='¥0') p++; 

／＊汐,o>ク恒 l'I以外の文字までよみ飛ばす＊／

while (*p ==''11 *p =='¥ t'11 *p =='¥n'I p++; 

｝ 
data->nValidRows = i; 

fclose{fp); 
return{data); 

／＊ 

＊ファイルから一打よみ出す

＊ 空行をよみ飛ばす二とに注．遂

1カラム leiが "!"で始まる行はコメント行と見なして読み飛ばす

(Version 2.0) 
＊／ 

char *ReadLine(FILE *fp) 
（ 

static char buf[MAX_BUFFER_LEN+l]; 
char *p; 

／＊ gLineNo = 0;*/ 
while (fgets(buf、MAX_BUFFER_LEN、fp)) ( 

gLineNo++; 
p = buf; 
while I *p ==''11 *p =='¥ t'11 *p =='¥n') p++; 
if I I *p ! ='¥0'I && I *p ! ='!'I I ( 

if (p[strlen(p)-1] =='¥n') 
p [st r 1 en (p) -1 l ='¥ 0'; 

return(p); 

fclose(fp); 
return(NULL); 

／＊ 

グラフ定義のオプションJ牝心を，設定する
＊／ 

int 
SetGraphOption(DATA *data, int n, char *opt) 
（ 

char zoku [MAX_OPTION_LEN]; 
char'c, 
int i; 
int num; 
float wnum; 

if ((c = Stringindex(opt,'='II != NULL) ( 
i = strlen(opt)-strlen(c); 

strncpy(zoku, opt, ii; 

zoku[i] ='¥0'; 
if I !strcmp(zoku, LABEL_OPTION) 11 !strcmp(zoku, LABEL_OPT_SHORT)) { 

#ifdef READDBG 
printf("%s:%d¥n", zoku、atoi(c+l));

#endif 

#endif 

#endif 

num = atoi(c+l); 
if (num < 0 11 num > data->nCols) { 

fprintf (stderr, "%s=%d is wrong¥n"、zoku, num) ; 
data->colLabel[n] = -1; 

}else{ 
data->colLabel[n] = num; 

｝ 
} else if (!strcrnp(zoku、DOT_SIZE_OPTION) 11 

!strcrnp(zoku、DOT_SIZE_OPT_SHORT)) { 
sscanf(c+l, "急f", &wnurn); 

#ifdef READDBG 
printf ("%s: %f¥n", zoku、wnurn);

if (wnum >= 0) { 
data->dotSize[n] = wnum; 

}else{ 
fprintf (stderr、"%s=%f is wrong¥n"、zoku, wnum) ; 

） 
) else if (!strcmp(zoku、DOT_COLOR_OPTION) 11 

!strcmp(zoku, DOT_COLOR_OPT_SHORT)) ( 
if ((c+l) [OJ =='#') ( 

sprintf(data->dot_color(n]、"%s", c+l); 
) else ( 

num = atoi(c+l); 
if (num < 0 11 num > MAX_COLOR_TABLE-1) ( 

fprintf(stderr, "もs=%dis wrong¥n"、zoku, num) ; 
sprintf(data->dot_color(n], "岩s", gColorTable (0 J) ; 

)else( 
sprintf (data->dot_color (n] , "%s", gColorTable (num]) ; 

｝ 
#ifdef READDBG 

printf ("dotcolor~%s\n", data->dot_color [n]); 

J else if (! strcmp (zoku, LABEL_SIZE_OPTION) 11 
!strcmp(zoku, LABEL_SIZE_OPT_SHORT)) { 

#ifdef READDBG 
printf ("%s: %d¥n"、zoku, atoi(c+l)); 

#endif 
num = atoi(c+l); 
if (num > 0){ 

data->doじlabel_fontsize[n] = num; 
}else{ 

fprintf (stderr, "%s=もdiswrong¥n", zoku、num I; 
｝ 

} else if (! strcmp (zoku, DUPLICATE_OPTION) 11 
!strcmp(zoku、DUPLICATE_OPT_SHORT)) ( 

#ifdef READDBG 

#endif 
printf ("もs:もd¥n", zoku, atoi (c+l)); 

num = atoi(c+l); 
if (num == 1 && n > 0) { 

data->duplicate[n] = l; 
}else if(num != 0){ 

fprintf (stderr, "もs=もdiswrong¥n", zoku、num); 
｝ 

} else if {!strcmp{zoku, LABEL_DIST_OPTION) 11 
!strcmp{zoku, LABEL_DIST_OPT_SHORT)) ( 

f/ifdef READDBG 
printf ('いもs:もd¥n", zoku, atoi(c+l)); 

#endif 
nurn = atoi (c+l); 
if(num >= 0) ( 

data->dotlabel_dist[n] = num; 
}else{ 

3
 



fprintf(stderr 、 "%s~%d is wrong¥n", zoku, num I; 

） 
else { 

fprintf (stderr, "もs is invalid option¥n", zoku) ; 
return(-1); 

） 
return(O); 

J else { 
fprintf(stderr、"もsis invalid option forrnat¥n"、 opt);
return(-1); 

／＊ 

グラフ定義のグラフのX/Y軸のダiJ捐力、線征に続くオプ シ ョ ン 詣 定 を ， り : , ) べ る
＊／ 

int 
CheckGraphOption(DATA *data. int n, char *buf) 
｛ 

int cnt, char_cnt、 total_cnt;
ュnt cp; 
char opt [MAX_OPTION_LEN) ; 
char *p, *q; 
int i; 

／＊ 初JJUJイ直，没9ヒ ＊／ 

sprintf(data->dot_color[n], "%s", gColorTable(O]); 
data->duplicate [n] = 0; 
data->dotSize (n] = 1; 
data->colLabel[nl = -1; 
data->doヒlabel fontsize[n] = GR DEFAULT LABEL FONTSIZE・ 
data->dotlabel dist n [ l = O; 
cnt = 0; 

cp = D; 
char _cnt = O; 
total_cnt = O; 

for ( i = O; i <= strlen(buf); i++I { 

／＊空 白 文 字 の 場 合 ＊／
if ((buf[i] ==''I 11 (buf[i] =='¥n') II 

(buf[i] =='¥t') II (buf[i] =='¥0')) { 

／＊文字がある場令＊／

if (char_cnt > 0) { 
sscanf(&buf[cp]、"屯s", opt); 
if (total_cnt < 3 && isdigit(*opt)) { 

/* Skip reading*/ 
｝ 
else { 

SetGraphOption(data、n、opt:);
cnt++; 

｝ 
total cnt++; 

マ―
Cp = l; 
char_cnt = 0; 

/*fprintf(stderr、"¥n");*/ 
return (cnt) ; 

／＊ 

カラ一定義文字ダリを )JIJける
＊／ 

int 
StringSeparate(char *s、char *color, int en) 
（ 

int i; 
char *c; 

if ( c = Stringindex(s,':')) ( 
switch (en) ( 
case O; 

strncpy(color、 s, strlen(s)-strlen(c) I; 
color[strlen(s)-strlen(c)] ='¥0'; 
break; 

default: 
strcpy(color, c+ll; 
break; 

｝ 
return(O); 

l else { 
return(-11; 

char* 
Stringindex(char *s, char c) 
｛ 

ュnt i; 

for (i - O; i < sヒrlen(s); i++) ( 
if (s[i] --c) ( 

return(&s[i]); 

} } 

return(NULL); 

／＊データファイ）レのヘッダを読み飛ばす＊／

int fpSetToData(FILE *fp、DATA*data) 
（ 

char *buf; 
ュnt 1; 

int graph、row, col; 
int rowcnt = O; 

I* 21子[clまて←ずらす- */ 
for (i = 0; i < 2; i ++) { 

if ((buf = ReadLine(fp)) == NULL) return (-1); 
rowcnt++; 

／＊文字がない場合＊／

else { 
/*Skip*/ 

／＊グラフ数、データ行数、データ列数を求める＊／

sscanf (buf, "%d %d %d", &graph, &row, &col I; 

／ ＊ ヘ ッ ダファイルのデータ行数、列数と同じかチェック＊／

if(row!= dal:a→ nRows I I col != dal:a->nCols) ( 
prinl:f ("file formal: is differenヒ. header file and dal:a file¥n") ; 
reヒurn (-1); 

/*~ 袴白文字でない瑞合 ＊／ 

else ( 
char_cnt++; 

／＊クラフ詣定行を読み飛ばす＊／

for(i = O; i < graph; i++){ 
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ュf ((buf = ReadLine(fp)) == NULL){ 
return (-1); 

｝ 
rowcnt++; 

／＊グラフのX/Y•Jo,11 ラペル行を読み JIをばす＊／
for(i = O; i < col; i++ I{ 

if ((buf = ReadLine(fp) I == NULL) { 
return (-1 I; 

｝ 
rowcnt++; 

return (1); 
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／＊ 

* ACR PLOT TOOL Version 1.0 
* Version 2. 0 

(c) Copyright 1997,1998 
ATR Adaptive Communications Research Laboratories 
All Rights Reserved 

＊／ 

／＊ 

* plot.h —プロット ·h'i報定義ファイル
＊／ 

#ifndef ___plot_h_ 
#define ___plot_h_ 
#include <stdio.h> 
#include <Xll/Xlib.h> 

#define Number float ／＊娑イi/i沿［多1:0:,れ'ii虻＊／

/* }IJ紙 ）i佑］の定数＊／

Jtdefine PAPER_LANDSCAPE 
#define PAPER_PORTRAIT 

／＊モード＊／

#define X_DRAW_MODE 
#define PS_ONLY_MODE 
lldefine EPS_ONLY_MODE 

#define MAX_TITLE_LEN 
#define MAX_HEADER_LEN 

#define MAX_GRAPH_COUNT 
lldefine MAX_COLUMN_COUNT 
#define STOP_CHAR 
#define STOP_STRING 
ltdefine COMMENT_CHAR 
lldefine MAX_BUFFER_LEN 
lldefine HEADER_TITLE 
#define ulong 

／＊グラフ・』ノ-(ンドウ数＊／

ildefine MAX_WINDOW_COUNT 
数 'I
／＊オプシ コ ン 詣 定 ＊ ／

#define MAX_OPTION_LEN 
#define LABEL_OPTION 
#define LABEL_OPT_SHORT 
#define DOT_SIZE_OPTION 
#define DOT_SIZE_OPT_SHORT 
#define DOT_COLOR_OPTION 
#define DOT_COLOR_OPT_SHORT 
#define LABEL_SIZE_OPTION 
#define LABEL_SIZE_OPT_SHORT 
#define DUPLICATE_OPTION 
#define DUPLICATE_OPT_SHORT 
#define LABEL_DIST_OPTION 
#define LABEL_DIST_OPT_SHORT 
#define DUPLICATE_ON 
#define DUPLICATE_OFF 
／ ＊カラーテープ）レ＊／

Jldefine MAX_COLOR_TABLE 
#define MAX_COLOR_LEN 
#define MAX_LABELDATA_LEN 

0

1

 

゜1 
2 

256 
256 

100 
100 
'@' 

"@@@@@" 

’’‘ 
4096 
＂タイト）レ：＇’

unsigned long /* IE長逍怪数＊／

／＊デフォルトイ1れの牢義＊／

!Ide fine DEFAULT_FILENAME "fort. 99" 
#define DEFAULT MAIN WINDOW WIDTH (290*3) /*初JJUJウ ィ ン ド ウ の 如 ＊ ／

#define DEFAULT MAIN WINDOW HEIGHT (200*3) ／＊初JVJウィンド・ンの，（：；さ＊／

!,define DEFAULT TITLE WINDOW HEIGHT O. 06 タイトルウィンドウの大きさ (~-II対位）＊／

#define DEFAULT_PAPER_ORIENTATION (PAPER_LANDSCAPE) /* Ji)紙の向き＊／

24 

I* 1J.'ii四~ き＊／

／＊祁tii'.I:. き＊／

I* X枯'ii呵モード＊／

/* PS出カモード＊／

/* EPS/ll}Jモード＊／

／＊タ イトルのiは大長さ＊／

／＊ヘッダの最大長さ＊／

／＊グラフの M:Jc:数＊／

／＊ダLJの u大数＊／

／＊読み込み倅止文字＊／

／＊読み込み停止文字ダlj * / 
／＊コ メント文字＊／

/* 1」つノゞッフアの舷人↓乏さ ＊／ 

／＊屯;/:,介オつ4とも含めて、）む」ミされるグラフの

1024 / *オプション 1旨定の/j,:大長さ＊／

"label" / *ラベルダリ詣定＊／

"l" I* ラペルダリ詣定（知船形）＊／

"dotsize" /*綜111;ふ 1.'!.の大きさの詣定＊／

"ds" /*線,11;,¥、点の大きさ叫旨定（知縮形） ＊／ 

"dotcolor" /*グラフの色の詣定＊／

"de" /* グラフの色の指定（短縮Jfi-) * / 
"labelsize" / *ラベル文字ダ1」の大きさの詣定＊／

"ls" I* ラ ベ ル 文 字 列 の 大 き さ 叫 行 定 （ 短 細 形 ） ＊／ 

"duplicate" / * 直部のグラフ上へのJi'/i画詣定＊／

"d" /*直 i府のグラフ上への描圃詣定（短縮形） ＊／ 

"labeldistance" /*ラベル文字列祁嘩j位 it,・詣定＊／

"ld" /*ラベル文字列耕ii•!•i位匹詣定（短縮形）｀＊／
1 /* 直前のグラフに描I!厨＊／

o I* f!'.Lliff o:, クラフに抽画しない＊／

0

0

0

 

1
6
6
 

／＊カ ラ ー テ ー プ ル の 数 ＊ ／

／＊カラ一定義の最大貶さ＊／

／＊ラベルデータの文字列の大きさのJ1,l:大＊／

#ifdef _gColorTable_ 
char gColorTable[] [MAX_COLOR_LEN] = { 

"black:000000", 
"red:FFOOOO", 
"blue: OOOOFF", 
"green:OOFFOO"、
"pink:FFBOCO", 
"violet:FOSOFO", 
"yellow:FFFFOO", 
"orange:FFAOOO"、
"brown:A03030", 
"spring green:00FF80" 

) ; 

#else 
extern char gColorTable[] [MAX_COLOR_LEN]; 
#endif 

／＊プロッ 1---1¥'げ1しの定義＊／

typedef struct _DATA { 
Display *display; /*ディスプレイ＊／

char title[MAX_TITLE_LEN+l]; /*タイトル＊／

int nWindows; /*ウィンドウの数＊／

int nGraphs; /*グラフの数＊／

int nRows; /*データ印数＊／

int nCols; /*データダlJ数 ＊ ／

int nValidRows; /* 1-T対Jダlj姿父 ＊／ 

int colX [MAX_GRAPH_COUNT] ; I* x,1, 山 の 列 番 号 ＊ ／

int colY[MAX_GRAPH_COUNT]; /* Y軸 0)ダ1J癖号＊／

int colLabel[MAX_GRAPH_COUNT]; /*ラベル列の列番号＊／

Number rangeX [MAX_GRAPH_COUNT] [ 2] ; / * X哨11の範皿＊／

Number rangeY[MAX_GRAPH_COUNT] [2]; /* Y•lilll の範UH * I 
int lineType[MAX_GRAPH_COUNT]; /*グラフの綜狐＊／

char colHeader[MAX_COLUMN_COUNT] [MAX_HEADER_LEN+l]; /*グラフのヘッダ＊／

Window winid[MAX_GRAPH_COUNT]; /*ウィンドウのID*/
int winX [MAX_GRAPH_COUNT] ; / *ウィンドウの左上のX庫椋＊／

int winY[MAX_GRAPH_COUNT]; /*ウィンドウの左上のy庫ば＊／

unsigned int winWidth[MAX_GRAPH_COUNT]; /*各グラフ・クインドウの ,j,/,\•I 
unsigned int winHeight[MAX_GRAPH_COUNT]; /*各グラフ・クインド・クの邸＊／

Number *table; /*データの配列＊／

char * table_label; / *ラペルデータの配列＊／

int dot label _fontsize[MAX_GRAPH_COUNT]; /*ラベルデータの

文字列の大きさ
(label_size オプション）IJ) * / 

int dotlabel_dist[MAX_GRAPH_COUNT]; /*ラペルデータ位似

(label_distanceオプション）IJ)• / 
char dot_color[MAX_GRAPH_COUNT] [MAX_COLOR_LEN]; /*グラフの色の指定

(dot_color オプションJI]) */ 
int duplicate[MAX_GRAPH_COUNT]; /* duplicateオプション）―「I */ 

float dotratio; 

Window mainWinid; 
unsigned int mainWinWidth; 
unsigned int mainWinHeight; 
int orientation; 
Window titleWinid; 
int titleWinX; 
int titleWinY; 
unsigned int titleWinWidth; 
unsigned int titleWinHeight; 
int mode; 
float aspectRatio; 
float dotSize[MAX_GRAPH_COUNT]; 

} DATA; 

#if 0 
／＊プロット ・h'国 の初JUJィヒ＊／

#define INIT DATA(d) ¥ 
｛ 

マ
int l; ¥ 

I* ,','!;O)大きさ

（コマンドiJI数 -dotratioJIJ) * / 
／＊メインウィンドウのID*/
／＊メインウィンド・クの輻＊／

／＊メインウィンド・クの邸＊／

I* m紙／画面の方向＊／

／＊タイトルウィンドウのID*/
／＊タイトルウィンドウのX座 椋 ＊ ／

／＊タイトルウィンドウのy座 犀 ＊ ／

／＊タイトルウィンドウの輻＊／

／＊タイトルウィンドウの嵩＊／

/* tt'/ililli/出カモード＊／
／＊縦横比＊／

/*、,,'!:O)大きさ＊／



(d)→ title[OJ ='¥0'; ¥ 
(d) ->nGraphs = 0; ¥ 
(d)->nRows = O; ¥ 
(d)→ nCols = O; ¥ 
(d)→ nValidRows = O; ¥ 
for (i = O;i < MAX_GRAPH_COUNT;1++) (¥  

(d)→ colX[i] = O; ¥ 
(d)→ colY[i] = O; ¥ 
(d)->rangeX[i] [OJ = O; ¥ 
(d)->rangeX[i] [1] = l; ¥ 
(d)->rangeY[i] [OJ = O; ¥ 
(d)->rangeY[i] [l] = l; ¥ 
(d)->lineType[i] = O; ¥ 
(d)->winld[i] = O; ¥ 
(d)->winX[i] = O; ¥ 
(d)→ winY [ i J = 0; ¥ 
(d)->winWidth[i] = 1; ¥ 
(d)->winHeight[i] = 1; ¥ 

）＼  
for (i = O;i < MAX_COLUMN_COUNT;i++) (¥  

(d) → colHeader[i] [OJ ='¥〇,; ¥ 
）＼ 
(d)->table = NULL; ¥ 
(d)->rnainWinid = O; ¥ 
(d)→ rnainWinWidth = l; ¥ 
(d)->rnainWinHeight = l; ¥ 
(dl→ orientation= DEFAULT_PAPER_ORIENTATION; ¥ 
(d)->titleWinid = O; ¥ 
(d) ->ti tleWinX = 1; ¥ 
(d)->titleWinY = 1; ¥ 
(d)->titleWinWidth = 1; ¥ 
(d)→ titleWinHeight = 1; ¥ 
(d)->rnode = X_DRAW_MODE; ¥ 
(d)->aspectRatio = -1; ¥ 
(d)->dotSize = 0.8; ¥ 

） 

#endif 

DATA *ReadDataFile(char *、 char*、 char*);
char *ReadLine(FILE *); 
int StringSeparate(char *、 char *, int); 
int SetGraphOption(DATA *、 int, char*); 
int CheckGraphOption(DATA *, int、char *); 
int StringSeparate(char *、 char *, int) ; 
char *Stringlndex(char *、 char);
int fpSeヒToData(FILE *、 DATA *); 

#endif /* end of _____JJlot—_h_ */ 
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／＊ 

* ACR PLOT TOOL Version 1.0 
* (c) Copyright 1997 
* ATR Adaptive Communications Research Laboratories 
* All Rights Reserved 
＊／ 

／＊ 

* graph.h ーグラフ ·l•,'i ヤKo> 定筏ファイ）レ
＊／ 

#ifndef _graph_h_ 
#define _graph_h_ 

#define Number 
#define Graph 

float 

廿defineGR_MAX_GRAPH 
#define GR_INF 
#define GR_EPS 
#define GR DEFFONTNAME 

#define GR_INT 
#define GR_FLOAT 
#define GR_CHAR 
#define GR_STRING 
#define GR_ADDR 
#define GR_DOUBLE 
#define GR_SHORT 

lrdefine GR_TYPE_XY 
#define GR_TYPE_METER 

int 

100 
1000000 
l.Oe-6 

"-adobe-helvetica-bold-r-normal--0-0-75-75-p-O-iso8859-l" 

#define GR_X 
#define GR_Y 
#define GR_WIDTH 
#define GR_HEIGHT 
#define GR_XDATA 
#define GR_XDATATYPE 
廿defineGR_YDATA 
廿defineGR_DATACOUlゞT
#define GR_YDATATYPE 
廿defineGR_TITLE 
#define GR_WINDOW 
#define GR_BOX 
J;define GR_XTICKS 
#define GR_NUM_XTICKS 
#define GR_YTICKS 
#define GR_NUM_YTICKS 
#define GR_XAXIS 
#define GR_YAXIS 
#define GR_XLABEL 
#define GR_YLABEL 
#define GR_DECORATION_COLOR 
#define GR_XRANGE 
#define GR_YR碑 GE
#define GR_FONTNAME 
/;define GR_FONTBOLD 
#define GR_FONTITALIC 
#define GR_FONTSIZE 
#define GR_TITLE_FONTNAME 
#define GR_TITLE_FONTBOLD 
#define GR_TITLE_FONTITALIC 
/;define GR_TITLE_FONTSIZE 
#define GR_TITLE_COLOR 
#define GR_LABEL_FONTNAME 
#define GR_LABEL_FONTBOLD 
#define GR_LABEL_FONTITALIC 
#define GR_LABEL_FONTSIZE 

1
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／＊クラフハンド）レ＊／

#define GR_LABEL_COLOR 
#define GR_DRAW_MODE 
#define GR_DRAW_SIZE 
#define GR_HOLD 
#define GR_MAX_EXP 
#define GR_GRAPH_TYPE 
#define GR_DECORATION_TYPE 
#define GR_LINE_STYLE 
#define GR_TICK_FONTNAME 
#define GR_TICK_FONTBOLD 
#define GR_TICK_FONTITALIC 
#define GR_TICK_FONTSIZE 
#define GR_TICK_COLOR 
#define GR_TICKSUB_FONTNAME 
#define GR_TICKSUB_FONTBOLD 
#define GR』:ICKSUB_FONTエTALIC
#define GR_TICKSUB_FONTSIZE 
#define GR_TICKSUB_COLOR 
#define GR_LINE_WIDTH 
#define GR_ASPECT_RATIO 
#define GR_DOT← _SIZE 
#define GR_DUPLICATE 
#define GR_DOTCOLOR 
#define GR_DOTLABEL_SIZE 
#define GR_DOTLABEL_DIST 

#define GR_LINE_STYLE_LINE 
#define GR_LINE_STYLE_DOT 
#define GR LINE STYLE DOTTEDLINE 
#define GR_LINE_STYLE_DASH 
#define GR_LINE_STYLE_ROUND 
#define GR_LINE_STYLE_X 
#define GR_LINE_STYLE_DOTTEDLINE_LONG 
#define GR_LINE_STYLE_DASH_LONG 
／＊ 

＊グラブl・i'Jn,t:,江誼
＊／ 

t:ypedef st:ruct: { 
int: on; 
Display *disp; 
Window win; 
float: x; 
float: y; 
float: widt:h; 
float: height:; 
char line_st:yle[3]; 
float: line_widt:h; 
float: dot:_size; 
Number *xdat:a; 
int: xdat:at:ype; 
Number xrange[2]; 
Number *yda t:a; 
int: ydat:at:ype; 
int: dat:acounヒ；
float: yrange[2]; 
char *labeldat:a_cp; 

float *labeldata_fp; 

char *dotlabel_fontname; 
char *dotlabel_fontbold; 
char *dotlabel_fontitalic; 
int dotlabel fontsュze;
XFontStruct *dotlabel_font; 
GC dotlabel_gc; 
char *dotlabel_color; 
unsigned long dotlabel」 ixel;
GC dot_gc; 
char *dot color; 
unsigned long dot__pixel; 
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I* 1:1盛 り フ ォ ン ， 、 名 ＊ ／

/* Iごl盛りフォント太さ＊／

I* rl盛りフォント 1頃斜＊／

I* Ii」盛りフォントサイズ＊／

／ ＊ 口 盛 り フ ォ ン ト 色 ＊ ／

／＊自盛りフォント名＊／

／＊自盛りフォント太さ＊／

／＊日盛りフォント似斜＊／

／＊目盛りフォントサイズ＊／
／＊自船tり フ ォ ン ト 色 ＊ ／

" -" 

". 
" -. " 
,、--" 
"a" 
"x" 

"--" ．． 
"----" 

／＊有効フラグ＊／

／＊ディスプレイ構造体＊／

/* Xウィンドウ ID*/
／＊左上キII対 /jを犀＊／

/* 1正上相対座犀＊／
／＊ キH女寸,1,岱 ＊／ 

／＊ オI]女寸芹6さ ＊／ 

／＊ 部i手重 ＊／ 

／＊ 甜如l•r.i * / 

/* Xデータ＊／
／＊＊／ 

/* Xデ ー タ 範 血 ＊ ／

/* yデータ配列＊／
／＊＊／ 

／＊データ数＊／

/* yデータ範llll * / 
／＊ラペルデータ配列

（ラベル列をラベルとするとき）

／＊ラベルデータ配列

（データ列をラベルとするとき）

／＊ラベルデータフォント名＊／

／＊ラベルデータフォント太さ＊／

／＊ラベルデータフォント傾斜＊／

／＊ラベルデータフォントサイズ＊／

／＊ラペルデータフォント構造休＊／

／＊ラベルデータフォント GC */ 
／＊ラベルデータの色＊／

／＊ラペルデータのピクセルイ直＊／

／＊線、点描画JIJGC */ 
／＊線、点の色＊／

／＊糾と、．点のピクセルイ直＊／

＊／ 

＊／ 



int dotlabel_dist; 
int duplicate; 
char *title; 
int box; 
float aspect_ratio; 
GC foregc; 
GC backgc; 
char *fontname; 
char *fontbold; 
char *fontitalic; 
int fontsize; 
float *xticks; 
int num_xticks; 
float *yticks; 
int num二;ticks;
int xaxi． s; 
int yaxis; 
char *xlabel; 
char *ylabel; 
char **xtick_rnarks; 
int nurn_xtick_rnarks; 
char **ytick_marks; 
int nurn_ytick_rnarks; 
float *xticks_minor; 
int nurn_xticks_rninor; 
float * yticks_rninor; 
int nurn_yticks_rninor; 
char *xtick_scale; 
char *ytick_scale; 
int decoration_type; 
char *decoration_color; 
unsigned long decoration_pixel[3]; 
char *title_fontnarne; 
char *title_fontbold; 
char *title_fontitalic; 
int tit le・  fontsize; 
XFontStruct *title_font; 
char * title color; 
unsigned long title_pixel; 
GC title_gc; 
char *label_fontnarne; 
char *label_fontbold; 
char *label_fontitalic; 
int label_fontsize; 
XFontStruct *label_font; 
char *label_color; 
unsigned long label_pixel; 
GC label_gc; 
char *tick_fontnarne; 
char *tick_fontbold; 
char *tick_fontitalic; 
int tick_fonヒsize;
XFontStruct *tick_font; 
char *tick_color; 
unsigned long tick」 ixel;
GC ti ck __ gc; 
char'ticksub_[ontname; 
char *ticksub_fontbold; 
char *ticksub_fontitalic; 
int ticksub_fontsize; 
XFontStruct *ticksub_font; 
char *ticksub color; 
unsigned long ticksub_pixel; 
GC ticksub_gc; 
int draw_rnode; 
int draw_size; 
fl.odt'drdw_bu[[cr; 
int draw_ptr; 
int hold; 
int rnax_exp; 

／＊ラペルデータ位ii梵＊／

／＊グラフを重ねるか示すフラグ＊／

／＊タイトル文字列＊／

／＊ボックスフラグ＊／

／＊糸従秘比＊／

I* ,;;; 琺 GC */ 
／＊後琺GC */ 
／＊フォント名＊／

／＊フォン，、太さ＊／

／ ＊ フ ォ ント仰き＊／

／＊フォントサイズ＊／

I* xiii盛り配列＊／

/* X目盛り配列数＊／

/* y目盛り配列＊／

/* y「I盛り配列数＊／
／＊＊／ 

／＊＊／ 

/* X ラペル ＊／

/* yラベル ＊／

I* xi'! 1, 注り文字列＊／

/* xi I盛り文字列数＊／

/* yi J盛り文字ダ!J * / 
/* y日盛り文字列数＊／

/* x Mino月1盛り配列＊／

/* x Minorじl盛り配ダ!J数＊／

/* y Minorf:cl盛り配列＊／

/* y Minor日盛り配列数＊／

/* X スケール文字ダ!J * / 
/* y スケール文字ダリ＊／
／＊装付Iiタ イ プ ＊ ／

／＊装師色＊／

I*~~ 瑾Ii ピクセルイ,,•1 * I 
／＊タイト ル フ ォ ン ） 、 名 ＊ ／

／＊タイトルフォント太さ＊／

／＊タイト）レフォン）サ頃斜＊／

／ ＊ タ イ トルフォントサイズ＊／

／ ＊ タ イ トルフォント構造休＊／

／＊タイトルフォント色＊／

／ ＊ タ イ トルフォントピクセル値＊／

／＊タイトルフォン 1、GC */ 
／＊ラベル フ ォ ン ト 名 ＊ ／

／＊ラペルフィント太さ＊／

／＊ラペルフ ォ ン ト 1頃斜＊／

／＊ラベルフォントサイズ＊／

／＊ラペルフォント構造休＊／

／＊ラベル フ ォ ン ト 色 ＊ ／

／＊ラベル フ ォ ン ト ビ ク セ ル イ 直 ＊ ／

／＊ラベル フ ォ ン ト GC */ 
I* l l盛 りフォント名＊／

I* I.I盛りフォント太さ＊／

I* 11盛りフォント似訟｝＊／

I* I l盛 りフォントサイズ＊／

／＊目盛りフォント構造休＊／

I* 11盛りフォント色＊／

I* I I盛りフォン，、ピクセルイ直＊／

I• I I•t.~, り フ 4 ント cc'/
ハ 11盛り I1:1・J)フォント名＊／

I* i I盛り 11:.H)フォント）ゞさ＊／

／ ＊ 目 盛 り I.1.:1・｝）フォント傾斜＊／

I* (CJ盛り（上付）フォントサイズ＊／

I* I.I盛り I.I: イ・J"lフ ォ ン ト 構 造 休 ＊ ／

I* i I盛り 1.1・.H)フォント色＊／

I* i I盛り II・. イ・J)フォントピクセルイ直＊／

I* 1-1盛り (l・.H)フォン 1、GC */ 
I* J,'/jjlhiモ ード＊／

/* J,'/,11<1i サイズ~＊／

I• -/Iii "''i ノ＜ッフ・r• I 
／＊描,,,,,ボインタ＊／

I*'没牢イ直の1呆粋フラグ＊／

I* Ii 1,, 翌り 0)ス ケ ー ル イ 直 ＊ ／

int graph_type; 
/* private */ 
int Ww; 
int Wh; 
int Ax; 
int Ay; 
int Aw; 
int Ah; 
int Rx; 
int Ry; 
int Rw; 
int Rh; 
int Ox; 
int Oy; 
int Ow; 
int Oh; 
GC decogc; 
XFontStruct *font; 

} GrAttr; 

#define GR_MODE_NORMAL 
#define GR_MODE_ADD 
#define GR_MODE_FLOW 

#define GR_DEFAULT_FONTNAME 
#define GR_DEFAULT_FONTBOLD 
#define GR_DEFAULT_FONTITALIC 
#define GR_DEFAULT_FONTSIZE 
#define GR_DEFAULT_LABEL_FONTNAME 
#define GR_DEFAULT_LABEL_FONTBOLD 
#define GR_DEFAULT_LABEL_FONTITALIC 
#define GR_DEFAULT_LABEL_FONTSIZE 
#define GR_DEFAULT_TITLE_FONTNAME 
#define GR_DEFAULT_TITLE_FONTBOLD 
#define GR_DEFAULT_TITLE_FONTITALIC 
#define GR_DEFAULT_TITLE_FONTSIZE 
#define GR_DEFAULT_TICK_FONTNAME 
#define GR_DEFAULT_TICK_FONTBOLD 
#define GR_DEFAULT_TICK_FONTITALIC 
#define GR_DEFAULT_TICK_FONTSIZE 
#define GR_DEFAULT_TICKSUB_FONTNAME 
#define GR_DEFAULT_TICKSUB_FONTBOLD 
#define GR_DEFAULT_TICKSUB_FONTITALエC
#define GR_DEFAULT_TICKSUB_FONTSIZE 
#define GR_DEFAULT_DRAW_MODE 
#define GR_DEFAULT_MAX_EXP 
#define GR_DEFAULT_LINE_STYLE 
#define GR_DEFAULT_LINE_WIDTH 

#define GR_DEFAULT_GRAPH_TYPE 

／＊グラフの加＊／

／＊ウィンドウ幅＊／

／＊ウィンドウ;-:,; * I 
I* JWiflhj領域xl<iを4哄＊／

/*」Wi 画領域yi'i針;:~*I 
／＊描画領域1l1t,¥ * / 
／＊描圃領域，,:,; * I 
／＊グラフ釦域x/<jらば＊／

／＊グラフ領域y}_,jを似＇｛＊／

／＊グラフ領城,11,,¥ * / 
／＊グラフ領域，ヵ；＊／

／＊プロット領域x座 犀 ＊ ／

／＊プロット領域y座 犀 ＊ ／

／＊プロット領域輻＊／

／＊プ’ロット領域，•::; * I 

1
2
3
 #define GR_FONT_FORMAT "-*-%s逸 s-%c-normal--*-%d-*-*-*-*-*-*"

#define GR_FONT_NAME_RANGE ("helvetica", "times", "lucida", "courier", "symbol", NULL) 

"helvetica" 
"medium" 
"roman" 
10 
GR_DEFAULT_FONTNAME 
GR_DEFAULT_FONTBOLD 
GR_DEFAULT_FONTITALIC 
10 
GR_DEFAULT_FONTNAME 
"bold" 
GR_DEFAULT_FONTITALIC 
14 
GR_DEFAULT_FONTNAME 
"medium" 
"roman" 
10 
GR_DEFAULT_FONTNAME 
"medium" 
"roman" 
8 
GR_MODE_NORMAL 
4 
“ 

G゚R_TYPE_XY 

lldefine GR_DASH PATTERN DASH LEN 2 
static char gr_dash_pattern_dash[J = {3, 3}; 
//define GR_DASH_PA'l'TEl潤 少OTTEDLINE_LEN 4 
static char gr_dash_pattern_dottedline[] = {12, 3, 3, 3}; 
#define GR_DASH_PATTERN_DASH_LONG_LEN 2 
static char gr_dash_pattern_dash_long[] = {24, 6}; 

#define GR_DASH_PATTERN_DOTTEDLINE_LONG_LEN 2 
static char gr_dashJ)attern_dottedline_long[] = (48, 3, 3、 3};
/* l'sでのグラフの各線の貶さを定義＊／

#define PS DASH PATTERN DASH LEN 2.0 
#define PS_DASH_PATTERN_DOTTEDLINE_LEN 12.0 
#define PS_DASH_PATTERN_DASH_LONG_LEN 20.0 
lldcf.i.nc PS_DAS!I_PATTERN_DOTTEDLINE_LONG_LEN 12.0*4.0 
1/ifdef FOR_SGI 
#ifndef EXTRN 
#define EXTRN extern 
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#endif 
EXTRN GrAttr gGraph[GR MAX GRAPH]・ ／＊グラフ情報＊／
EXTRN int gPSOnlyMode; /* PS出カモード＊／
#else 
GrAttr gGraph[GR MAX GRAPH・ ＿ ］， ／＊グラフ・l・,'/W*! 
int gPSOnlyMode; /* PS/1¥JJ-'<三ード＊／
#endif 

#define GrGetWindow(gr) (gGraph[ (gr)] .win) 
#define GrSetWindowSize(gr、w, h) (gGraph[ (gr)] .Ww = (w)、gGraph[(gr)].Wh= (h)) 
#define GrSetPSOnlyMode() (gPSOnlyMode = True) 
#define GrResetPSOnlyMode() (gPSOnlyMode = False) 

／＊ 

＊プライペート定数の定義
＊／ 

I• I I't.?., り',ilt父,il1,,'I
lldefine GR_1'ICK_NUM_TICKS 
#define GR_TICK_MAX_TICKS 
#define GR_TICKー四ぷ_TICKS_MINOR
#define GR_TICK_MAX_ALL_TICKS 
I l't. 裕 りの舷人数＊／

lldefine GR_TICK_LENGTH 
#define GR_TICK_MINOR_LENGTH 

5 /* MajorLJ盛りの数＊／

20 /* Major目盛りの1位大数＊／

5 /* Minor目盛りの最大数＊／
((GR_TICK_MAX_TICKS)*(GR_TICK_MAX_TICKS_MINOR)) /* 

0.01 /* Major! 司盛りの相対長さ＊／

0.005 /* Minorlcl盛りの相対1乏さ＊／

#define GR_POS_DEFAULT_X 0.01 / *ウィンドウの左上の和対位四＊／

#define GR_POS_DEFAULT_Y O. 01 / *ウィンドウの左上の相対位匹＊／

#define GR_POS_DEFAULT_WIDTH 0.98 /*ウィンドウのノビ上の和対111,,¥ * / 
#define GR_POS_DEFAULT_HEIGHT 0.98 /*ウィンドウの左上の相対沿；さ＊／
#define GR POS LABEL HEIGHT 19 /*ラペル領域の沿；さ (pixel) */ 
#define GR POS _XTICKS HEIGHT 20 /* X 曰盛りの沿；さ (pixel) */ 
#define GR_POS_YTICKS_WIDTH 28 /* ylclク裕り 0)1!1i,¥(pixel) */ 
#define GR_POS_XTICKS_MARGIN O. 01 /* xi・! 姐1笠りの相対マージン＊／

#define GR_POS_YTICKS_MARGIN 8 /* x目盛りのマージン＊／
#define GR POS _TITLE HEIGHT 5 /*タイ ト ル 領 域 の 沿 ； さ ＊ ／
#define GR_POS_GRAPH_AREA_LEFT_MARGIN (GR_POS_LABEL_HEIGHT) /* */ 
#define GR_POS_GRAPH_AREA_RIGHT_MARGIN 5 /* */ 
!!define GR POS _GRAPH AREA TOP MARGIN 8 /*(GR_POS_LABEL_HEIGHT)*/ 
印 efine GR_POS_GRAPH_AREA_BOTTOM_MARGIN (GR_POS_LABEL_HEIGHT) /* */ 
#define GR_POS_PLOT_AREA_LEFT_MARGIN (GR_POS_YTICKS_WIDTH) /* */ 
#define GR_POS_PLOT_AREA_RIGHT_MARGIN 5 /* */ 
#define GR_POS_PLOT_AREA_TOP_MARGIN 10 /* */ 
#define GR_POS_PLOT_AREA_BOTTOM_MARGIN (GR_POS_XTICKS_HEIGHT) /* */ 
#define GR_POS_METER_TICK MARKS 0.90 /* */ 
#define GR_POS_METER_WIDTH_MARGIN 0.10 /* */ 
#define GR—.POS_METER HEIGHT MARGIN * * 0.05 
#define GR_POS_METER_MAJOR_TICKSl 0.80 /* */ 
#define GR_POS_METER MAJOR TICKS2 0.70 /* */ 
#define GR POS _METER_MINOR TICKSl 0.78 /* */ 
#define GR POS _METER_MINOR TICKS2 0.72 /* */ 
#define GR_POS_METER_STINGl 0.65 /* */ 
#define GR_POS_METER_STING2 0.00 /* */ 
#define GR一_COLOR_LOW (-0 . 2 5) / * * / 
#define GR_COLOR_HIGH (0 .15) / * * / 

#define Free(a) ((a) ? ((void)free(a) 、 a~NULL) : NULL) 

#ifndef explO 
#define explO(a) pow(lO、 (a)l 
#endif 

／＊ 

* I匁娑父O)'.((;;_,
＊／ 

#endif /* end of _graph_h_ */ 
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A3閲里ツール



ー． 
重ね描きデータ列識別用プログラム plotl

'. 

グラフを重ね描きした際のデータ列識別用に各データ列の最大値付近にデータ列名をラベルとして表示するプ

ラグラムです。 プロットツールのラベ）ぼ玩ミ機能を利用しています。

使用法は、プロットツールとまったく同じです。

実処理は、以下の)II財芋で実行されます。

1 plotl <引数＞を実行

2. サブプログラムlegendを呼び出し、データ列識別用ラベルを含む仮データファイルlegend.$$を作成

3. <引数>-data legend.$$をプロットツールの引数とし、プロットツールを実行 憾

4. 仮データファイルlegend.$$を削除

plotl は c シェルスクリプト、 legend はプロッドソールのデータ読み込み）レ—チンを流用し作成した実行モジ

ュールです。

plotlは、プロットツー）レ中のtoolsディレクトリにあります。

tools/ 

プロットツール関連ソールディレクトリ

legend/ 

重ね描きデータ列識別用プログラムplotlディレクトリ

plotl 

HP用の実行ファイル

legend 

HP用の実行ファイル

plotLsun 

SUN用の実行ファイル

legenclsun 

SUN用の実行ファイル

ー
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